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発刊にあたって　―東京の “質 ” を支えるのは地方―3

社
会
を
維
持
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
活
路
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
の
が 〝
質
〞
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
だ
。

昨
年
４
月
に
銀
座
六
丁
目
に
大
型
複
合
施
設「
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ 

Ｓ
Ｉ
Ｘ
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

低
層
部
の
商
業
施
設
中
央
の
吹
き
抜
け
に
は
草
間
彌
生
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
設
置
さ
れ
、
取
り
囲

む
店
舗
に
は
セ
ン
ス
溢
れ
る
品
物
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
の
人
気
も
高
く
、

通
路
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
目
当
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
日

本
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
高
い 〝
質
〞
の
商
品
だ
。
燕
三
条
の
鎚
起
銅
器
、
金
沢
の
九
谷
焼
、

奈
良
の
大
和
絣
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
今
治
タ
オ
ル
な
ど
は
、
自
信
を
持
っ
て
薦
め
ら

れ
る
。
そ
の
一
角
で
は
高
岡
が
誇
る
金
工
製
品
も
肩
を
並
べ
て
い
る
が
、
東
京
の 〝
質
〞
が
、

地
方
の
事
業
者
や
職
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
地
方
の
衰
退
は
東

京
の
魅
力
低
下
に
直
結
す
る
。
そ
の
こ
と
を
深
刻
に
受
け
止
め
る
べ
き
時
だ
。
高
い 

〝
質
〞

を
支
え
る
地
方
を
再
生
す
る
こ
と
は
、
地
方
の
人
口
減
少
だ
け
で
な
く
、
産
業
振
興
か
ら
保

育
所
の
施
設
不
足
ま
で
、
日
本
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
繋
が
る
。

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
で
は
、
２
０
０
５
年
の
学
部
創
設
以
来
一
貫
し
て
地
域
の
課
題

と
向
き
合
っ
て
来
た
。
多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
教
員
が
揃
う
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
別
々

に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
産
業
、
都
市
、
生
活
に
関
す
る
課
題
を
総
合
的
に
解
決
す
べ
く
、
地

域
の
関
係
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
来
た
。
そ
の
成
果
は
２
０
１
２
年
か
ら
『
高
岡
芸
術

文
化
都
市
構
想　

都
萬
麻
』
と
し
て
、
４
巻
に
渡
っ
て
発
刊
を
行
っ
た
が
、
こ
の
度
そ
の
第

二
期
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。
出
版
を
通
し
て
関
係
者
の
連
携
が
一
層
強
く
な
り
、
地
方

創
生
の
狼
煙
を
高
々
と
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。
最
後
に
も
う
一
度
繰
り
返
そ

う
。 〝
質
〞
を
推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
は
地
方
に
あ
る
。

2

じ
わ
じ
わ
と
進
行
す
る
課
題
は
、
切
迫
感
が
な
い
た
め
先
送
り
さ
れ
続
け
る
。
そ
の
た
め

気
付
い
た
時
に
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
今
、
地
方

都
市
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
都
市
の
活
力
の
源
泉
と
な

る
人
口
は
、
少
子
高
齢
に
伴
う
自
然
減
に
、
働
き
手
世
代
が
大
都
市
圏
へ
流
れ
る
社
会
減
が

加
わ
り
、
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
の
富
山
県
の
調
査
に
よ
る
と
15
の
市

町
村
全
て
で
対
前
年
度
増
減
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、中
に
は
２
・
５
％
余
り
も
減
っ

た
町
が
あ
る
。
人
口
減
は
市
場
規
模
を
縮
小
さ
せ
働
き
口
を
減
ら
す
。
若
者
は
職
を
求
め
て

大
都
市
に
流
れ
地
方
都
市
に
は
空
家
が
増
え
る
、
と
い
う
負
の
連
鎖
が
つ
く
ら
れ
る
。

一
方
で
人
口
が
増
加
し
た
大
都
市
が
バ
ラ
色
か
と
言
え
ば
、そ
う
と
も
言
え
な
い
状
況
だ
。

子
育
て
世
代
は
保
育
所
難
民
と
な
り
、
介
護
施
設
に
入
所
で
き
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
た
こ

と
で
、
仕
事
を
休
ん
で
介
護
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
働
き
手
も
い
る
。
高
い
住
居
費

や
日
々
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、
そ
れ
を
上
回
る
大
都
市
の
魅
力
を

享
受
す
べ
く
我
慢
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
経
済
成
長
を
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
成
立
し
て
き
た
社
会
の
あ
り
方
が
根

本
的
に
揺
ら
い
で
い
る
。
人
口
、
販
売
額
、
事
業
規
模
等
々
が
拡
大
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
き
た
こ
れ
ま
で
と
は
逆
に
、
規
模
が
縮
小
す
る
中
で
ど
の
よ
う
に
雇
用
や
消
費
を
確
保
し

発
刊
に
あ
た
っ
て

武
山 

良
三

―
東
京
の
〝
質
〞
を
支
え
る
の
は
地
方
―

RYO
Z

O
 TA

KEYA
M

A

富
山
大
学
芸
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文
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部
長
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はじめに　―「移住定住」を深堀する―9

＊
3 

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
「
お
す
す
め
移
住
・
定
住
先

16
選
〜
２
０
１
７
年
版
」

 
https://w

w
w
.iju-join.jp/feature/

file/038/

＊
4 

日
本
経
済
新
聞
電
子
版
２
０
１
４
年
５

月
８
日
付「
自
治
体
、
２
０
４
０
年
に
半

数
消
滅
の
恐
れ
、
人
口
減
で
存
続
厳
し

く
各
種
推
計
、
政
策
見
直
し
迫
る
」

 
https://w

w
w
.nikkei.com

/article/

DGXNASFS0802O_Y4A500C1EE8000/

＊
5 

国
土
交
通
省
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
２
０
５
０
概
要
①
」

 
h
ttp

:/
/
w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/

com
m
on/001047114.pdf

０
市
区
町
村
の
半
分
の
存
続
が
難
し
く
な
る
」と
の
予
測
を
ま
と
め
た （
＊
４
）。
同
年
７
月
に

は
、
国
土
交
通
省
も
「
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
〜
対
流
促
進
型
国
土
の
形
成

〜
」
の
中
で
、
２
０
５
０
年
に
は
、「
現
在
の
居
住
地
域
の
６
割
以
上
の
地
点
で
人
口
が
半
分

以
下
に
減
少
し
、
う
ち
２
割
が
無
居
住
化
。
地
域
消
滅
の
危
機
」 （
＊
５
）
と
急
激
な
人
口
減
少

と
少
子
化
を
予
測
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
こ
れ
ら
の
予
測
は
、
へ
き
地
だ
け
で
な
く

都
心
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
人
口
減
少
は

単
に
人
口
が
少
な
く
な
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
文
化
、
産
業
経
済
、
保
健
衛
生
と

い
っ
た
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
基
本
条
件
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
今
や
人
口
減
少
に
関
わ
る
問
題
は
都
会
か
田
舎
か
に
関
わ
ら
ず
、
日
本
国
中
が
関

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

■
ソ
フ
ト
面（
ひ
と
）か
ら
み
た
移
住
定
住

本
巻
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
移
住
定
住
の
ソ
フ
ト
面
（
ひ
と
）
に
焦
点
を
あ
て
て

深
堀
す
る
。

ま
ず
、
松
浦
義
昭
氏
の
「
地
域
経
済
循
環
図
か
ら
見
た
富
山
県
内
市
町
村
」
は
統
計
資
料

と
い
う
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
み
た
移
住
定
住
の
問
題
を
あ
ぶ
り
だ
す
。
松
浦
氏
が
駆
使
す
る

の
は
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
で
あ
る
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ （
＊
６
）
と
は
、
２
０
１
５

年
よ
り
経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）
が
地
方
創
生
を
後
押

し
し
て
提
供
し
て
い
る
分
析
シ
ス
テ
ム
で
、
松
浦
氏
自
身
、
内
閣
府
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
専
門
委
員
と
し
て
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

続
く
、
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
・
富
山
県
舟
橋
村
生
活
環
境
課
と
安
嶋
是
晴
氏

＊
6 RESAS　

https://resas.go.jp/

8

■
『
都
萬
麻
』
第
２
期
、
始
動

本
誌
は
、
富
山
県
高
岡
市
と
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
の
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
２
年
よ
り
発
行
が
始
ま
っ
た
『
高
岡
芸
術
文
化
都
市
構
想　

都
萬
麻
』
の
第
２
期
第
１

巻
で
あ
る
。
第
１
期
全
４
巻
で
は
、芸
術
文
化
学
部
内
外
か
ら
幅
広
く
寄
稿
い
た
だ
き
、高
岡

市
を
中
心
と
す
る
文
化
・
生
活
・
産
業
等
に
関
わ
る
特
徴
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

第
２
期
で
は
特
集
と
銘
打
っ
て
、
テ
ー
マ
を
絞
り
込
み
、
各
方
面
で
そ
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
方
々
か
ら
寄
稿
い
た
だ
く
こ
と
で
、
様
々
な
視
点
か
ら
、
特
集
テ
ー
マ
を
深

堀
す
る
。

本
巻
の
テ
ー
マ
は
、
移
住
定
住
で
あ
る
。
富
山
県
高
岡
市
で
は
市
長
政
策
部
都
市
経
営
課

が
移
住
定
住
、中
で
も
若
者
の
転
入
、定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
た
。
移
住
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト （
＊
１
）
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク （
＊
２
）
の
開
設
、
移
住
者
受
け
入
れ
企
業
の
確
保
、

移
住
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
２
０
１
７
年
に
は
同
課
内
に
移
住
定
住
推
進
室
も
設
置
さ
れ

た
。
同
年
、
こ
れ
ら
の
試
み
が
評
価
さ
れ
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
（
一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
）
に

よ
る
２
０
１
７
年
版
の
「
お
す
す
め
移
住
・
交
流
先
16
選
」 （
＊
３
）
に
選
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
は
人
口
減
少
の
問
題
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
２
０
１
４
年

５
月
、
日
本
創
成
会
議
の
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
「
２
０
４
０
年
に
は
全
国
１
８
０

＊
1 

高
岡
市
移
住
促
進
サ
イ
ト「
あ
っ
、
た
か

お
か
で
暮
ら
そ
う
！
」

 
http://takaokalife.jp/

＊
2 

高
岡
市
移
住
促
進
サ
イ
ト「
あ
っ
、
た
か

お
か
で
暮
ら
そ
う
！
」

 
h
ttp
s://w

w
w
.faceb

o
o
k.co

m
/

takaokalife/

は
じ
め
に

島
添 

貴
美
子

―「
移
住
定
住
」を
深
堀
す
る
―

KIM
IKO
 SH

IM
A

Z
O

E
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はじめに　―「移住定住」を深堀する―11

よ
り
ミ
ク
ロ
に
移
住
者
と
受
け
入
れ
者
に
注
目
し
て
い
る
の
が
、
古
池
嘉
和
氏
で
あ
る
。

古
池
氏
は
「『
人
』
が
移
り
住
む
と
い
う
こ
と
」
の
中
で
、
移
住
定
住
政
策
は
数
値
目
標
化
さ

れ
や
す
く
、
そ
の
た
め
に
様
々
な
補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
移
住
者
に
選
ば
れ
よ
う
と
す

る
獲
得
合
戦
が
激
化
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
本
当
に
重
要
な

こ
と
は
、
移
住
者
と
受
け
入
れ
者
の
間
の
、
生
身
の
人
間
同
士
の
新
た
な
交
流
で
あ
る
。
実

際
に
、
愛
知
県
豊
田
市
の
中
山
間
部
に
つ
く
ら
れ
た
「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」

が
で
き
た
こ
と
で
移
住
定
住
が
促
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
地
域
で
の
信
頼
が
厚
く
、

行
政
の
手
続
き
に
も
明
る
い
元
行
政
職
員
Ａ
氏
の
存
在
で
あ
る
。
古
池
氏
の
事
例
は
、
こ
う

し
た
「
つ
な
ぎ
手
」
人
材
が
、
移
住
定
住
促
進
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

移
住
者
と
受
け
入
れ
者
と
の
交
流
を
当
事
者
の
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る
の
が
、
次
に
挙
げ

る
荒
井
里
江
氏
と
加
納
亮
介
氏
で
あ
る
。

『
高
岡
芸
術
文
化
創
造
都
市
構
想　

都
萬
麻
03
』 （
＊
８
）
で
登
場
し
た
「
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
始
ま
っ
て
約
６
年
半
が
経
過
し
た
。
荒
井
氏
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

る
芸
術
文
化
学
部
生
た
ち
か
ら
「
荒
井
さ
ん
、
大
好
き
！
」
と
尊
敬
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
荒
井
氏
の
「
ま
ち
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
荒
井

氏
自
身
の
目
線
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
り
、
そ
の
後
の
展
開
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

荒
井
氏
に
よ
る
と
、
少
子
高
齢
化
と
空
き
家
増
加
問
題
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
「
高
岡
ま

ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
最
初
に
気
が
付
い
た
こ
と
は
、「
高
岡
市
は
22
歳
ま
で
の
人
口
は

減
少
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
降
に
減
少
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、「
大
学

が
あ
る
お
か
げ
で
他
県
か
ら
の
若
者
の
流
入
が
あ
る
が
、
卒
業
後
に
流
出
し
て
し
ま
う
」
と

仮
説
を
立
て
て
始
ま
っ
た
の
が
、
大
学
生
た
ち
と
町
の
人
た
ち
と
の
対
話
で
あ
る
。
そ
の
中

＊
8 

服
部
恵
子
「
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
武
山
良
三
編
『
高
岡
芸
術
文
化
創

造
都
市
構
想　

都
萬
麻
03
』
富
山
大
学

出
版
会
、
１
３
４

－

１
４
２
頁

10

は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
育
て
世
代
、
職
人
の
移
住
定
住
に
焦
点
を
あ
て
て
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
・
富
山
県
舟
橋
村
環
境
課
の
「
人
口
減
少
は
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス　

新
た
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
移
住
・
定
住
」
は
、
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機

構
か
ら
金
岡
省
吾
氏
と
藤
田
敬
人
氏
、
そ
し
て
、
富
山
県
舟
橋
村
か
ら
吉
田
昭
博
氏
、
廣
瀬

美
歩
氏
、
中
井
明
日
香
氏
に
よ
る
共
同
執
筆
で
、
富
山
県
舟
橋
村
を
例
に
産
官
学
金
労
言

で
協
働
す
る
子
育
て
支
援
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
産
官
学
金
労
言
と
は
、
産
業
界
・
大

学
・
金
融
機
関
・
労
働
団
体
・
言
論
界
を
意
味
す
る （
＊
７
）。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、Ｃ

Ｓ
Ｖ
（Creating Shared Value
：
共
通
価
値
の
創
造
）
と
い
う
移
住
定
住
政
策
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
。

首
都
圏
で
は
民
間
企
業
が
単
独
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
の
商
品
化
に
成
功
し
て
い

る
が
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
そ
の
ま
ま
舟
橋
村
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
舟
橋

村
で
は
、
産
官
学
金
労
言
の
協
同
に
よ
る
子
育
て
支
援
が
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
る
。

安
嶋
氏
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
輪
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
経
験
を
も

つ
。「
輪
島
に
お
け
る
漆
器
業
従
事
者
の
移
住
定
住
」
は
、
輪
島
塗
で
全
国
的
に
知
ら
れ
る

輪
島
市
を
事
例
と
し
、
職
人
さ
ん
の
移
住
定
住
を
考
察
し
た
論
考
で
あ
る
。
安
嶋
氏
に
よ
る

と
、
輪
島
市
は
過
疎
化
と
漆
器
生
産
額
の
減
少
の
中
で
、
漆
器
業
従
事
者
数
は
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
も
の
の
、
漆
器
生
産
額
ほ
ど
減
少
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
安
嶋
氏

が
注
目
し
て
い
る
の
が
、
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
が
担
っ
て
い
る
教
育
シ
ス
テ
ム
と
輪
島
塗

技
術
後
継
者
奨
励
金
に
み
る
雇
用
促
進
策
で
あ
る
。
輪
島
市
へ
の
移
住
定
住
の
観
点
か
ら
こ

れ
ら
の
政
策
を
み
る
と
、
人
材
を
産
地
（
輪
島
市
）
に
と
ど
め
る
さ
ら
な
る
施
策
は
必
要
と
は

い
え
、
輪
島
塗
と
い
う
伝
統
工
芸
の
技
術
の
伝
承
の
点
か
ら
み
る
と
、
若
者
を
惹
き
つ
け
る

魅
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

＊
7 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
２
０
１
５ 

改
訂
版
）

 
h
ttp
s://w

w
w
.kan

tei.go.jp
/jp
/

singi/sousei/info/pdf/h27-12-24-

siryou2.pdf
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はじめに　―「移住定住」を深堀する―13

Ｂ
（
ハ
ブ
）
計
画
」の
生
み
の
親
で
あ
り
、
顧
問
で
あ
る
内
田
和
美
氏
よ
り
コ
ラ
ム
を
寄
稿
い
た

だ
い
た
。
芸
術
文
化
学
部
は
１
学
部
１
学
科
５
コ
ー
ス
か
ら
な
る
。
現
在
の
高
岡
Ｈ
Ｕ
Ｂ
計

画
の
中
心
は
、
芸
術
文
化
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
で
あ
る
が
、
造

形
芸
術
コ
ー
ス
、
工
芸
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
情
報
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
に
所
属
す
る
学
生
た
ち
も
少
な
く
な
く
、
幅
広
い
分
野
か
ら
高
岡
駅
地
下
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
る （
＊
10
）。

最
後
に
、
松
田
愛
氏
の
「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
く
る
ま
ち
の
魅
力
」
は
、
日
本
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
芸
術
祭
」
を
例
に
、
芸
術
祭
を
訪
れ
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

迎
え
る
地
元
の
人
た
ち
も
、
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
に
、
地
元
を
再
発
見
し
て
い
る
と
指
摘
す

る
。
芸
術
祭
の
可
能
性
と
は
、「
美
術
館
」
と
い
う
空
間
か
ら
作
品
を
取
り
出
し
、「
地
域
」

と
い
う
空
間
に
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
可
能
性
で
あ
る
。
日
本
で
は
ま
だ

20
年
足
ら
ず
の
試
み
で
あ
り
、
芸
術
祭
に
よ
る
地
域
の
経
済
効
果
や
活
性
化
が
一
時
的
な
も

の
で
終
わ
る
か
ど
う
か
、
結
論
を
見
る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
芸
術
祭
と
い

う
も
の
が
、
地
域
に
根
付
く
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
芸
術

祭
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
だ
ま
だ
模
索
は
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
巻
は
、「
ひ
と
」
か
ら
み
た
移
住
定
住
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
マ
ク
ロ
（
統

計
）
と
ミ
ク
ロ（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
の
両
面
か
ら
深
堀
す
る
。
本
巻
の
論
考
一
本
一
本
が
、
移
住
定
住

の
抱
え
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
打
開
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

そ
の
心
意
気
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊
10 

芸
術
文
化
学
部
は
２
０
１
８
年
度
よ
り
、

美
術
・
工
芸
コ
ー
ス
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
地
域
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
４
コ
ー
ス
に
再

編
さ
れ
る
。

12

で
、
荒
井
氏
が
繰
り
返
し
指
摘
す
る
の
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
重
要
性
で
あ
る
。
荒
井
氏
が

指
摘
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
重
要
性
は
、
移
住
者
と
ま
ち
の
人
、
さ
ら
に
、
ま
ち
の
人
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
隣
に
誰
が

住
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
当
た
り
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り

取
り
を
す
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
に
、
顔
を
つ
き
合
わ
せ
て

話
を
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
い
て
は
移
住
定
住
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
基
本
の
行
動
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
顔
を
つ
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、「
旅
の
人
」 （
＊
９
）（
移

住
者
）
と
ま
ち
の
人
と
の
間
に
、
安
心
と
信
頼
の
関
係
を
作
り
出
す
こ
と
が
、
定
住
の
前
提
に

な
る
の
で
あ
る
。

移
住
し
て
く
る
旅
の
人
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
生
ま
れ
育
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
っ
て
い
る
。
加
納
亮
介
氏
の
「
ま
ち
な
か
を
継
ぐ
」
は
、
大
都
市
で
生
ま
れ
育
っ
た

一
人
の
若
者
か
ら
み
た
、
移
住
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
率
直
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
加
納

氏
の
移
住
は
、
調
査
の
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
住
ん
で
み
た
と
い
う
足
掛
け
で
は
な
い
。
そ
ん

な
加
納
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、「
移
住
定
住
と

は
、
第
二
の
故
郷
で
生
き
る
こ
と
」
で
あ
る
。
加
納
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
ま
ち
な

か
の
人
々
や
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
生
た
ち
、
そ
し
て
彼
が
所
属
す
る
東
京
工
業
大
学
生

た
ち
と
、
ま
ち
な
か
に
作
っ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
高
岡
の
ま
ち
な
か
を
舞
台
と
し
て
、
ま

ち
な
か
を
超
え
て
広
が
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
ま
ち
な
か
の
歴

史
と
、
新
た
に
作
り
出
さ
れ
る
歴
史
が
あ
る
。
加
納
氏
の
移
住
定
住
の
例
は
、
若
者
の
移
住

定
住
の
一
つ
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

高
岡
市
内
に
お
け
る
芸
術
文
化
学
部
学
生
の
活
動
か
ら
は
、
学
生
サ
ー
ク
ル
「
高
岡
Ｈ
Ｕ

＊
9 

「
よ
そ
か
ら
来
た
者
、
よ
そ
へ
出
た
者
」

を
意
味
す
る
富
山
方
言
。
民
俗
学
的
に

は
、
村
の
外
は
神
仏
の
守
護
を
得
ら
れ

な
い
危
険
な
世
界
で
あ
る
。
旅
が
一
般

的
で
は
な
か
っ
た
中
世
以
前
の
日
本
で

は
、
旅
と
は
危
険
な
も
の
と
考
え
ら
れ

た
。
故
郷
の
村
を
離
れ
た
者
が
、
他
村

で
呪
い
に
か
け
ら
れ
た
、
人
身
御
供
と

な
っ
た
、
と
い
っ
た
民
間
伝
承
は
日
本

各
地
に
残
っ
て
い
る
。
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地域経済循環図から見た富山県内市町村1515

表1　富山県内市町村の1人当たり生産（付加価値額）
第1次産業 第2次産業 第3次産業

順位 市町村名
一人当たり付加価値額

順位 市町村名
一人当たり付加価値額

順位 市町村名
一人当たり付加価値額

万円 順位 万円 順位 万円 順位
1位 魚津市 362万円 278位 1位 舟橋村 1,601万円 149位 1位 富山市 821万円 191位
2位 氷見市 346万円 310位 2位 滑川市 1,184万円 290位 2位 高岡市 733万円 454位
3位 射水市 345万円 313位 3位 上市町 1,057万円 380位 3位 射水市 698万円 658位
4位 入善町 290万円 423位 4位 砺波市 1,000万円 440位 4位 魚津市 620万円 1,133位
5位 黒部市 269万円 529位 5位 射水市 913万円 540位 5位 舟橋村 605万円 1,193位
6位 高岡市 263万円 553位 6位 立山町 847万円 649位 6位 砺波市 569万円 1,359位
7位 滑川市 258万円 568位 7位 魚津市 779万円 773位 7位 滑川市 558万円 1,403位
8位 舟橋村 258万円 568位 8位 氷見市 774万円 785位 8位 南砺市 557万円 1,413位
9位 小矢部市 258万円 570位 9位 朝日町 751万円 836位 9位 上市町 549万円 1,449位
10位 立山町 255万円 576位 10位 高岡市 746万円 844位 10位 入善町 546万円 1,464位
11位 砺波市 253万円 592位 11位 南砺市 701万円 940位 11位 小矢部市 543万円 1,476位
12位 朝日町 236万円 669位 12位 黒部市 683万円 982位 12位 氷見市 536万円 1,505位
13位 富山市 227万円 721位 13位 入善町 658万円 1,051位 13位 朝日町 520万円 1,568位
14位 南砺市 218万円 797位 14位 富山市 643万円 1,093位 14位 立山町 514万円 1,590位
15位 上市町 143万円 1,305位 15位 小矢部市 554万円 1,348位 15位 黒部市 501万円 1,646位
－ 富山県 257万円 8位 － 富山県 747万円 25位 － 富山県 717万円 26位
－ 石川県 244万円 12位 － 石川県 684万円 38位 － 石川県 719万円 25位
－ 福井県 198万円 25位 － 福井県 694万円 35位 － 福井県 708万円 29位
－ 東京都 161万円 40位 － 東京都 772万円 22位 － 東京都 1,090万円 1位
－ 東京23区 222万円 758位 － 東京23区 595万円 1,215位 － 東京23区 1,184万円 18位

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成

表2　富山県内市町村の生産（付加価値額）
第1次産業 第2次産業 第3次産業

順位 市町村名
付加価値額

順位 市町村名
付加価値額

順位 市町村名
付加価値額

構成比（％） 億円 構成比（％） 億円 構成比（％） 億円
1位 入善町 5.84% 39 1位 滑川市 68.33% 902 1位 富山市 75.60% 13389
2位 氷見市 3.73% 42 2位 上市町 56.26% 373 2位 高岡市 67.71% 4296
3位 朝日町 3.62% 10 3位 舟橋村 52.53% 52 3位 朝日町 63.41% 175
4位 立山町 3.61% 21 4位 入善町 51.05% 341 4位 魚津市 60.10% 881
5位 舟橋村 3.03% 3 5位 黒部市 50.31% 729 5位 射水市 58.31% 1888
6位 砺波市 2.99% 54 6位 立山町 50.09% 291 6位 小矢部市 53.52% 456
7位 小矢部市 2.46% 21 7位 南砺市 48.78% 839 7位 砺波市 53.29% 963
8位 南砺市 2.15% 37 8位 氷見市 45.38% 511 8位 氷見市 50.89% 573
9位 黒部市 1.59% 23 9位 小矢部市 44.01% 375 9位 南砺市 49.07% 844
10位 滑川市 1.36% 18 10位 砺波市 43.72% 790 10位 黒部市 48.10% 697
11位 魚津市 1.30% 19 11位 射水市 40.64% 1316 11位 立山町 46.30% 269
12位 上市町 1.06% 7 12位 魚津市 38.61% 566 12位 舟橋村 44.44% 44
13位 射水市 1.05% 34 13位 朝日町 32.97% 91 13位 入善町 43.11% 288
14位 高岡市 1.01% 64 14位 高岡市 31.28% 1985 14位 上市町 42.68% 283
15位 富山市 0.78% 138 15位 富山市 23.62% 4184 15位 滑川市 30.30% 400
－ 富山県 1.35% 529 － 富山県 33.94% 13346 － 富山県 64.71% 25445
－ 石川県 1.15% 476 － 石川県 26.61% 10988 － 石川県 72.24% 29832
－ 福井県 1.24% 352 － 福井県 30.01% 8487 － 福井県 68.75% 19445
－ 東京都 0.06% 555 － 東京都 11.32% 98034 － 東京都 88.62% 767590
－ 東京23区 0.04% 301 － 東京23区 7.95% 59178 － 東京23区 92.01% 684763

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成

14

地
域
経
済
循
環
図
か
ら
見
た
富
山
県
内
市
町
村

松
浦 

義
昭
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SH

IA
KI M

A
T

SU
U

R
A

１
．
は
じ
め
に

地
方
創
生
に
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
地
域
の
取
組
み
を
支
え
る

た
め
、
政
府
は
、
情
報
・
人
材
・
財
政
の
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（Regional Econom

y Society Analyzing 

System
=RESAS

）
は
、
情
報
支
援
と
し
て
経
済
産
業
省
と
内
閣
官
房

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
が
連
携
し
て
開
発
。
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
提
供
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

人
口
・
観
光
・
産
業
等
の
地
域
経
済
に
関
す
る
官
民
が
保
有
す

る
様
々
な
デ
ー
タ
を
地
図
や
グ
ラ
フ
等
で
分
か
り
や
す
く
表
示
で

き
る
た
め
、
地
域
の
デ
ー
タ
利
活
用
の
入
口
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
他
の
地
域
と
比
較
し
て
の
自

地
域
の
強
み
や
弱
み
、
現
状
や
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の
情
報
を

効
率
的
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
官
民
を
問
わ
ず
幅
広
い
利

活
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
地
域
経
済
循
環
図
を
活
用
し
て
、

富
山
県
内
の
市
町
村
の
生
産
・
分
配
・
支
出
の
三
つ
の
側
面
に
つ

い
て
概
要
を
把
握
す
る
。
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
２
章
で
は
、
地
域
経
済
循
環
マ
ッ
プ
に
よ
る
富
山
県
の
地
域
経

済
循
環
分
析
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
第
３
章
で
は
、
結
論
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

２
．
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
地
域
経
済
循
環
図

地
域
経
済
循
環
図
は
、
地
域
の
生
産
・
分
配
・
支
出
の
三
つ
の

側
面
で
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
産
面
は
、
地
域
に
あ
る
企
業

や
事
業
所
が
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
所
得
を
稼
ぐ
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
生
産
で
稼
い
だ
所
得
が
、
家
計
や
企
業
に
分
配
さ
れ
る
。
こ

の
分
配
さ
れ
た
所
得
は
消
費
や
投
資
等
で
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
さ
ら
に
、
支
出
面
で
消
費
や
投
資
さ
れ
た
所
得
が
生
産
面
に

還
流
す
る
こ
と
に
な
る
。

上
記
の
地
域
の
生
産
・
分
配
・
支
出
の
三
つ
の
側
面
が
地
域
経

済
循
環
図
で
見
え
る
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
生
産
・
分
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地域経済循環図から見た富山県内市町村17

い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
最
も
低
い
上
市
町
と
、
魚
津
市

と
の
差
は
２
０
０
万
円
を
越
え
る
。

付
加
価
値
額
（
総
額
）
の
全
産
業
に
占
め
る
構
成
比
を
み
る
と
、

入
善
町
５
・
84
％
、
氷
見
市
３
・
73
％
、
朝
日
町
３
・
62
％
の
順

に
高
い
。
富
山
県
全
体
の
同
比
率
は
１
・
35
％
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
上
記
自
治
体
の
全
産
業
の
生
産
（
付
加
価
値
額
）
に
占
め
る
第
１

次
産
業
の
構
成
比
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

富
山
県
内
市
町
村
の
第
２
次
産
業
（
鉱
業
・
製
造
業
・
建
設
業
等
）
の

生
産
（
付
加
価
値
額
）
状
況
を
１
人
当
た
り
付
加
価
値
額
で
比
較
す
る

と
、
舟
橋
村
（
全
国
１
４
９
位
、
１
，６
０
１
万
円
）、
滑
川
市
（
同
２
９
０
位
、

１
，１
８
４
万
円
）、
上
市
町（
同
３
８
０
位
、
１
，０
５
７
万
円
）、
砺
波
市（
同

４
４
０
位
、
１
，０
０
０
万
円
）
と
い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
最

も
低
い
小
矢
部
市
（
同
１
，３
４
８
位
、
５
５
４
万
円
）
と
、
舟
橋
村
と
の

差
は
１
，０
０
０
万
円
を
越
え
る
。

付
加
価
値
額
（
総
額
）
の
全
産
業
に
占
め
る
構
成
比
は
表
２
に
示

さ
れ
て
い
る
。
滑
川
市
68
・
33
％
、
上
市
町
56
・
26
％
、
舟
橋
村

52
・
53
％
の
順
に
高
い
。
富
山
県
全
体
の
同
比
率
は
33
・
94
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
上
滑
川
市
の
全
産
業
の
生
産
（
付
加
価
値
額
）
に
占

め
る
第
２
次
産
業
の
構
成
比
は
倍
以
上
で
あ
る
。

富
山
県
内
市
町
村
の
第
３
次
産
業
（
電
気
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・
公

務
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
）
の
生
産
（
付
加
価
値
額
）
状
況
を
１
人
当
た
り
付
加

表3　富山県内市町村の分配（所得）
分配（所得）

雇用者所得 その他所得

順位 市町村名
一人当たり所得 地域外か

らの流入 所得総額
順位 市町村名

一人当たり所得 地域外か
らの流入 所得総額

万円 順位 億円 億円 万円 順位 億円 億円
1位 滑川市 453万円 429位 19 771 1位 南砺市 232万円 407位 687 555
2位 魚津市 448万円 454位 18 964 2位 黒部市 200万円 605位 449 385
3位 射水市 437万円 542位 125 1885 3位 朝日町 193万円 667位 160 91
4位 上市町 426万円 642位 103 388 4位 小矢部市 181万円 794位 300 266
5位 高岡市 424万円 659位 -36 3636 5位 上市町 180万円 803位 113 276
6位 立山町 422万円 674位 217 380 6位 高岡市 178万円 826位 447 2672
7位 黒部市 416万円 731位 -132 931 7位 舟橋村 170万円 937位 23 28
8位 砺波市 416万円 733位 -4 1178 8位 砺波市 169万円 961位 218 625
9位 富山市 416万円 736位 -885 8788 9位 立山町 168万円 978位 252 202
10位 南砺市 408万円 805位 56 1166 10位 射水市 167万円 982位 225 1354
11位 氷見市 402万円 860位 284 713 11位 魚津市 163万円 1,054位 215 502
12位 舟橋村 400万円 876位 3 70 12位 入善町 162万円 1,074位 216 215
13位 入善町 394万円 944位 125 453 13位 富山市 162万円 1,080位 -1165 6873
14位 小矢部市 388万円 995位 76 586 14位 氷見市 161万円 1,102位 393 412
15位 朝日町 385万円 1,017位 86 184 15位 滑川市 159万円 1,122位 -16 534
－ 富山県 419万円 23位 55 23149 － 富山県 171万円 14位 2516 16170
－ 石川県 416万円 25位 -42 24669 － 石川県 169万円 16位 3184 16585
－ 福井県 413万円 26位 -35 17069 － 福井県 172万円 13位 2714 11180
－ 東京都 552万円 1位 -155622 338237 － 東京都 162万円 26位 -149988 222332
－ 東京23区 564万円 78位 -181741 236705 － 東京23区 176万円 856位 -160454 165341

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成
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配
・
支
出
の
お
金
の
流
入
・
流
出
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。

株
式
会
社
価
値
総
合
研
究
所
（
日
本
政
策
投
資
銀
行
グ
ル
ー
プ
）
か
ら
地

域
経
済
循
環
図
の
元
デ
ー
タ
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
７
年

に
は
デ
ー
タ
更
新
が
な
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
２
０
１
０
年
度
に

加
え
て
、２
０
１
３
年
度
の
デ
ー
タ
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
東
日
本
大
震
災
前
後
に
お
け
る
経
済
活
動
の
変
化
の
分
析

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
産
業
分
類
が
22
産
業
か
ら
39
産

業
に
詳
細
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
業
種
を
絞
っ
た
分
析
が
可
能

で
あ
る
。
本
稿
は
、
更
新
後
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
る （
＊
１
）。

（
１
）
生
産
（
付
加
価
値
額
）

生
産
（
付
加
価
値
額
）
の
部
分
で
は
、
地
域
が
生
産
し
た
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
等
を
販
売
し
て
得
た
金
額
か
ら
、
原
材
料
費
や
外
注
費

と
い
っ
た
中
間
投
入
額
を
差
し
引
い
た
「
付
加
価
値
額
」
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
生
産
分
析
に
よ
っ
て
、
地
域
の
経
済

を
生
産
面
で
支
え
て
い
る
産
業
が
何
か
、
各
産
業
の
労
働
生
産
性

は
ど
の
程
度
か
、
地
域
に
付
加
価
値
を
も
た
ら
し
て
い
る
産
業
は

何
か
等
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
現

状
の
理
解
が
、
地
域
で
今
後
伸
ば
し
て
い
く
べ
き
産
業
の
見
極
め

や
、
伸
ば
す
た
め
の
施
策
を
考
え
る
際
の
下
地
と
な
る
。

① 

産
業
別
（
第
１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
別
）
の
従
業
者
１
人
当
た
り
の

付
加
価
値
額

こ
こ
で
は
ま
ず
、
従
業
者
１
人
当
た
り
が
産
み
出
す
付
加
価
値

額
を
地
域
間
で
比
較
し
、
ど
の
産
業
が
地
域
の
強
み
ま
た
は
課
題

と
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
。
具
体
的
に
は
、産
業
別（
第
１
次
・

２
次
・
３
次
産
業
別
）
の
従
業
者
１
人
当
た
り
の
付
加
価
値
額
を
把
握

す
る
。

② 

地
域
の
全
産
業
の
付
加
価
値
に
占
め
る
産
業
別
（
第
１
次
・
２
次
・

３
次
産
業
）
の
付
加
価
値
構
成

次
に
、
地
域
住
民
の
所
得
や
税
収
の
源
泉
と
な
る
中
心
的
な
産

業
が
何
か
を
把
握
す
る
。
具
体
的
に
は
、
全
産
業
の
付
加
価
値
に

占
め
る
産
業
別
（
第
１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
）
の
付
加
価
値
の
構
成
比

に
よ
り
、
地
域
の
中
で
所
得
を
稼
い
で
い
る
産
業
が
何
か
を
把
握

す
る
。

富
山
県
内
各
市
町
村
の
生
産
（
付
加
価
値
額
）
の
状
況
を
ま
と
め
た

も
の
が
表
１
で
あ
る
。
富
山
県
内
市
町
村
の
第
１
次
産
業
（
農
業
・

林
業
・
漁
業
）
の
生
産
（
付
加
価
値
額
）
状
況
を
１
人
当
た
り
付
加
価
値

額
で
比
較
す
る
と
、
魚
津
市
（
全
国
２
７
８
位
、
３
６
２
万
円
）、
氷
見

市
（
同
３
１
０
位
、
３
４
６
万
円
）、
射
水
市
（
同
３
１
３
位
、
３
４
５
万
円
）
と
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地域経済循環図から見た富山県内市町村19

で
地
域
外
か
ら
55
億
円
の
雇
用
者
所
得
が
流
入
し
て
い
る
。
１
人

当
た
り
雇
用
者
所
得
は
、
富
山
県
は
４
１
９
万
円
で
北
陸
３
県
で

も
最
も
高
い
値
で
あ
る
。

富
山
県
内
市
町
村
の
分
配
（
所
得
）
の
状
況
を
、
１
人
当
た
り
雇

用
者
所
得
で
比
較
す
る
と
、
滑
川
市
（
全
国
４
２
９
位
、
４
５
３
万
円
）、

魚
津
市
（
同
４
５
４
位
、
４
４
８
万
円
）、
射
水
市
（
同
５
４
２
位
、
４
３
７
万

円
）
と
い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
最
も
低
い
朝
日
町
と
、
滑

川
市
と
の
差
は
68
万
円
で
あ
る
。

地
域
外
か
ら
の
所
得
流
入
状
況
を
見
る
と
、
氷
見
市
（
２
８
４
億

円
）、
立
山
町
（
２
１
７
億
円
）、
射
水
市
（
１
２
５
億
円
）、
入
善
町
（
１
２

５
億
円
）、
上
市
町
（
１
０
０
億
円
）
の
順
で
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の

性
質
も
あ
る
地
域
に
雇
用
者
所
得
が
流
入
し
て
い
る
。
一
方
、
多

く
の
企
業
が
拠
点
を
構
え
生
産
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
富
山

市
、
黒
部
市
、
高
岡
市
は
、
周
辺
の
市
町
村
か
ら
の
通
勤
者
に
労

働
の
対
価
と
し
て
賃
金
・
給
与
な
ど
を
支
払
う
こ
と
で
地
域
外
に

雇
用
者
所
得
が
流
出
し
て
い
る
。

次
に
、
富
山
県
内
市
町
村
の
「
そ
の
他
所
得
」
の
状
況
を
、
１

人
当
た
り
そ
の
他
所
得
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
な
お
、
前
述
の
通

り
「
そ
の
他
所
得
」
と
は
、
株
式
等
保
有
し
て
い
る
財
産
か
ら
得

る
配
当
や
、
企
業
の
利
益
、
交
付
税
、
社
会
保
障
給
付
、
補
助
金

等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

１
人
当
た
り
そ
の
他
所
得
は
、
南
砺
市
（
全
国
４
０
７
位
、
２
３
２
万

円
）、
黒
部
市
（
同
６
０
５
位
、
２
０
０
万
円
）、
朝
日
町
（
同
６
６
７
位
、
１

９
３
万
円
）
の
順
に
高
い
。
最
も
低
い
滑
川
市
と
南
砺
市
と
の
差
は

73
万
円
で
あ
る
。

地
域
外
か
ら
の
「
そ
の
他
所
得
」
の
流
入
状
況
を
見
る
と
、
南

砺
市
（
６
８
７
億
円
）、
黒
部
市
（
４
４
９
億
円
）、
高
岡
市
（
４
４
７
億
円
）

の
順
で
そ
の
他
所
得
が
地
域
に
流
入
し
て
い
る
。

一
方
、
地
域
外
へ
の
「
そ
の
他
所
得
」
の
流
出
状
況
を
見
る
と
、

富
山
市
（
１
，１
６
５
億
円
）、
滑
川
市
（
16
億
円
）
の
順
で
そ
の
他
所
得

が
地
域
外
に
流
出
し
て
い
る
。

（
３
）
支
出
の
状
況

「
支
出
」で
は
、
地
域
内
の
住
民
・
企
業
等
に
分
配
さ
れ
た
所
得

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
出

は
、
住
民
の
消
費
等
を
示
す「
民
間
消
費
額
」、
企
業
の
設
備
投
資

等
を
示
す「
民
間
投
資
額
」、
政
府
支
出
や
自
治
体
・
国
の
出
先
機

関
等
か
ら
の
発
注
額
や
、
地
域
内
産
業
の
輸
出
入
収
支
額
な
ど
を

示
す
「
そ
の
他
支
出
」
の
三
種
類
で
構
成
さ
れ
る （
＊
2
）。

①
「
民
間
消
費
額
」

地
域
に
分
配
さ
れ
た
所
得
の
一
部
は
、
民
間
消
費
と
し
て
支
出
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価
値
額
で
比
較
す
る
と
、
富
山
市（
全
国
１
９
１
位
、
８
２
１
万
円
）、
高

岡
市
（
同
４
５
４
位
、
７
３
３
万
円
）、
射
水
市
（
同
６
５
８
位
、
６
９
８
万
円
）

と
い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
最
も
低
い
黒
部
市
（
同
１
，６
４

６
位
、
５
０
１
万
円
）
と
、
富
山
市
と
の
差
は
３
０
０
万
円
を
越
え
る
。

付
加
価
値
額
（
総
額
）
の
全
産
業
に
占
め
る
構
成
比
を
み
る
と
、
富

山
市
75
・
60
％
、
高
岡
市
67
・
71
％
、
朝
日
町
63
・
41
％
の
順
に

高
い
。

（
２
）
分
配
（
所
得
）

地
域
産
業
が
稼
い
だ
付
加
価
値
額
が
ど
の
よ
う
に
所
得
と
し
て

分
配
さ
れ
た
か
を
、「
分
配
（
所
得
）」
で
は
、
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
分
配
（
所
得
）
は
、「
雇
用
者
所
得
」
と
「
そ
の
他
所
得
」
の

二
種
類
で
構
成
さ
れ
る
。

①
雇
用
者
所
得

「
雇
用
者
所
得
」と
は
、
地
域
の
住
民
が
働
い
た
対
価
と
し
て
受

け
取
る
賃
金
・
給
料
等
の
こ
と
で
あ
る
。
雇
用
者
所
得
の
流
入
と

は
、
地
域
内
の
人
々
が
地
域
外
で
勤
務
し
て
給
与
等
を
当
該
地
域

に
持
ち
帰
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
雇
用
者
所
得

の
流
出
と
は
、
地
域
内
に
勤
務
す
る
人
々
が
地
域
外
に
給
与
な
ど

を
持
ち
帰
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

地
域
内
の
住
民
・
企
業
等
が
稼
ぐ
所
得
よ
り
、
地
域
の
産
業
が

分
配
す
る
所
得
が
少
な
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い
て
地
域

外
か
ら
所
得
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
地
域
内
の
住
民
・
企
業
等
が
稼
ぐ
所
得
よ
り
、
地
域
内

の
産
業
が
分
配
す
る
所
得
が
多
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
に
つ
い

て
所
得
が
地
域
外
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

②
そ
の
他
所
得

「
そ
の
他
所
得
」と
は
、
雇
用
者
所
得
以
外
の
所
得
の
こ
と
で
あ

り
、
財
産
所
得（
株
式
等
保
有
し
て
い
る
財
産
か
ら
得
ら
れ
る
配
当
等
）・
企
業

所
得
・
交
付
税
・
社
会
保
障
給
付
・
補
助
金
等
で
構
成
さ
れ
る
。

そ
の
他
所
得
の
流
入
と
は
、
他
地
域
の
企
業
か
ら
の
配
当
や
、

他
地
域
で
納
税
さ
れ
た
税
金
や
社
会
保
障
給
付
等
の
再
配
分
を
通

じ
て
、
当
該
地
域
に
お
け
る
お
金
が
流
入
し
て
い
る
状
態
の
こ
と

で
あ
る
。

一
方
、
そ
の
他
所
得
の
流
出
と
は
、
他
地
域
に
本
社
の
あ
る
企

業
へ
の
配
当
や
、
当
該
地
域
で
納
税
さ
れ
た
税
金
や
社
会
保
障
給

付
等
の
再
分
配
等
を
通
じ
て
他
の
地
域
に
お
金
が
流
出
し
て
い
る

状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

富
山
県
内
各
市
町
村
の
分
配
（
所
得
）
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
３

で
あ
る
。
富
山
県
内
の
分
配
（
所
得
）
の
状
況
を
見
る
と
、
県
全
体

XMFRemote_(81018)211829_「都萬麻Ⅱ」vol.1 本文-pj342(83343) 

 

(X4_右見開き) 

 

10 

 

折 

 

2018/03/27 14:04:29

 

19 18



地域経済循環図から見た富山県内市町村21

さ
れ
る
。
地
域
住
民
の
所
得
が
、
域
外
へ
の
消
費
と
し
て
流
出
す

る
の
は
、
当
該
地
域
の
住
民
が
周
辺
の
自
治
体
に
立
地
す
る
大
規

模
商
業
施
設
な
ど
で
日
常
的
に
消
費
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合

で
あ
る
。
他
方
、
当
該
地
域
に
魅
力
的
な
観
光
地
や
大
規
模
商
業

施
設
等
が
存
在
し
、
域
外
か
ら
消
費
を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
域
内
に
民
間
消
費
が
流
入
す
る
。

地
域
に
分
配
さ
れ
た
所
得
を
原
資
と
し
た
住
民
等
の
消
費
活
動

が
、
域
内
外
の
ど
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、
地
域
が
周
辺
地
域
か

ら
消
費
活
動
を
呼
び
込
む
よ
う
な
中
核
エ
リ
ア
な
の
か
、
等
の
観

点
か
ら
分
析
を
行
う
。

②
「
民
間
投
資
額
」

地
域
に
分
配
さ
れ
た
所
得
の
一
部
は
、
民
間
投
資
と
し
て
支
出

さ
れ
る
。
一
般
に
、
企
業
が
生
産
す
る
財
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要

が
増
え
れ
ば
、
企
業
の
生
産
販
売
は
増
え
る
。
さ
ら
に
需
要
増
加

が
見
込
め
る
場
合
に
、
企
業
は
設
備
投
資
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に

生
産
販
売
が
増
え
る
と
と
も
に
、
民
間
投
資
も
活
発
に
な
れ
ば
、

地
域
の
金
融
機
関
等
も
地
域
に
発
生
し
た
投
資
機
会
を
背
景
と
す

る
貸
出
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
人
口
が
増
加
す
る
地
域
で
は
、

域
内
外
の
需
要
拡
大
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
地
域
内
の
所
得
に

よ
る
投
資
の
み
な
ら
ず
、
域
外
か
ら
の
投
資
も
流
入
し
や
す
く
な

り
、
域
内
外
の
投
資
を
呼
び
込
ん
だ
好
循
環
が
生
ま
れ
る
。
地
域

に
分
配
さ
れ
た
所
得
を
原
資
と
し
た
投
資
活
動
が
、
域
内
外
の
ど

こ
で
行
わ
れ
て
い
る
か
、
地
域
が
域
外
か
ら
投
資
を
呼
び
込
む
エ

リ
ア
な
の
か
、
等
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
。

③
「
そ
の
他
支
出
」

政
府
支
出
や
自
治
体
・
国
の
出
先
機
関
等
か
ら
の
公
共
投
資
、

お
よ
び
域
内
産
業
の
輸
出
入
収
支
額
等
は
、そ
の
他
支
出
と
な
る
。

公
共
投
資
は
、
地
域
へ
の
所
得
移
転
と
い
っ
た
再
分
配
政
策
と
し

て
の
意
味
合
い
も
あ
り
、
そ
の
た
め
建
設
業
が
公
共
投
資
の
受
注

表5　富山県内市町村の地域経済循環率（単位：％）
順位 地区名 市町村名 地域経済循環率
1位 富山地区 富山市 113.10%
2位 富山地区 滑川市 99.80%
3位 高岡地区 高岡市 93.90%
4位 高岡地区 射水市 90.20%
5位 砺波地区 砺波市 89.40%
6位 新川地区 魚津市 86.30%
7位 新川地区 黒部市 82.10%
8位 富山地区 舟橋村 79.20%
9位 富山地区 上市町 75.50%
10位 砺波地区 南砺市 69.80%
11位 砺波地区 小矢部市 69.40%
12位 新川地区 入善町 66.20%
13位 高岡地区 氷見市 62.40%
14位 富山地区 立山町 55.40%
15位 新川地区 朝日町 52.80%
－

北陸3県
富山県 93.90%

－ 石川県 92.90%
－ 福井県 91.30%
－ 東京都 東京都 154.50%
－ 東京都 東京23区 185.10%

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成
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表4　富山県内市町村の支出（民間消費額・民間投資額・その他支出）

支　　　出

民間消費額 民間投資額 その他支出

順

位

市

町

村

名

支
出
流
出
入
率

地

域

外

か

ら

の

流

入

支

出

順

位

市

町

村

名

支
出
流
出
入
率

地

域

外

か

ら

の

流

入

支

出

順

位

市

町

村

名

支
出
流
出
入
率

地

域

外

か

ら

の

流

入

支

出

％ 順位 億円 億円 ％ 順位 億円 億円 ％ 順位 億円 億円

1位 富山市 8.50% 539位 798 9401 1位 舟橋村 96.80% 18位 6 6 1位 滑川市 39.60% 192位 123 309

2位 黒部市 5.90% 609位 59 996 2位 滑川市 28.20% 104位 48 169 2位 富山市 28.70% 222位 1025 3565 

3位 高岡市 5.10% 623位 200 3889 3位 富山市 8.40% 277位 227 2695 3位 舟橋村 19.80% 248位 8 40

4位 魚津市 -1.00% 804位 -10 1040 4位 射水市 6.90% 297位 30 428 4位 射水市 -13.40% 390位 -135 875

5位 砺波市 -4.40% 921位 -55 1205 5位 上市町 6.10% 312位 6 99 5位 砺波市 -30.00% 472位 23 385

6位 氷見市 -6.90% 985位 -74 993 6位 砺波市 3.10% 352位 7 211 6位 高岡市 -33.60% 498位 -612 1212 

7位 南砺市 -7.10% 992位 -93 1214 7位 高岡市 0.20% 417位 2 1041 7位 魚津市 -46.20% 583位 -189 220

8位 上市町 -9.70% 1,074位 -51 474 8位 南砺市 -12.50% 679位 -41 287 8位 入善町 -65.20% 815位 -173 92

9位 射水市 -11.40% 1,123位 -244 1906 9位 魚津市 -14.20% 735位 -34 206 9位 黒部市 -65.50% 818位 -321 169

10位 小矢部市 -15.00% 1,231位 -106 602 10位 氷見市 -17.70% 857位 -38 179 10位 上市町 -66.90% 845位 -171 85

11位 滑川市 -20.60% 1,369位 -174 671 11位 入善町 -17.90% 864位 -22 103 11位 小矢部市 -70.00% 893位 -224 96

12位 朝日町 -21.40% 1,397位 -62 227 12位 黒部市 -19.40% 926位 -54 224 12位 南砺市 -73.50% 938位 -610 219

13位 入善町 -23.60% 1,444位 -146 472 13位 朝日町 -19.90% 938位 -10 42 13位 立山町 -92.70% 1,242位 -296 21

14位 立山町 -24.10% 1,455位 -154 484 14位 立山町 -20.50% 974位 -19 74 14位 朝日町 -96.40% 1,307位 -173 7

15位 舟橋村 -50.40% 1,711位 -40 39 15位 小矢部市 -22.70% 1,055位 -45 154 15位 氷見市 -108.90% 1,467位 -565 -46

－ 富山県 -0.60% 29位 -153 24669 － 富山県 1.00% 15位 60 6183 － 富山県 -22.80% 21位 -2479 8408

－ 石川県 -0.50% 28位 -137 26252 － 石川県 -15.70% 36位 -1143 6116 － 石川県 -17.30% 18位 -1863 8928

－ 福井県 -9.20% 39位 -1677 16582 － 福井県 -3.90% 21位 -202 5010 － 福井県 -10.70% 16位 -801 6691

－ 東京都 7.10% 12位 25533 361814 － 東京都 12.90% 4位 12104 93665 － 東京都 255.00% 1位 267972 105090

－ 東京
23区 16.50% 337位 41666 253205 － 東京

23区 20.40% 151位 15572 76240 － 東京
23区 392.50% 18位 284958 72601

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成
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地域経済循環図から見た富山県内市町村23

表
５
で
あ
る
。
富
山
県
内
市
町
村
の
地
域
経
済
循
環
率
の
状
況
を

比
較
す
る
と
、
富
山
市
（
１
１
３
・
10
％
）
が
県
内
で
は
唯
一
１
０

０
％
を
越
え
て
い
る
。
雇
用
者
所
得
で
８
８
５
億
円
、
そ
の
他
所

得
で
１
，１
６
５
億
円
を
域
外
に
支
払
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
の

自
立
度
が
高
い
た
め
同
循
環
率
も
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
次
い

で
、
滑
川
市
（
99
・
80
％
）、
高
岡
市
（
93
・
90
％
）、
射
水
市
（
90
・
20
％
）

と
い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
富
山
県
全
体
の
地
域
経
済
循

環
率
は
93
・
90
％
で
、
北
陸
３
県
で
は
最
も
高
い
値
で
あ
る
。

（
５
）
移
輸
出
入
収
支
額

域
外
を
主
な
販
売
市
場
に
し
て
、
域
外
に
対
し
て
財
・
サ
ー
ビ

ス
を
販
売
し
て
、
域
外
か
ら
お
金
を
獲
得
で
き
る
産
業
は
、
移
輸

出
入
収
支
額
（
＝
移
輸
出

－

移
輸
入
）
が
プ
ラ
ス
と
な
る
。
域
外
を
主

た
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
市
場
と
し
て
域
外
か
ら
お
金
を
獲
得

で
き
る
産
業
に
は
、農
林
水
産
業
や
製
造
業
が
該
当
す
る
。
ま
た
、

域
外
に
製
品
を
販
売
す
る
産
業
で
は
な
い
が
、
主
に
域
外
か
ら
訪

れ
る
人
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
観
光
業
も
同
様
に
域
外
か
ら
お

金
を
獲
得
し
て
い
る
。

一
般
に
農
林
漁
業
、
製
造
業
、
観
光
業
等
の
よ
う
な
産
業
は
、

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
に
関
し
て
、
域
外
へ
の
支
払
い
額
よ
り
も

域
外
か
ら
の
受
取
り
額
の
方
が
多
く
、
移
輸
出
入
収
支
額
が
プ
ラ

表6（1）　富山県内市町村の移輸出入収支額（上位5位） （単位：億円）

市町村名 1位 2位 3位 4位 5位

富山地区

富山市 化学 964 一般機械 823 電気業 581 小売業 496 電気機械 485

滑川市 化学 595 一般機械 292 金属製品 206 電気機械 122 輸送用機械 35

上市町 化学 203 電気機械 78 その他の製造業 65 建設業 42 窯業・土石製品 8

立山町 電気機械 108 建設業 55 パルプ・紙 38 非鉄金属 37 金属製品 32

舟橋村 電気機械 90 一般機械 9 運輸業 8 農業 3 水道・廃棄物処理 0

新川地区

魚津市 電気機械 602 その他製造業 150 電気業 44 一般機械 38 金属製品 35

黒部市 その他の製造業 697 金属製品 406 建設業 38 ゴム製品 37 電気業 17

朝日町 建設業 20 電気機械 17 一般機械 15 水道・廃棄物処理 13 農業 5

入善町 その他の製造業 162 電気機械 128 輸送用機械 61 農業 36 電気業 28

高岡地区

高岡市 パルプ・紙 400 金属製品 285 小売業 268 その他の製造業 259 化学 152

射水市 非鉄金属 869 鉄鋼 361 金属製品 254 電気業 249 運輸業 168

氷見市 鉄鋼 239 電気機械 112 金属製品 58 その他の製造業 45 建設業 44

砺波地区

砺波市 電気機械 906 非鉄金属 57 農業 46 食料品 39 公共サービス 26

小矢部市 金属製品 217 運輸業 44 輸送用機械 35 衣類・身回品 27 建設業 26

南砺市 一般機械 309 金属製品 180 家具 93 電気機械 85 建設業 66

北陸3県

富山県 電気機械 2453 金属製品 1598 一般機械 1560 化学 1516 その他製造業 1358

石川県 一般機械 2263 電気機械 1624 繊維 926 対個人サービス 600 家具 598

福井県 電気機械 2383 電気業 1171 繊維 783 精密機械 779 その他製造業 687

東京都 東京都 卸売業 141460 情報通信業 85970 金融・保険業 66271 対事業所サービス 38844 その他の不動産 11524

東京都 東京23区 卸売業 146442 情報通信業 90492 金融・保険業 65531 対事業所サービス 38500 対個人サービス 10639

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成
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先
と
し
て
地
域
の
主
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

■
富
山
県
内
市
町
村
の
支
出
の
状
況

富
山
県
内
各
市
町
村
の
支
出
の
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
４

で
あ
る
。
県
内
市
町
村
の
支
出
（
民
間
消
費
額
）
の
状
況
を
、
支
出

流
出
入
率 （
＊
３
）
で
比
較
す
る
と
、
富
山
市
（
全
国
５
３
９
位
、
８
・

50
％
）、
黒
部
市
（
同
６
０
９
位
、
５
・
90
％
）、
高
岡
市
（
同
６
２
３
位
、
５
・

10
％
）
と
い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
民
間
消
費
の
流
入
金
額

で
も
、
富
山
市
（
７
９
８
億
円
）、
黒
部
市
（
59
億
円
）、
高
岡
市
（
２
０

０
億
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
周
辺
地
域
か
ら
も
消
費
活
動

を
呼
び
込
め
る
よ
う
な
エ
リ
ア
の
中
核
と
な
る
地
域
で
あ
る
。

他
方
、
県
内
15
自
治
体
の
う
ち
13
自
治
体
で
は
民
間
消
費
が
地

域
外
に
流
出
し
て
い
る
。
民
間
消
費
の
流
出
額
が
大
き
い
自
治
体

は
、
射
水
市
（
２
４
４
億
円
）、
滑
川
市
（
１
７
４
億
円
）、
立
山
町
（
１
５

４
億
円
）
で
あ
る
。
地
域
が
稼
い
だ
所
得
が
、
地
域
内
で
消
費
さ
れ

る
よ
う
に
魅
力
的
な
消
費
の
場
を
つ
く
る
な
ど
域
内
消
費
の
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

県
内
市
町
村
の
支
出
（
民
間
投
資
額
）
の
状
況
を
、
支
出
流
出
入
率

で
比
較
す
る
と
、
舟
橋
村
（
全
国
18
位
、
96
・
80
％
）、
滑
川
市
（
同
１
０

４
位
、
28
・
20
％
）、
富
山
市
（
同
２
７
７
位
、
８
・
40
％
）、
射
水
市
（
同
２

９
７
位
、
６
・
90
％
）、
と
い
っ
た
自
治
体
が
上
位
に
入
る
。
な
お
、
舟

橋
村
に
つ
い
て
は
支
出
流
出
入
率
算
出
の
前
提
と
な
る
金
額
が
小

さ
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、
民
間
投
資
の
流
入
金
額
で
見
る
と
、
富

山
市
（
２
２
７
億
円
）、
滑
川
市
（
48
億
円
）、
射
水
市
（
30
億
円
）
の
順
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
地
域
で
は
域
外
か
ら
投
資
活
動
を
呼
び
込
ん

で
い
る
。

他
方
、
県
内
15
自
治
体
の
う
ち
８
自
治
体
で
は
民
間
投
資
が
地

域
外
に
流
出
し
て
い
る
。
民
間
投
資
の
流
出
額
が
大
き
い
自
治
体

は
、
黒
部
市
（
54
億
円
）、
小
矢
部
市
（
45
億
円
）、
立
山
町
（
１
５
４
億

円
）
で
あ
る
。

（
４
）
地
域
経
済
循
環
率 （
＊
４
）

地
域
が
生
産
活
動
を
行
い
、
自
地
域
の
需
要
に
留
ま
ら
ず
域
外

の
需
要
を
獲
得
し
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
で
き
れ
ば
、
自
地
域
の

住
民
の
生
活
の
た
め
に
必
要
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
た
め

の
お
金
を
域
外
か
ら
獲
得
で
き
る
。
一
方
、
域
外
か
ら
お
金
を
稼

げ
る
産
業
が
な
け
れ
ば
、
政
府
支
出
等
を
通
し
て
域
外
か
ら
の
お

金
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
経
済
循
環
率
は
、
生
産
（
付
加
価
値

額
）
を
分
配
（
所
得
）
で
割
る
こ
と
で
算
出
さ
れ
、
地
域
経
済
の
自

立
度
を
示
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
こ
の
値
が
低
い
ほ
ど
他
地
域
か

ら
流
入
す
る
所
得
に
対
す
る
依
存
度
が
高
い
。

富
山
県
内
各
市
町
村
の
地
域
経
済
循
環
率
を
ま
と
め
た
も
の
が
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地域経済循環図から見た富山県内市町村25

３
．
ま
と
め

本
稿
で
は
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
地
域
経
済
循
環
図
を
活
用
し
て
、

富
山
県
内
の
市
町
村
の
生
産
・
分
配
・
支
出
の
三
つ
の
側
面
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

地
域
が
生
産
活
動
を
行
い
、
自
地
域
の
需
要
に
留
ま
ら
ず
域
外

の
需
要
を
獲
得
し
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
で
き
れ
ば
、
自
地
域
の

住
民
の
生
活
の
た
め
に
必
要
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
た
め

の
お
金
を
域
外
か
ら
獲
得
で
き
る
。
一
方
、
域
外
か
ら
お
金
を
稼

げ
る
産
業
が
な
け
れ
ば
、
政
府
支
出
等
を
通
し
て
域
外
か
ら
の
お

金
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
地
域
に
よ
っ
て
は
、
所
得
の
循
環
が

う
ま
く
機
能
せ
ず
、
生
産
・
分
配
・
支
出
に
関
し
て
域
外
に
所
得

が
流
出
し
て
お
り
、
住
民
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
地

域
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
域
経
済
循
環
の
改
善
を
重
視
し

た
、
費
用
対
効
果
の
優
れ
た
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

【
註
釈
】

＊
１ 

経
済
産
業
省
は
、「
地
域
経
済
分
析
の
考
え
方
と
ポ
イ
ン
ト
」を
作
成
し
、
地
域

経
済
循
環
分
析
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
閣
府

地
方
創
生
推
進
室　
（
受
託
：
株
式
会
社
価
値
総
合
研
究
所
）
は
、「
地
域
経
済

循
環
分
析
用
デ
ー
タ
等
の
分
析
及
び
分
析
書
式
の
検
討
等
」
を
作
成
し
、
地
域

経
済
循
環
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
分
析
手
法
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、

地
域
の
産
業
連
関
表
や
付
加
価
値
額
の
情
報
が
必
要
と
な
る
が
、
都
道
府
県
に

占
め
る
市
町
村
の
割
合
を
使
っ
て
按
分
す
る
形
が
多
く
と
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
（
受
託
：
株
式
会
社
価
値
総
合
研
究
所
）
は
、

「
第
Ⅲ
編　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
地
域
経
済
循
環
分
析
用
デ
ー
タ
の
作
成
方

法
の
検
討
」
で
、
産
業
連
関
表
に
関
す
る
調
査
・
作
成
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
る
。

＊
２ 

消
費
は
消
費
財
の
購
入
等
、
投
資
は
固
定
資
産
へ
の
投
資
を
意
味
し
て
い
る
。

＊
３ 

「
支
出
流
出
入
率
」
と
は
、
地
域
内
の
住
民
・
企
業
等
が
支
出
し
た
金
額
に
対

す
る
、
地
域
外
か
ら
流
入
・
地
域
外
に
流
出
し
た
金
額
の
割
合
で
あ
る
。
こ
の

値
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
は
、
地
域
で
稼
ぎ
地
域
で
得
た
所
得
が
他
地
域
へ
漏
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
企
業
の
新
た
な
生
産
販
売
活
動
に
つ
な
が
ら
ず
、
地
域

の
経
済
循
環
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

＊
４ 

地
域
経
済
循
環
率
は
、
地
域
の
所
得
分
配
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
あ
ら

か
じ
め
望
ま
し
い
値
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

24

ス
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
に
と
っ
て
お
金
を
獲
得
で
き
る
強
み
と

な
る
産
業
で
あ
る
。

■
富
山
県
内
市
町
村
の
「
移
輸
出
入
収
支
額
」
の
状
況

富
山
県
内
各
市
町
村
の
移
輸
出
入
収
支
額
の
上
位
・
下
位
５
産

業
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
６
（
１
）
と
（
２
）
で
あ
る
。
各
自
治

体
に
お
い
て
、
域
外
か
ら
お
金
を
獲
得
す
る
力
が
強
い
産
業
が
上

位
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
域
内
の
各
産
業
が
域
外
か
ら
獲
得
し
て

い
る
額
、
域
外
に
流
出
し
て
い
る
額
、
そ
の
移
輸
出
入
収
支
額
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
域
外
か
ら
所
得
を
獲
得
し
て
い
る
強
み

と
な
る
産
業
が
何
か
を
把
握
す
る
。

富
山
県
全
体
の
移
輸
出
入
収
支
額
の
上
位
５
産
業
は
、
電
気
機

械
（
２
４
５
３
億
円
）、
金
属
製
品
（
１
５
９
８
億
円
）、
一
般
機
械
（
１
５

６
０
億
円
）、
化
学
（
１
５
１
６
億
円
）、
そ
の
他
製
造
業
（
１
３
５
８
億
円
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
第
２
次
産
業
が
中
心
で
あ
る
。
砺
波
市
の

９
０
６
億
円
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
内
１
５
自
治
体
中
４
自
治
体

に
お
い
て
域
外
か
ら
最
も
お
金
を
獲
得
し
て
い
る
の
が
電
気
機
械

で
県
内
経
済
に
お
け
る
存
在
感
は
大
き
い
。

地
区
別
で
見
る
と
富
山
地
区
内
３
自
治
体
で
化
学
が
首
位
に

な
っ
て
お
り
、
電
気
機
械
と
並
ん
で
当
該
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

産
業
と
な
っ
て
い
る
。

表6（2）　富山県内市町村の移輸出入収支額（下位5位） （単位：億円）

市町村名 1位 2位 3位 4位 5位

富山地区

富山市 建設業 -718 石油・石炭製品 -551 食料品 -544 卸売業 -410 対事業所サービス -247

滑川市 卸売業 -209 住宅賃貸業 -148 情報通信業 -104 鉄鋼 -101 対事業所サービス -75

上市町 住宅賃貸業 -111 卸売業 -96 情報通信業 -59 対個人サービス -49 対事業所サービス -38

立山町 住宅賃貸業 -115 卸売業 -95 公共サービス -85 情報通信業 -49 公務 -39

舟橋村 卸売業 -12 対事業所サービス -8 非鉄金属 -8 情報通信業 -7 窯業・土石製品 -7

新川地区

魚津市 住宅賃貸業 -186 卸売業 -147 情報通信業 -120 非鉄金属 -67 鉄鋼 -61

黒部市 卸売業 -259 住宅賃貸業 -257 鉄鋼 -191 情報通信業 -113 化学 -77

朝日町 住宅賃貸業 -52 卸売業 -37 情報通信業 -25 公務 -21 公共サービス -17

入善町 住宅賃貸業 -117 卸売業 -108 化学 -71 情報通信業 -54 公共サービス -49

高岡地区

高岡市 情報通信業 -344 食料品 -303 住宅賃貸業 -265 石油・石炭製品 -261 卸売業 -210

射水市 住宅賃貸業 -321 卸売業 -292 鉱業 -284 石油・石炭製品 -233 情報通信業 -215

氷見市 住宅賃貸業 -245 卸売業 -155 公共サービス -100 情報通信業 -92 石油・石炭製品 -64

砺波地区

砺波市 住宅賃貸業 -256 卸売業 -236 情報通信業 -127 化学 -76 対個人サービス -72

小矢部市 住宅賃貸業 -143 鉄鋼 -111 卸売業 -102 情報通信業 -68 石油・石炭製品 -36

南砺市 住宅賃貸業 -289 卸売業 -262 鉄鋼 -162 情報通信業 -123 公共サービス -120

北陸3県

富山県 卸売業 -2628 住宅賃貸業 -2303 石油・石炭製品 -1532 情報通信業 -1336 食料品 -1070

石川県 食料品 -2103 石油・石炭製品 -1927 情報通信業 -936 鉄鋼 -801 卸売業 -769

福井県 卸売業 -1755 石油・石炭製品 -1525 食料品 -1378 情報通信業 -1112 鉱業 -1065

東京都 東京都 食料品 -32252 公務 -16351 電気機械 -15500 公共サービス -12001 金属製品 -9365

東京都 東京23区 食料品 -31357 電気機械 -22353 輸送用機械 -14115 石油・石炭製品 -10198 その他の製造業 -8495

（出所）RESAS　地域経済循環マップのデータをもとに筆者作成
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１
．
高
岡
市
の
人
口
減
少
推
移

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
、
本
稿
を
考
え

る
上
で
の
高
岡
市
の
人
口
減
少
の
特
徴
を
整
理
す
る
と
、

① 

高
岡
市
の
人
口
（
図
１
）
は
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
以
降
減
少

を
続
け
、
出
生
数
（
図
２
）
は
減
少
傾
向
、
死
亡
者
数
（
図
２
）
は

増
加
傾
向
に
あ
る
ゆ
え
自
然
増
減
数
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
さ

ら
に
転
入
・
転
出
状
況
（
図
２
）
は
転
入
超
過
に
転
じ
た
も
の
の

ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、 

人
口
推
移
ト
レ
ン
ド
か
ら
安
易
に
人
口
増

加
は
望
め
な
い

② 

合
計
特
殊
出
生
率
（
図
３
）
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
人
口
維
持

に
必
要
な
合
計
特
殊
出
生
率
２
・
07
人
を
下
回
り
、
自
然
増
減

数
は
今
後
も
減
少
と
推
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
年
齢
階
級
別
純

移
動
数
（
図
４
）
に
お
い
て
25
〜
29
歳
代
（
図
中
は
20
〜
24
歳
↓
25
〜
29

歳
と
表
記
／
図
４Point1-1

） 

が
転
入
傾
向
を
示
す
も
の
の
、
20
〜
24

歳
代
（
図
中
は
15
〜
19
歳
↓
20
〜
24
歳
／
図
４Point1-2

）
に
お
け
る
市
外

流
出
数
が
大
き
く
上
回
り
、
さ
ら
に
30
〜
34
歳
代（
図
中
は
25
〜
29

歳
↓
30
〜
34
歳
／
図
４Point2

）
に
お
い
て
近
年
の
転
出
傾
向
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
重
要
な
子
育
て
世
代
の

減
少
が
続
く
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

の
２
点
で
あ
り
、
一
般
的
に
よ
く
指
摘
さ
れ
自
明
の
こ
と
で
は
あ

る
が
、
懸
念
す
べ
き
は
転
出
超
過
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
減
少

生産年齢人口 総人口老年人口 年少人口20

15

10

5

0

-5

-10

-15

-20

（％）

1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年
実績値 推計値

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

図1：高岡市 人口増減

【出典】　総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】　2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 25 年 3月公表）に基づく推計値。

人口増減率＝（Ａ－Ｂ）÷Ｂ
Ａ：表示年を指定するで指定した年の人口
Ｂ：Ａの 5年前の人口

【その他の留意点】＋
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人
口
減
少
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス  

新
た
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
移
住
・
定
住

―〝
日
本
一
小
さ
い
村
〞
舟
橋
村
を
実
験
場
に
〝
子
育
て
共
助
〞 

〝
C
S
V
〞
で
地
方
創
生
に
コ
ミ
ッ
ト
！
―

金
岡 

省
吾
・
藤
田 

敬
人

（
富
山
大
学
地
域
連
携
推
進
機
構
）
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A

吉
田 

昭
博
・
廣
瀬 

美
歩
・

中
井 

明
日
香

（
富
山
県
舟
橋
村
生
活
環
境
課
）

A
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我
が
国
の
人
口
は
、
厚
生
労
働
省
人
口
動
態
統
計 （
＊
１
）
に
よ

る
と
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
に
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
り
、

出
生
数
と
死
亡
数
の
差
で
あ
る
自
然
増
加
数
は
減
少
に
転
じ
、
そ

の
後
も
減
少
し
続
け
て
い
る
。
人
口
減
少
克
服
に
向
け
て
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
充
実
の
み
な
ら
ず
、「
新
た
な
地
域
づ

く
り
」
の
展
開
に
よ
り
、
出
生
率
向
上
、
子
育
て
層
の
移
住
に
結

び
つ
け
る
自
治
体
も
現
れ
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
が
大

き
く
変
化
す
る
な
か
、
本
稿
で
は
人
口
減
少
時
代
に
求
め
ら
れ
る

新
た
な
地
域
づ
く
り
と
は
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
、
既
往
報

告 （
＊
２
）、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
申
請
書
、
舟
橋
村
地
方
創
生

関
連
会
議
で
の
説
明
内
容 （
＊
３
）、
高
岡
市
と
展
開
す
る「
と
や
ま

呉
西
圏
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
」の
講
義
内
容 （
＊
４
）
な
ど
、
既

公
表
資
料
を
再
構
成
し
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
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を
い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
人
口
減
少
克
服
へ
の
鍵
で
あ
る
。

２
．
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
よ
る
人
口
減
少
の
歯
止
め

（
１
）
自
治
体
に
よ
る
子
育
て
共
助
の
取
り
組
み

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
向
け
、「
高
岡
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略 （
＊
５
）」で
は
、
目
標
人
口
を
２
０
６
０
年
に
１

２
５
，０
０
０
人
に
掲
げ
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
現
在
の
１
・
４

人
程
度
を
、
２
０
３
０
年
に
１
・
９
人
、
２
０
４
０
年
に
２
・
07

人
ま
で
引
き
上
げ
、
転
出
数
を
段
階
的
に
縮
小
し
、
２
０
２
０
年

に
は
転
入
・
転
出
を
均
衡
さ
せ
、
そ
の
後
、
政
策
努
力
に
よ
り
転

入
増
を
目
指
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
目
標
実
現
へ
の
４
つ
の
基
本

目
標
・
数
値
目
標
・
基
本
的
方
向
と
８
つ
の
キ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
設
定
さ
れ
、
子
育
て
層
に
対
し
て
は
、「
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
確
か

に
、
千
葉
県
流
山
市 （
＊
６
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
自
治
体
が

出
現
し
は
じ
め
て
お
り
、
政
策
努
力
の
継
続
に
よ
り
目
標
達
成
が

望
ま
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
お
い
て
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
見
据
え
た
動
き
が
、
各
地

で
展
開
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
出
生
率
の
高
い
自
治

1980年→1985年

1985年→1990年

1990年→1995年

1995年→2000年

2000年→2005年

2005年→2010年

1,000 

500 

0 

-500 

-1,000 
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5～9
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5～9
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14歳
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～19
歳

15～
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→20
～24
歳

20～
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→25
～29
歳

25～
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～34
歳

30～
34歳
→35
～39
歳

35～
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～44
歳

40～
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～49
歳

45～
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～54
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50～
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～59
歳

55～
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歳

60～
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～69
歳

65～
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～74
歳

70～
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～79
歳

75～
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～84
歳

80～
84歳
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～89
歳

85～
89歳
→90
歳～

図4：高岡市 年齢階級別純移動数の時系列分析

【出典】　総務省「国勢調査」、厚生労働省「都道府県別生命表」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成

リーサスから転用した図表に一部，筆者が加筆
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総人口（右軸） 出生数（左軸） 死亡数（左軸） 転入数（左軸） 転出数（左軸）6,500 
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（人） （人）
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実績値 推計値

図2：高岡市 出生数・死亡数／転入数・転出数数
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1.4 

1.2 

1.0 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0.0 

100,000 

90,000 

80,000 

70,000 

60,000 

50,000 

40,000 

30,000 

20,000 

10,000 

0 

人口（人）

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

実績値 推計値

合計特殊出生率 合計特殊出生率（左軸）

図3：高岡市 合計特殊出生率と人口推移

【出典】　総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」、総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数に関する調査」
【注記】　2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 25 年 3月公表）に基づく推計値。
　　　　人口増減率＝（Ａ－Ｂ）÷Ｂ
　　　　Ａ：表示年を指定するで指定した年の人口
　　　　Ｂ：Ａの 5年前の人口
　　　　2012 年までは年度データ、2013 年以降は年次データ。
【その他の留意点】＋

【出典】　総務省「国勢調査」、厚生労働省「人口動態調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
【注記】　2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究所」のデータ（平成 25 年 3月公表）に基づく推計値。
【その他の留意点】＋
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３
．
舟
橋
村
に
よ
る
子
育
て
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

 

―
地
方
の
壁
を
克
服
す
る
た
め
の
実
証
実
験
―

（
１
）
立
ち
は
だ
か
る
〝
地
方
の
壁
〞

首
都
圏
企
業
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ
く
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
子

育
て
共
助
の
実
現
に
よ
る
人
口
減
少
克
服
の
可
能
性
を
見
出
し
、

富
山
大
学
と
富
山
県
舟
橋
村
は
、
県
内
企
業
に
呼
び
か
け
、
２
０

１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
か
ら
産
学
官
金
言
に
よ
る
勉
強
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

し
か
し
、
実
施
手
法
、
県
内
ニ
ー
ズ
の
顕
在
化
、
投
資
リ
ス
ク

の
軽
減
な
ど
富
山
県
内
で
の
実
現
性
へ
の
課
題
が
顕
在
化
す
る
と

と
も
に
、
首
都
圏
企
業
で
は
調
査
研
究
サ
ー
ビ
ス
力
を
伴
う
商
品

企
画
力
を
発
揮
で
き
る
本
社
機
能
は
具
備
で
き
る
が
、
地
方
で
は

企
業
単
独
で
こ
の
機
能
を
組
織
化
で
き
ず
、
首
都
圏
企
業
と
富
山

県
内
企
業
の
格
差
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
首
都
圏
の
よ
う
な
民
間
企
業
単
独
に
よ
る
展
開
は
困

難
で
あ
り
、
地
方
の
特
性
を
踏
ま
え
、
推
進
に
向
け
た
基
盤
と
な

る
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
「
舟
橋
村
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
総
合
推
進
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
本
会
議
の
運
営
を
地
方
創
生

総
合
戦
略
に
組
み
込
ん
だ
。
当
該
会
議
は
、富
山
大
学
、民
間
研
究

機
関
、
県
内
民
間
企
業（
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
土
木
・
造
園
業
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

業
、
情
報
通
信
事
業
者
、
金
融
機
関
等
）
で
構
成
し
、
民
間
企
業
が
「
子
育

て
共
助
」
を
土
台
と
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
産
み
だ
し
、
い
ず

れ
そ
れ
ら
を
商
品
化
／
第
２
創
業
化
し
て
い
く
こ
と
で
企
業
の
生

き
残
り
を
図
り
、
雇
用
を
維
持
す
る
と
と
も
に
企
業
の
付
加
価
値

ア
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
雇
用
創
出
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
特

に
投
資
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、金
融
機
関
に
対
し
、新
た
な

国
土
形
成
計
画
や
金
融
庁
監
督
指
針
に
示
す
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
発
揮
と
と
も
に
、
資

金
供
給
者
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
に
資
す
る
金
融

商
品
の
商
品
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
働
き
か
け
て
い
る
。

（
２
）
舟
橋
村
の
人
口
増
加
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？

舟
橋
村
は
、
富
山
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
は
３
・

47
㎢
と
全
国
で
も
最
も
小
さ
い
自
治
体
で
あ
る
。
村
内
中
央
に
は

富
山
地
方
鉄
道
が
走
り
、
富
山
市
中
心
部
へ
約
15
分
で
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
か
ら
、
近
年

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
・
世
帯
数
と
も
大
幅
に
増
加
し
た
。

し
か
し
、
過
去
、
舟
橋
村
も
人
口
減
少
に
悩
ん
で
い
た
。
特
に
、

年
間
出
生
者
数
、
小
学
校
入
学
者
数
が
一
桁
に
転
じ
た
こ
と
が
村

存
亡
の
危
機
感
を
高
め
た
。
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）
に
宅
地
造
成
を
企
図
し
た
。
宅
地
造
成
開
始
当
時
の
舟

32

体
で
あ
る
長
野
県
下
條
村 （
＊
７
）
で
は
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
の

義
務
づ
け
や
地
域
住
民
相
互
の
子
育
て
支
援
を
行
う
共
助
機
能
を

形
成
す
る
こ
と
で
出
生
率
の
向
上
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、医
療
費
無
料
化
、保
育
料
の
無
料
化
、施
設
運
営
の

延
長
な
ど
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
重
要
で
あ
る
が
、
子

育
て
世
代
の
転
入
促
進
・
出
生
率
の
向
上
に
は
、
地
域
間
競
合
を

生
み
出
す
よ
う
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、

「
地
域
ぐ
る
み
（
住
民
協
力
）
で
子
育
て
支
援
を
行
う
共
助
体
制
の
強

化
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
子
育
て
共
助
の
取
り
組
み

さ
ら
に
首
都
圏
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
行
政
主
導
で
は

な
く
、
民
間
企
業
が
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を
行
う
地
域
共

助
の
醸
成
を
商
品
化
し
て
い
る
事
例
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
Ａ

県
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
形
式
で
優
先
交
渉
権
を
与
え
た
Ａ
社
で
は
、

子
育
て
世
代
対
象
の
造
成
地
に
子
供
見
守
り
へ
の
共
助
機
能
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
一
方
、
Ｂ
社
で
は
、
賃
貸
住
宅
の
商
品
開

発
と
し
て
、
子
育
て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
目
指
し
、
子
育

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
を
図
り
、
子
育
て
層
の
不
満
・
不
安
情
報
の

収
集
・
対
応
、
入
居
者
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
し
、
安
心
し
て
子
育
て

を
楽
し
め
る
住
ま
い
づ
く
り
へ
の
商
品
価
値
を
見
出
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
地
域
の
共
助
づ
く
り
に
民
間
企
業
が
参
入
す
る
事
例

が
顕
在
化
し
て
い
る
。

（
３
）
Ｃ
Ｓ
Ｖ
に
よ
る
新
た
な
地
域
づ
く
り

新
し
い
地
域
づ
く
り
の
概
念
は
、
国
土
形
成
計
画
２
０
０
８
年（
平

成
20
年
）
に
て
新
た
な
公
の
提
唱
を
契
機
に
、
地
方
創
生
２
０
１
４
年

（
平
成
26
年
）
や
第
２
次
国
土
形
成
計
画
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
て

示
さ
れ
た
、
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
起
業
増
加
町
の
形
成
、
小
さ

な
拠
点
形
成
に
よ
る
共
助
社
会
づ
く
り
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
な

か
で
も
、
企
業
収
益
と
地
域
の
課
題
解
決
を
同
時
に
実
現
す
る
Ｃ

Ｓ
Ｖ
（Creating Shared Value

：
共
通
価
値
の
創
造
）
は
、
新
た
な
地
域
づ

く
り
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
着
目
さ
れ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
首

都
圏
企
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
支
え
合
い
機
能
の
形
成
が

子
育
て
に
最
も
重
要
な
機
能
で
あ
る
と
判
断
し
、
住
宅
や
都
市
公

園
等
の
公
共
財
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
環
境
の
向
上
と
、
事
業

主
体
の
利
益
確
保
が
図
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、
つ
ま
り

民
間
参
入
に
よ
り
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を
行
う
共
助
体
制

を
強
化
す
る
と
い
っ
た
、
民
間
企
業
に
よ
る
商
品
企
画
化
が
現
実

の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
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図7：舟橋村の将来人口予測

図6：舟橋村の人口増の影響

34

3.47k

図5：舟橋村の宅地造成時の強み
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ム
を
発
足
さ
せ
、
先
駆
事
例
の
研
究
と
と
も
に
、
国
が
推
計
す
る

舟
橋
村
の
人
口
増
加
予
測
へ
の
疑
問
解
消
を
目
指
し
、
共
同
研
究

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
国
の
人
口
予
測
は
、
舟
橋
村
で
出
生
し
た

子
供
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世
帯
の
転
入
に
よ
り
増
え
た
子
供
数

も
算
入
し
て
い
た
た
め
、
実
際
の
数
値
よ
り
も
高
い
こ
と
が
判
明

し
、
舟
橋
村
は
将
来
人
口
（
図
７
）
が
減
少
す
る
と
独
自
推
計
し
た
。

舟
橋
村
は
、
子
育
て
世
代
は
流
入
増
加
し
た
が
、
出
生
率
は
上

が
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
共
助
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
例
で
は

出
生
率
が
上
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、こ
れ
か
ら
の
舟
橋
村
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
つ
な
が
り
と
い
っ
た
地
域
の
共
助
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
と
と
も
に
、「
２
（
２
）」
の
事
例
研

究
の
結
果
、
民
間
企
業
が
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
関
与
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
直
接
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

そ
こ
で
、
産
官
学
金
労
言
協
働
で
、
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
子
育
て
世
代
の
転
入
と
出
生
率
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
舟

橋
村
の
地
方
創
生
で
あ
る
と
結
論
（
図
８
）
づ
け
た
。

（
４
）
舟
橋
村
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

舟
橋
村
の
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
先
導
的
整
備
地

区
」
と
「
開
発
誘
導
地
区
」
を
設
定
し
、
モ
デ
ル
エ
リ
ア
（
図
９
）

図9：舟橋村が目指す地方創生のイメージ

36

橋
村
の
強
み
は
、
１
㎞
圏
内
に
役
場
、
小
学
校
、
保
育
所
、
駅
等

が
集
約
す
る
コ
ン
パ
ク
ト
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
富
山
市
に
隣

接
し
、
国
道
、
駅
、
高
速
道
路
へ
の
良
好
な
ア
ク
セ
ス
、
近
隣
地

域
に
比
べ
地
価
の
安
さ
な
ど
の
好
条
件
（
図
５
）
を
生
か
し
、
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
、世
帯
数
が
倍
増
し
た
。
人
口
増
に
よ
り
、

税
収
増
、
子
育
て
世
代
・
児
童
数
増
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
村
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果
が
顕
在
化
し
て
い
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
（
図
６
）
も
生
じ
て
い
た
。
例

え
ば
、
以
前
か
ら
の
居
住
者
と
、
転
入
し
て
き
た
新
住
民
と
の
間

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
で
き
ず
、
人
付
き
合
い
や
地
域
活
動
の

希
薄
化
な
ど
、
共
助
機
能
が
低
下
し
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

子
育
て
世
代
で
あ
る
30
〜
40
代
と
そ
の
子
供
で
あ
る
10
代
は
多
い

が
、
高
齢
者
が
少
な
い
と
い
う
歪
い
び
つ
な
年
齢
構
成
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
舟
橋
村
は
人
口
増
加
に
よ
り
、
地
価
下
落
は
緩
や
か
で
あ
っ

た
が
、
近
隣
地
域
の
地
価
下
落
は
大
き
く
、
舟
橋
村
の
地
価
は
割

高
感
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
民
間
に
よ
る
宅

地
供
給
が
減
退
し
始
め
て
い
た
。

（
３
）
人
口
減
少
克
服
へ
の
新
た
な
挑
戦

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）、
舟
橋
村
は
富
山
大
学
と
「
地
域
づ
く

り
に
お
け
る
協
定
書
」を
締
結
し
、人
口
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

図8：舟橋村の現状と地方創生の目標
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ン
ト
を
さ
ら
に
借
り
る
と
、

〝
舟
橋
村
の
子
育
て
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
に
取
り
組
む
賃
貸
住
宅
業
、
造
園
業
な
ど
の
建
設

業
者
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
め
ば
、
着
工
住
宅

数
や
必
要
と
な
る
緑
地
面
積
は
必
ず
減
少
す
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
仕
事
は
必
ず
減
っ
て
い
く
。
舟
橋
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
り
組
み
は
ま
だ
実
践
中
だ
が
、
こ
れ
が
「
実
績
」「
成

果
」
と
し
て
目
に
見
え
る
も
の
に
な
れ
ば
、
賃
貸
住
宅
業
や

造
園
業
を
は
じ
め
、「
人
口
減
少
を
歯
止
め
す
る
こ
と
が
で
き

る
○
○
業
者
な
ら
、
力
を
貸
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
考
え
る

行
政
、自
治
会
等
が
必
ず
出
て
く
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、同

じ
よ
う
な
地
域
課
題
を
抱
え
た
と
こ
ろ
は
決
し
て
少
な
く
な

い
。
そ
の
よ
う
な
必
要
と
さ
れ
る
賃
貸
住
宅
業
、
造
園
業
を

目
指
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
夢
見
て
、
造

園
施
工
の
若
手
企
業
と
役
場
職
員
は
日
々
研
鑽
し
て
い
る
。〞

と
説
明
し
て
い
た
。
人
口
減
少
対
策
・
地
方
創
生
に
は
、「
子
育

て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
存
在
す

る
。
こ
の
有
効
性
に
い
ち
早
く
気
づ
き
活
動
し
て
い
る
首
都
圏
企

業
の
動
き
に
遅
れ
ず
に
、
地
方
で
も
積
極
的
に
、
人
口
減
少
を
歯

止
め
す
る
こ
と
が
で
き
る
○
○
業
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
の
だ
が
、
地
方
の
壁
が
存
在
し
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
、
舟
橋
村
の
挑
戦
で
は
、「
子
育
て
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
と
判
断
す
る
ロ
ー
カ
ル

企
業
が
出
現
し
は
じ
め
て
お
り
、
大
手
企
業
だ
け
が
こ
の
有
効
性

に
気
づ
き
取
り
組
み
始
め
て
い
る
時
代
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
舟
橋
村
の
取
り
組
み
は
、
２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）
に
は
地
元

の
金
融
機
関
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
造
園
業
な
ど
の
10
数
名
の
取

り
組
み
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）
の
現
在
で

は
、
首
都
圏
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
会
計
事
務
所
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
な

ど
が
参
加
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い
っ
た
新
た
な
公
民
連
携
手

法
を
模
索
し
、
60
名
を
超
え
る
参
加
者
に
よ
り
事
業
展
開
が
な
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
内
容
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
高
岡
市
が
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
呉
西
地
区
へ
と
活

動
を
広
げ
た
「
と
や
ま
呉
西
圏
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
」
の
講

義
内
容
の
１
部
で
あ
る
。
当
該
研
究
所
か
ら
は
高
齢
化
を
見
据
え

た
事
業
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
Ｃ
Ｓ
Ｖ
が
稼
働
し
始
め
て
お
り
、

今
後
、
新
た
な
領
域
と
し
て
子
育
て
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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と
し
て
「
先
導
的
整
備
地
区
」
に
は
①
子
育
て
支
援
賃
貸
住
宅
、

②
京
坪
川
河
川
公
園
（
拡
張
）、
③
認
定
こ
ど
も
園
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
区
画
を
結
び
つ
け
る
４
つ
の
通
り
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
通
り
、
子
育
て

コ
モ
ン
通
り
、
公
園
通
り
、
保
育
園
通
り
）
と
１
つ
の
広
場
（
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク

ル
広
場
）
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
さ
ら
に
「
開
発
誘
導
地
区
」
は
子

育
て
支
援
賃
貸
住
宅
か
ら
の
住
み
替
え
を
企
図
す
る
た
め
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
賃
貸
住
宅
は
、
入
居
者

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
つ
な
が
り
を
形
成
し
、
安
心
感
を
体
感

し
て
も
ら
い
、
舟
橋
村
に
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
な
が
る
子
育
て
共
助
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

開
発
・
社
会
実
験
を
行
う
一
方
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し

多
分
野
で
の
新
た
な
Ｃ
Ｓ
Ｖ
創
出
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、造
園
業
者
が
公
園

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
公
園
運
営
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
と
い
う
〝
新

し
い
仕
事
づ
く
り
〞
に
挑
戦
し
、
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
公

園
を
、
た
く
さ
ん
の
人
が
使
い
こ
な
し
遊
び
込
ん
で
も
ら
え
る
、

住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
公
園
へ
と
姿
を
変
え
、公
園
に
人
が
集
い
、

そ
の
人
た
ち
が
繋
が
り
合
い
、
輪
が
生
ま
れ
る
と
い
っ
た
、
公
園

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
核
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

４
．
お
わ
り
に

舟
橋
村
地
方
創
生
関
連
会
議 （
＊
４
）
に
て
舟
橋
村
職
員
が
次
の

よ
う
な
興
味
深
い
説
明
を
し
て
い
た
。

〝
舟
橋
村
の
子
育
て
共
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
子
育
て

賃
貸
住
宅
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
、
①
こ
の
保
育
園

が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
、
②
こ
の
公
園
が
あ
る
か
ら

こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
「
失
敗
」
だ

と
、
役
場
職
員
は
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。
確
か
に
、
理
想
で

は
あ
る
け
れ
ど
、「
こ
の
公
園
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た

い
」
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
生
じ
る
の
か
〞
と
役
場
職
員
は

半
信
半
疑
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。〝
し
か
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
遊
び
に
来
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
舟
橋
村
に
住
む

こ
と
を
検
討
し
、
マ
マ
友
を
対
象
に
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
マ

マ
は
一
人
や
二
人
で
は
な
い
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、「
こ
の
支
援

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
」
を
実
現
し
か
け

て
お
り
、「
こ
の
賃
貸
住
宅
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
公
園
が
あ
る

か
ら
こ
こ
に
住
み
た
い
」
も
、
決
し
て
机
上
の
空
論
で
は
な

い
の
だ
〞

と
役
場
職
員
が
実
感
し
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の
役
場
職
員
の
コ
メ
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40

【
註
釈
】

＊
１ 

人
口
動
態
統
計
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
<http://w

w
w
8.cao.go.jp/survey/h18/h18-sizen/index.htm

l>

、 

２
０
１
７
年
９
月
４
日
更
新
、 

２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
２ 
一
般
社
団
法
人 

公
園
緑
地
協
会 

機
関
誌
「
公
園
緑
地
」
77 

巻
５ 

号
「
ま
ち
・

み
ど
り
の
話
題
２
」
58‒

59
頁
（
平
成
29
年
３
月
発
行
）

＊
３ 

２
０
１
７
年
10
月
31
日
（
舟
橋
会
館
２
階
研
修
室
）
に
て
開
催
さ
れ
た
、
舟
橋

村
子
育
て
支
援
賃
貸
住
宅
等
整
備
事
業
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
要
項
等
現
地
説

明
会
「
造
園
業
者
に
よ
る
活
動
報
告
」：
舟
橋
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
と
当
日

の
説
明
資
料

 
http://funahashi-sosei.com

/29_project/project.htm
l

 

２
０
１
７
年
12
月
20
日
更
新
、 

２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
４ 

と
や
ま
呉
西
圏
域
共
創
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
：
富
山
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
http://service.ls-a.net/~dem

o/nsft/2017takaoka/index.htm
l

 

２
０
１
７
年
10
月
26
日
更
新
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
５ 

「
未
来
高
岡
」
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
：
高
岡
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
https://w

w
w
.city.takaoka.toyam

a.jp/keiei/shise/sesakukeikaku/

sougousennryakusakutei.htm
l

 

２
０
１
７
年 

１
月
４
日
更
新
、 

２
０
１
７
年
１
月
11
日
参
照

＊
６ 

人
口
増
加
の
秘
密
〜
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
〜
（
流
山
市
）：
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
https://w

w
w
.pref.chiba.lg.jp/shichou/gyousei/gyouseikaikaku/

nagareyam
a2.htm

l

 

２
０
１
７
年
９
年
29
日
更
新
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照

＊
７ 

出
生
率
を
伸
ば
し
た
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
／
全
国
町
村
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
http://w

w
w
.zck.or.jp/forum

/forum
/2575/2575.htm

 

２
０
０
６
年
10
月
２
日
掲
載
、
２
０
１
７
年
12
月
25
日
参
照
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輪島における漆器業従事者の移住定住43

時
系
列
で
み
た
と
き
、
Ⅰ
．
１
９
６
０
年
頃
か
ら
１
９
８
０
年

頃
、
Ⅱ
．
１
９
８
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
頃
、
Ⅲ
．
２
０
０
０

年
頃
か
ら
現
在
、
の
３
つ
の
タ
ー
ム
が
考
え
ら
れ
る（
図
表
１
）。
か

な
り
大
雑
把
な
整
理
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
る
。

Ⅰ
の
タ
ー
ム
は
、
１
９
６
０
年
頃
か
ら
１
９
８
０
年
頃
に
か
け

て
農
村
部
か
ら
大
都
市
部
へ
移
住
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
１
９

５
０
年
代
以
降
高
度
経
済
成
長
が
進
む
と
と
も
に
、
農
業
の
技
術

革
新
に
よ
っ
て
１
次
産
業
か
ら
２
次
、
３
次
産
業
に
人
員
が
シ
フ

ト
し
、
農
村
か
ら
大
都
市
へ
の
移
住
が
始
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
集

団
就
職
の
時
代
で
あ
る
。

Ⅱ
の
タ
ー
ム
は
、
１
９
８
０
年
頃
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て

地
方
都
市
か
ら
大
都
市
へ
移
住
が
進
ん
だ
時
代
で
あ
る
。
１
９
７

７
年
（
昭
和
52
年
）
に
策
定
さ
れ
た
「
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」

に
は「
定
住
構
想
」と
い
う
概
念
が
織
り
込
ま
れ
、
１
９
８
０
年
代

以
降
、
都
市
の
過
密
を
地
方
に
分
散
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
お
題
目
で
お
わ
っ
た
。
人
口
の
移
動
が
、
農
村
の
み
な

ら
ず
地
方
都
市
か
ら
の
大
都
市
部
へ
の
移
動
が
進
ん
だ
時
期
で
も

あ
る
。
一
方
で
都
市
居
住
者
の
移
住
願
望
が
顕
在
化
し
、
農
村
回

帰
志
向
の
萌
芽
期
で
も
あ
っ
た
。

Ⅲ
の
タ
ー
ム
は
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
現
在
に
か
け
て
大
都
市

部
か
ら
地
方
都
市
・
農
村
部
へ
の
移
住
を
志
向
す
る
時
代
で
あ

る
。
前
述
の
と
お
り
、
地
方
圏
か
ら
東
京
圏
へ
の
転
出
超
過
は
続

い
て
い
る
も
の
の
、
一
部
で
農
村
回
帰
の
具
体
的
行
動
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
大
都
市
で
の
生
活
を
否
定
し
、
農
村
な
ど
で
の
生
活
を

志
向
す
る
人
が
行
動
に
移
し
た
。
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
３
月
、

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
過
疎
対
策
室
に
よ
る
「『
田
園
回

図表1：移住定住に関する3つのターム

ターム Ｉ Ⅱ Ⅲ

年　　代
1960年頃～
1980年頃

1980年頃～
2000年頃

2000年頃～
現在

トレンド
農村から
大都市へ

地方都市から
大都市へ

大都市から
地方都市・農村

キーワード
高度経済成長、
集団就職

リゾート開発、
定住構想、
農村指向の萌芽

農村回帰の
本格化

 著者作成
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輪
島
に
お
け
る
漆
器
業
従
事
者
の
移
住
定
住

安
嶋 

是
晴

Y
U

KIH
A

R
U
 YA

SU
JIM

A
 

１
．
は
じ
め
に

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）、
人
口
減
少
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
日

本
創
成
会
議
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
地
方
消
滅
と
い
う
危
機
感
を
あ
お

る
こ
と
で
地
方
都
市
の
人
口
増
加
を
促
し
た
。
現
在
す
べ
て
の
自

治
体
が
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
地
方
版
総
合
戦
略
で
数
値
目

標
を
設
定
し
、
移
住
定
住
な
ど
の
人
口
増
加
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。こ

の
よ
う
に
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
移
住
定
住
策
は
、
過
疎
地

域
で
は
か
な
り
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
１
９
７
０
年（
昭
和

45
年
）
の
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
制
定
以
降
、
高
度
経
済
成
長

期
に
顕
在
化
し
た
過
疎
問
題
に
対
し
持
続
的
な
対
応
策
を
講
じ
て

き
た
が
、
そ
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

今
回
取
り
上
げ
る
輪
島
市
は
、
過
疎
化
で
地
元
人
材
が
流
出
す

る
な
か
、
不
足
す
る
漆
器
業
従
事
者
を
市
外
の
外
部
人
材
で
補
っ

て
き
た
地
域
で
あ
り
、
対
象
を
絞
っ
た
人
材
の
移
住
定
住
に
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
な
ぜ
外
部
の
人
を
引
き
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
定
住
に
至
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
施
策
が
効
果
を
生
ん
で
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
事
実

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
伝
統
的
産
地
の
み
な
ら
ず
、
対
象
を

絞
っ
た
人
材
の
移
住
定
住
に
取
り
組
む
地
域
に
参
考
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
ず
は
移
住
定
住
の
歴
史
的
変
遷
を
概
観
し
、そ
の
後
、

輪
島
で
の
移
住
定
住
策
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

２
．
移
住
定
住
の
変
遷
と
傾
向

ま
ず
は
国
内
に
お
け
る
移
住
定
住
の
歴
史
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
前
述
の
と
お
り
過
疎
地
域
で
の
移
住
定
住
策
は
50
年
近
く
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
が
取
り
組
ま
れ
た
の

は
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

の
住
民
基
本
台
帳
で
は
、
い
ま
だ
地
方
圏
か
ら
東
京
圏
へ
の
転
出

超
過
は
年
間
10
万
人
超
と
な
っ
て
お
り
、
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
移
住
定
住
に
つ
い
て
の
歴
史
的
変
遷
と
特
徴
を

み
て
み
る
。
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輪島における漆器業従事者の移住定住45

伝
統
産
業
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
新
素
材
の
登
場
で
衰
退
が
著

し
く
な
る
中
で
、
輪
島
漆
器
産
地
は
パ
ネ
ル
や
座
卓
な
ど
の
新
た

な
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
で
生
産
額
を
拡
大
し
続
け
た
。
１
９
７

５
年（
昭
和
50
年
）
に
は
１
０
０
億
円
だ
っ
た
生
産
額
は
、
１
９
８
１

年（
昭
和
56
年
）
に
は
１
５
５
億
円
を
記
録
し
、
そ
の
後
一
旦
減
少
し

て
１
４
０
億
円
程
度
で
推
移
し
た
が
、
バ
ブ
ル
期
の
１
９
９
１
年

（
平
成
３
年
）
に
は
１
８
０
億
円
を
記
録
し
た
。
し
か
し
バ
ブ
ル
崩
壊

で
減
少
に
転
じ
る
。
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝

の
連
続
ド
ラ
マ
の
「
ま
れ
」
の
効
果
で
、
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）

に
42
億
円
と
若
干
上
昇
に
転
じ
た
が
、
基
本
的
に
衰
退
傾
向
は
変

わ
ら
な
い
。

次
に
漆
器
産
業
の
従
事
者
に
つ
い
て
も
み
て
み
る
。
１
９
８
０

年
（
昭
和
55
年
）
に
２
，５
５
０
人
の
従
事
者
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
１

９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
に
は
２
，８
９
３
人
と
な
っ
た
（
図
表
４
）。
し

か
し
、
２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）
に
は
１
，３
７
８
人
と
半
減
し
た
。

つ
ま
り
バ
ブ
ル
期
の
ピ
ー
ク
に
向
け
て
生
産
額
が
２
倍
近
く
増
加

し
た
が
、
従
事
者
数
は
２
割
し
か
増
加
せ
ず
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に

生
産
額
が
８
割
近
く
減
少
し
た
が
、
従
事
者
数
は
５
割
程
度
し
か

減
少
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
漆
器
産
業
全
体
の
従
事
者
数
の
推
移

は
、
生
産
額
ほ
ど
急
激
で
は
な
い
。
輪
島
漆
器
産
地
の
生
産
額
の

変
化
は
、
手
工
業
中
心
の
従
事
者
の
労
力
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
て

平成28年度版輪島市統計書より

図表3：輪島漆器生産額の推移
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44

帰
』
に
関
す
る
調
査
研
究
中
間
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
移
住
定
住

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
在
住
者
の
約
４
割
、
特
に
10
代
、
20
代
男

女
の
47
％
、
50
代
男
性
の
51
％
が
地
方
へ
の
移
住
を
検
討
し
た
い

と
回
答
し
て
い
る
。
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
な
ど
を
背
景
に
、
農

村
回
帰
の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
国
も
移
住
定
住
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
の
開
設
や
移
住
説
明
会
・
交
流
会
の
開
催
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
構
築
を
進
め
る
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
移
住
定
住

策
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

３
．
輪
島
市
の
概
要

輪
島
の
漆
器
業
従
事
者
の
移
住
定
住
の
本
題
の
前
に
、
ま
ず
輪

島
市
の
概
要
を
み
て
み
る
。
ま
ず
は
人
口
の
変
化
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
（
図
表
２
）。
輪
島
市
の
人
口
は
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
の

国
勢
調
査
値
に
よ
る
と
２
７
，２
１
６
人
で
あ
る
。
う
ち
年
少
人

口
が
２
，２
８
３
人
、
生
産
年
齢
人
口
が
１
３
，１
９
８
人
、
老
年

人
口
が
１
１
，７
１
５
人
で
あ
っ
た
。
２
０
２
０
年
の
推
計
値
に

よ
る
と
生
産
年
齢
人
口
１
１
，２
２
９
人
、
老
年
人
口
１
１
，２
７

９
人
と
逆
転
し
、
そ
の
後
ほ
ぼ
同
じ
比
率
で
減
少
し
て
い
く
見
込

み
で
あ
る
。
人
口
減
少
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
漆
器
産
業
の
現
状
は
ど
う
か
。
高
度
経
済
成
長
期
に

は
、
生
産
額
は
右
肩
上
が
り
に
成
長
を
続
け
た（
図
表
３
）。
多
く
の

総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
※ 2015 年までは「国勢調査」のデータに基づく実績値、2020 年以降は「国立社会保障・人口問題研究
所」のデータ（平成25年3月公表）に基づく推計値。

図表2：輪島市人口推移

0
5000

10000
15000
20000
25000
30000
35000
40000
45000
50000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040

2015  
27,216  

  2,283  
13,198  

           11,715  

XMFRemote_(81018)211829_「都萬麻Ⅱ」vol.1 本文-pj342(83343) 

 

(X4_右見開き) 

 

23 

 

折 

 

2018/03/27 14:04:29

 

45 44



輪島における漆器業従事者の移住定住47

を
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
ま
た
移
住
定
住
を
主
た
る
目
的

と
し
な
い
施
策
も
含
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
漆
器
業
に
従
事
を
希

望
す
る
人
が
定
住
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
の
施
策
は
、
①
移
住
奨
励
金
、
②
住
居
支
援
、
③
教

育
シ
ス
テ
ム
、
④
雇
用
促
進
策
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的

な
内
容
と
効
果
、
課
題
を
説
明
す
る
。

①
移
住
奨
励
金

ま
ず
は
移
住
奨
励
金
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
。
18
歳
以
上
60
歳

未
満
の
方
で
、
こ
れ
ま
で
輪
島
市
に
住
民
登
録
を
し
た
こ
と
が
な

く
、
転
入
後
１
年
以
内
に
就
業
し
、
就
業
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

人
に
対
し
て
30
万
円
（
家
族
が
あ
る
場
合
は
２
人
目
20
万
円
、
３
人
目
か
ら
１

人
あ
た
り
10
万
円
を
加
算
）
を
支
給
し
て
い
る
。
以
前
は
10
万
円
だ
っ
た

が
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
10
月
に
改
定
さ
れ
た
。
他
市
町
の

奨
励
金
と
比
べ
て
極
め
て
高
い
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
移
住
者
希

望
者
の
う
ち
、
す
ぐ
に
漆
器
業
に
従
事
を
す
る
人
に
は
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
な
る
が
、
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
を
経
て
就
職
す
る
場

合
は
対
象
に
な
ら
な
い
。

②
住
宅
支
援

住
宅
支
援
に
つ
い
て
は
、
移
住
者
に
対
し
て
は
、
家
賃
の
２
分

図表5：漆器事業者の代表者年齢

1991年 2013年

40代以下 28.7％ 6.1％

60代以上 46.0％ 65.0％

金沢大学、輪島市、輪島漆器商工業協同組合（2015）
「輪島塗漆器産地調査報告書」より

図表6：世代別従事者数の変化

20代
以下

30代 40代 50代 60代
70代
以上

パート 合計

1991年
245人 356人 342人 232人 123人 55人 25人 1378人

17.7％ 25.8％ 24.8％ 16.8％ 8.9％ 4.0％ 1.8％

2013年
11人 25人 53人 95人 62人 37人 13人 296人

3.7％ 8.4％ 17.9％ 32.1％ 20.9％ 12.5％ 4.4％

金沢大学、輪島市、輪島漆器商工業協同組合（2015）「輪島塗漆器産地調査報告書」より

46

い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
従
事
者
数
の
変
化
に
加
え
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
従

事
者
の
代
謝
の
実
態
で
あ
る
。
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
と
２
０

１
３
年
（
平
成
25
年
）
の
漆
器
事
業
者
の
代
表
者
年
齢
を
比
較
し
て

み
る
と
、
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る（
図
表
５
）。
１
９
９
１
年
に
は

40
代
以
下
が
28
・
７
％
だ
っ
た
が
、
２
０
１
３
年
に
は
６
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。
世
代
交
代
が
順
調
に
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
世
代
別
従
業
員
数
の
変
化
を
み
て
み
る
（
図
表
６
）。
１
９

９
１
年
に
は
輪
島
漆
器
産
地
は
若
年
層
の
厚
さ
が
強
み
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
20
年
間
、
若
手
の
新
規
就
業
が
進
ま
な
か
っ
た
結

果
、
７
割
を
占
め
た
50
歳
未
満
の
従
事
者
数
が
、
２
０
１
３
年
は

３
割
と
な
っ
た
。
若
年
層
の
新
規
就
業
の
不
足
は
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
地
元
就
業
者
が
増
え
な
い
中
で
漆
器
業
に
興
味
を
持
つ
外

部
人
材
に
期
待
が
集
ま
る
の
で
あ
る
。

４
．
漆
器
業
従
事
希
望
者
へ
の
対
応

そ
れ
で
は
本
題
の
輪
島
漆
器
業
に
従
事
を
希
望
す
る
人
へ
の
移

住
定
住
策
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
施
策
を

中
心
に
説
明
す
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
移
住
定
住
策
は
、
漆
器
業
に
従
事
を
希
望
す

る
人
材
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
施
策
は
、
漆
器
業
の
人
材

平成28年度版輪島市統計書より

図表4：輪島漆器関連従事者数の推移
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輪島における漆器業従事者の移住定住49

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表7：過去50年間の特別研修課程出身地（全299名）

輪島市内，23

石川県内，47

九州，11

四国，6

中国，9

近畿，40
中部，56

関東，73

東北，20

北海道，3 海外，11

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表9：過去10年の普通研修課程出身地（全100名）

輪島市内，9

石川県内，8

九州，5

四国，1

中国，4

近畿，18
中部，20

関東，21

東北，12
海外，2

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表11：過去10年間の普通研修課程　卒業後進路（全100名）

漆器関係職，46

作家活動，23

他産業，16

その他，10

不明，5

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表8：過去50年間の普通研修課程出身地（全503名）

輪島市内
221

石川県内，49九州，15
四国，4

中国，12

近畿，35
中部，60

関東，68

東北，29
北海道，3 海外，7

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表10：過去10年間の特別研修課程出身地（全95名）

輪島市内，6

石川県内，9

九州，5

四国，3

中国，3

近畿，15

中部，19

関東，25

東北，3

北海道，2
海外，5

輪島漆芸技術研修所（2017）「50年のあゆみ展」より

図表12：過去10年間の特別研修課程　卒業後進路（全95名）

普通課進学，63漆器関係職，11

作家活動，4

他産業，9

その他，5 不明，3

48

の
１
を
12
カ
月
間
、
上
限
１
か
月
あ
た
り
２
万
円
を
補
助
す
る
制

度
が
あ
る
。

ま
た
住
宅
確
保
に
つ
い
て
も
支
援
が
あ
る
。
新
築
の
場
合
は
購

入
価
格
の
10
分
の
１
（
上
限
70
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
地
元
産
材
使

用
の
場
合
30
万
円
が
加
算
さ
れ
る
。
中
古
の
物
件
で
10
分
の
１
（
上

限
50
万
円
）
が
支
給
さ
れ
、
増
築
の
た
め
地
元
産
材
使
用
し
た
場
合

10
万
円
が
加
算
さ
れ
る
。
中
古
物
件
の
改
修
も
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
50
万
円
）
が
支
給
さ
れ
る
。

ま
た
空
き
家
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
登
録
数
が
少
な
く
、
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）
12
月
現
在
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
件
数
は
38
件
と
実
効
性
は
高
く
な
い
。

特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
か

ら
移
住
者
や
研
修
所
の
学
生
の
た
め
の
住
宅
支
援
制
度
を
設
け
て

い
る
。
古
く
な
っ
た
公
営
住
宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
「
輪
島
市

移
住
促
進
住
宅
」
と
い
う
名
目
で
住
宅
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
写

真
１
）。
６
戸
（
各
戸
３
部
屋
）
で
最
大
18
名
の
入
居
が
可
能
で
あ
る
。

キ
ッ
チ
ン
、風
呂
、ト
イ
レ
は
共
同
の
シ
ェ
ア
ル
ー
ム
形
式
で
、１

戸
を
１
人
で
利
用
し
た
場
合
は
３
３
，０
０
０
円
／
人
だ
が
、
１

戸
２
名
な
ら
１
６
，５
０
０
円
／
人
、
１
戸
３
人
な
ら
１
１
，０
０

０
円
／
人
と
破
格
の
金
額
設
定
で
、
入
居
期
間
も
３
年
間
と
な
っ

て
い
る
。

③
教
育
シ
ス
テ
ム

漆
器
に
関
す
る
技
術

習
得
の
た
め
の
教
育
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
外
部

か
ら
の
輪
島
漆
器
業
従

事
者
へ
の
流
入
経
路
で

は
、
輪
島
漆
芸
技
術
研

修
所
が
重
要
な
役
割
を

担
う
。
そ
こ
で
輪
島
漆

芸
技
術
研
修
所
と
は
ど

う
い
う
施
設
な
の
か
説

明
を
加
え
る
。

輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
は
、
１
９
６
７
年（
昭
和
42
年
）
に
、
高
度

な
漆
工
芸
の
技
術
の
保
存
と
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
研
修
機
関
で
あ
る（
写
真
２
）。
設
立
か
ら
50
年
が
経
過
し
、
延
べ

８
２
１
名
の
卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
る
。
研
修
所
内
に
は
高
い
専

門
性
の
修
得
を
目
指
す
普
通
研
修
課
程
（
３
年
）
と
、
基
礎
的
な
こ

と
を
学
び
、
普
通
研
修
課
程
へ
の
進
学
を
目
指
す
特
別
研
修
課
程

（
２
年
）
の
２
つ
の
課
程
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
研
修
費
用
は
受
験

料
、
入
学
金
、
授
業
料
、
材
料
費
は
い
ず
れ
も
無
料
で
、
個
人
の

道
具
に
か
か
る
負
担
が
13
〜
18
万
円
程
度
か
か
る
の
み
で
あ
る
。 写真1：輪島市移住促進住宅
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輪島における漆器業従事者の移住定住51

④
雇
用
促
進
策

雇
用
促
進
策
に
つ
い
て
は
、
輪
島
塗
技
術
後
継
者
奨
励
金
と
い

う
制
度
が
あ
る
。
輪
島
塗
技
術
後
継
者
奨
励
金
は
、
漆
器
業
の
新

規
就
業
者
を
雇
っ
た
場
合
、
雇
用
し
た
事
業
者
が
月
５
万
円
の
最

大
３
年
間
支
給
を
受
け
る
制
度
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
度
（
平
成
12

年
度
）
か
ら
２
０
０
６
年
度
（
平
成
18
年
度
）（
支
給
期
間
は
２
０
０
８
年
度

（
平
成
20
年
度
）
ま
で
）
に
実
施
さ
れ
た
。
過
去
の
支
給
者
の
２
０
１

６
年
（
平
成
28
年
５
月
）
現
在
の
実
態
は
図
表
13
の
と
お
り
で
あ
る
。

支
援
を
行
っ
た
９
年
間
、
対
象
者
は
30
名
で
、
現
在
も
輪
島
市

内
の
漆
器
事
業
者
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
し
て
活
動
）
し
て
い
る
の
が
11

名
、
輪
島
市
外
の
漆
器
事
業
者
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
し
て
活
動
）
し
て

い
る
の
が
６
名
お
り
、
過
半
数
は
今
も
漆
器
業
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
離
職
し
た
人
も
13
名
い
る
が
、
２
０
０

３
年
度
（
平
成
15
年
度
）
以
降
の
支
給
者
７
名
は
す
べ
て
継
続
し
て
い

る
。ま

た
支
給
し
た
30
名
の
う
ち
輪
島
出
身
者
が
13
名
、
輪
島
以
外

が
17
名
と
な
っ
て
い
る
。
市
外
出
身
者
の
17
名
の
う
ち
、
輪
島
市

内
で
漆
器
業
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
）
を
継
続
し
て
い
る
の
は
２
名
、

市
外
で
漆
器
業
に
従
事
（
ま
た
は
独
立
）
し
て
い
る
の
は
６
名
、
離

職
し
た
の
が
９
名
と
な
っ
て
い
る
。
輪
島
市
外
に
流
出
し
て
い
る

図表13：輪島塗技術後継者奨励金　支給者の現状（平成28年5月現在）

開始年 出　身 人　数
現在の状況

輪島就業 市外就業 離　職

2000年度
（12年度）

輪　　島 2 1 0 1

輪島以外 4 0 0 4

2001年度
（13年度）

輪　　島 3 2 0 1

輪島以外 3 0 1 2

2002年度
（14年度）

輪　　島 1 0 0 1

輪島以外 2 0 0 2

2003年度
（15年度）

輪　　島 3 2 0 1

輪島以外 5 1 3 1

2005年度
（17年度）

輪　　島 1 1 0 0

輪島以外 2 0 2 0

2006年度
（18年度）

輪　　島 3 3 0 0

輪島以外 1 1 0 0

合　計

輪　　島 13 9 0 4

輪島以外 17 2 6 9

計 30 11 6 13

輪島市漆器商工業課資料およびヒアリングに基づき作成

50

卒
業
生
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
過
去
50
年
間
の
普
通

研
修
生
の
市
外
出
身
者
は
過
半
数
、
特
別
研
修
生
の
場
合
75
％
と

な
っ
て
い
る
（
図
表
７
、
８
）。
過
去
10
年
間
の
状
況
で
は
、
普
通
研

修
生
、
特
別
研
修
生
の
市
外
出
身
者
は
90
％
を
超
え
て
い
る（
図
表

９
、
10
）。
さ
ら
に
過
去
10
年
間
の
卒
業
後
の
進
路
は
、
普
通
研
修

生
の
50
％
が
漆
芸
関
係
職
、
23
％
が
作
家
活
動
と
約
７
割
の
69
名

が
漆
器
業
に
従
事
し
て
い
る
（
図
表
11
、
12
）。
輪
島
市
役
所
の
細
川

氏
に
よ
る
と
、
そ
の
全
体
の
２
割
程
度
が
輪
島
に
留
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。
そ
う
な
る
と
こ
こ
10
年
に
約
15
人
程
度
が
輪
島
産
地
に

就
業（
一
部
独
立
）
し
た
こ
と
に
な
り
、
産
地
と
し
て
は
重
要
な
人
材

供
給
源
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
研
修
所
を
卒
業
し
て
も
輪
島
で

就
職
す
る
こ
と
は
厳
し
い
。
現
状
の
輪
島
の
漆
器
事
業
者
は
、
新

た
な
雇
用
を
生
み
出
す
力
を
失
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
希
望
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
先
日
、
研
修
所
在
校
生
10
名
と
意
見
交
換
を
す
る
機
会
を

持
っ
た
。
そ
の
際
、出
身
校
を
聞
く
と
ほ
ぼ
全
員
が
大
学
卒
で
、美

術
、工
芸
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
出
身
者
が
大
半
で
あ
っ
た
。
漆
器
に

関
す
る
作
家
ま
た
は
職
人
を
希
望
し
、
研
修
所
入
学
前
に
あ
る
程

度
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
材
が
入
学
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
う
し
た
人
材
を
産
地
に
と
ど
め
る
施
策
は
重
要
だ
ろ
う
。

写真2：輪島漆芸技術研修所
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輪島における漆器業従事者の移住定住53

で
は
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に
策
定
し
た
「
輪
島
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

が
明
言
し
て
お
り
、観
光
や
地
域
づ
く
り
分
野
で
実
績
が
あ
る
が
、

漆
器
業
で
の
実
績
は
ま
だ
な
い
。
輪
島
市
役
所
漆
器
商
工
業
課
の

細
川
氏
に
よ
る
と
、
現
在
木
地
師
や
漆
掻
き
職
人
、
漆
の
植
栽
な

ど
不
足
業
種
の
人
員
と
し
て
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
積
極
的
に
導
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

６
．
お
わ
り
に

今
、
輪
島
を
代
表
す
る
二
人
の
漆
芸
作
家
の
ス
ザ
ー
ン
・
ロ
ス

氏
と
赤
木
明
登
氏
は
市
外
か
ら
来
た
移
住
者
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

出
身
の
ス
ザ
ー
ン
・
ロ
ス
氏
は
漆
に
魅
せ
ら
れ
て
１
９
８
４
年

（
昭
和
59
年
）
に
移
住
し
、
雑
誌
編
集
者
だ
っ
た
赤
木
明
登
氏
は
輪
島

塗
に
魅
せ
ら
れ
て
１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）
に
移
住
し
て
き
た
。
当

時
、
移
住
に
関
す
る
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
充
実
し
て
い
た
わ
け
で
も

な
く
、
そ
れ
で
も
輪
島
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
輪
島
や
漆
に

は
そ
う
し
た
人
材
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。こ

の
よ
う
に
輪
島
塗
と
い
う
魅
力
的
な
地
域
資
源
は
多
く
の
外

部
人
材
を
惹
き
つ
け
る
と
と
も
に
、
教
育
費
が
無
料
で
高
度
な
技

術
力
を
修
得
で
き
る
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
、
さ
ら
に
事
業
者
が

職
人
を
雇
用
す
る
た
め
の
補
助
制
度
、
住
宅
補
助
制
度
の
構
築
な

ど
、
多
様
な
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
市
外
出
身
の
輪
島
漆
器

に
従
事
す
る
人
材
は
増
加
し
た
。
移
住
か
ら
就
業
後
ま
で
の
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
長
期
の
支
援
は
他
に
は
な
い
強
み
で
あ
る
。
た

だ
し
輪
島
で
就
職
希
望
す
る
外
部
人
材
を
す
べ
て
受
け
入
れ
る
こ

と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
輪
島

が
今
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
施
策
を
再
評
価
し
、

よ
り
実
効
性
の
あ
る
移
住
定
住
策
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。

【
参
考
文
献
】

・ 

石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
（
２
０
１
７
）「
石
川
県
立
輪
島
漆
芸
研
修

所
『
50
年
の
歩
み
展
』」
前
田
印
刷
株
式
会
社

・ 

金
沢
大
学
、
輪
島
市
、
輪
島
漆
器
商
工
業
協
同
組
合
（
２
０
１
５
）「
輪
島
塗

漆
器
産
地
調
査
報
告
書

・ 

倉
持
裕
彌
（
２
０
０
７
）「
鳥
取
県
に
お
け
る
移
住
・
定
住
施
策
の
課
題
と
展

望
」
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
レ
ポ
ー
ト

・ 

総
務
省
統
計
局
（
２
０
１
５
）「
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
２
０
１
５
年

結
果
」

・ 

多
田
忠
義
（
２
０
１
６
）「
移
住
促
進
政
策
の
変
遷
と
課
題
」
農
林
金
融
２
０

１
６
．
５
、
農
林
中
金
総
合
研
究
所

・ 

輪
島
市
（
２
０
１
７
）
平
成
28
年
版
「
輪
島
市
統
計
書
」

・ 

２
０
１
７
年
12
月
４
日　

輪
島
市
役
所
漆
器
商
工
業
課　

細
川
英
邦
氏
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

52

ケ
ー
ス
は
、
こ
の
制
度
が
弟
子
見
習
い
の
修
業
期
間
限
定
（
概
ね
就

業
後
４
年
間
）
の
補
助
制
度
の
た
め
、
補
助
期
間
終
了
時
に
一
人
前

と
し
て
独
立
し
、
出
身
地
等
に
戻
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
人
材
を
輪
島
市
内
に
留
め
て
お
く
た
め
の
施
策
も
必
要
と
な

ろ
う
。

ま
た
表
に
は
記
入
し
て
い
な
い
が
、
30
名
の
う
ち
輪
島
漆
芸
技

術
研
修
所
出
身
者
（
中
退
含
む
）
は
８
名
お
り
、
６
名
が
現
在
も
漆

器
業
の
従
事
（
ま
た
は
独
立
）
を
継
続
し
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
直
近
10
年
間
、
市
外
出
身
の
研
修
所
卒
業
生

の
15
人
程
度
が
奨
励
金
が
な
い
中
で
就
職
し
て
い
る
。
事
業
所
側

の
要
望
が
多
く
、
２
０
１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
に
制
度
が
復
活

し
、
以
前
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
加
飾
職
人
の
雇
用
も
対
象
範
囲

に
拡
大
さ
れ
た
。
今
後
、
多
く
の
市
外
出
身
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

５
．
展
望
と
課
題

こ
こ
で
い
く
つ
か
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。輪

島
に
移
住
し
、
漆
器
業
に
従
事
を
希
望
す
る
人
は
、
ま
ず
は

働
く
場
所
や
学
べ
る
場
所
の
情
報
を
欲
す
る
だ
ろ
う
。
実
は
こ
れ

ら
の
情
報
発
信
は
き
わ
め
て
弱
い
。
働
く
場
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
輪
島
市
内
の
各
事
業
所
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
個
別
に
発

信
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
学
ぶ
場
の
輪
島
漆
芸
技
術
研

修
所
は
石
川
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
、
独
自
の
発
信
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
学
び
た
い
と
い
う
人
に

と
っ
て
情
報
が
限
定
的
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
よ
い
の
で
は
な
い
。
漆
器
産
業

に
就
職
を
希
望
す
る
人
と
雇
い
た
い
人
を
効
率
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
特
に
輪
島
漆
芸
技
術

研
修
所
を
卒
業
し
た
人
に
対
す
る
求
人
情
報
の
提
供
は
積
極
的
に

行
う
べ
き
で
あ
る
。
欲
を
言
え
ば
、
漆
器
に
興
味
あ
る
人
材
の
移

住
定
住
を
一
元
管
理
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
が
開
設
さ
れ
る
と

よ
い
。
多
様
な
制
度
を
網
の
目
の
よ
う
に
施
し
、
切
れ
目
な
い
支

援
を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
調
査
を
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
だ
が
、
輪
島
漆
器

産
業
に
お
い
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
が
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
過
疎
地
域
で
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
著
し
い
地
方
で
、
地
域
外
の
人
材
を
受
け
入
れ
、
地
域
活

動
を
行
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
定
住
・
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
意
欲

あ
る
都
市
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
力
の
維
持
・
強

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
あ
り
、
人
件
費
は

総
務
省
が
特
別
交
付
税
と
し
て
地
方
自
治
体
に
措
置
す
る
。
輪
島
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「人」が移り住むということ　―愛知県豊田市を例に―55

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
・
能
楽
堂
」、「
豊
田
市
美
術
館
」
な
ど
の
文

化
施
設
や
ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
、
市
役
所
な
ど
都
市
機
能
が
集
中

し
て
お
り
、
２
０
１
９
年
に
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
も
開
催
可
能
な
「
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
」
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
環
境
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る

も
の
の
、
そ
の
財
政
基
盤
は
強
固
で
あ
り
、
財
政
の
安
定
性
を
示

す
「
財
政
力
指
数 （
＊
１
）」
は
、
２
０
１
５
年
度
（
平
成
27
年
度
）
で

１
・
11
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
見
て
も
財
政
状
況
が
恵
ま
れ

て
い
る
都
市
で
あ
る
。
一
方
、
２
０
０
５
年
に
は
、
旧
豊
田
市
の

郊
外
に
広
が
る
豊
か
な
山
村
地
域
で
あ
る
旧
６
町
村
（
西
加
茂
郡
の

藤
岡
町
、
小
原
村
、
東
加
茂
郡
の
足
助
町
、
下
山
村
、
旭
町
、
稲
武
町
）
が
合
併
し

て
、
新
・
豊
田
市
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
旧
町
村
は
、
概
ね
、
山

間
地
で
あ
り
、
市
域
に
占
め
る
森
林
の
割
合
は
68
％
を
占
め
て
お

り
、
そ
こ
に
は
、
山
村
地
域
に
特
有
の
歌
舞
伎
な
ど
の
郷
土
芸
能

が
あ
る
。
こ
れ
ら
旧
６
町
村
の
中
で
、
旧
豊
田
市
の
郊
外
の
住
宅

地
と
し
て
若
い
世
代
が
流
入
し
た
藤
岡
町
を
除
く
５
町
村
で
み
る

と
、
高
齢
化
率
は
２
０
１
７
年
４
月
１
日
現
在
で
37
・
７
％
と
高

い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
地
区
の
合
併
時
の
人
口（
２
０

０
５
年
４
月
１
日
）
は
、
２
６
，２
４
８
人
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
７

年
４
月
１
日
に
は
、
２
１
，５
９
５
人
ま
で
17
・
７
％
も
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
豊
田
市
は
、
旧
豊
田
市
の
持
っ

て
い
る
製
造
業
の
ま
ち
と
し
て
の
貌か
お

と
、
過
疎
化
に
悩
む
旧
町
村

部
が
持
っ
て
い
る
豊
か
な
山
村
文
化
の
貌
が
共
存
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
た
め
、
合
併
後
の
豊
田
市
（
以
下
、
豊
田
市
）
と
し

て
は
、
こ
う
し
た
山
村
地
域
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く

の
か
が
大
き
な
政
策
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

山
村
振
興
の
姿　

市
で
は
、
２
０
１
６
年
３
月
に
「
山
村
地
域
の
振
興
及
び
都
市

と
の
共
生
に
関
す
る
基
本
指
針
―
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
ビ
ジ
ョ

ン
―
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
２
０
４
０
年
の
目
指
す

べ
き
将
来
像
を
、「〝
自
立
〞
と
〝
つ
な
が
り
〞
で
支
え
合
い
豊
か

さ
を
創
造
す
る
山
村
」
と
し
て
描
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
重
点

取
組
と
し
て
、
３
つ
の
視
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
が
移

住
・
定
住
の
促
進
で
あ
り
、
後
述
す
る
「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん

セ
ン
タ
ー
」
に
「
い
な
か
暮
ら
し
総
合
窓
口
」
の
設
定
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
移
住
は
、
そ
の
人
の
人
生
に
お
い
て
重
大

な
決
断
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。
そ
の
不
安
を
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
消
す
る
窓

口
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
移
住
す
る
と
な
る

と
、
様
々
に
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、
縦
割
り
行
政
の
中

で
は
、
そ
れ
だ
け
で
疲
弊
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
行
政
の
各
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日
本
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
と
り
わ
け
地
方
の
中
山

間
地
域
に
お
い
て
は
、
集
落
の
自
治
が
十
分
に
機
能
し
な
く
な

る
「
限
界
集
落
」
問
題
が
、
顕
在
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
と

も
す
る
と
移
住
・
定
住
政
策
は
、
人
口
の
「
量
的
確
保
」
の
問
題

が
前
面
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
の
消
費
を
支
え
る
「
市

場
」
を
生
み
出
す
た
め
に
、
匿
名
的
な
人
の
集
合
体
（
＝
需
要
）
を

保
持
す
る
こ
と
は
、
経
済
面
に
お
い
て
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、

移
住
・
定
住
政
策
に
お
け
る
数
値
目
標
に
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
た

め
、
各
地
域
に
お
け
る
「
獲
得
合
戦
」
が
激
化
し
、
移
住
・
定
住

の
際
の
土
地
や
家
屋
の
提
供
、
継
続
的
な
家
賃
の
補
助
、
移
住
後

の
医
療
費
や
教
育
費
の
補
助
、
子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な
補
助
制

度
に
よ
っ
て
、「
選
ば
れ
る
移
住
先
」
に
な
る
努
力
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
経
済
的
な
支
援
策
は
、
人
の
移
住
を
促
す
動
機

づ
け
と
し
て
、大
き
な
要
因
に
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
但
し
、

そ
れ
が
過
熱
す
る
こ
と
は
、
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
地
域
に
お
い
て

は
、
本
末
転
倒
な
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
迎

え
入
れ
る
地
域
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、「
人
」
と
「
人
」
と

の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
「
効
果
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
す
な
わ

ち
「
交
流
の
質
」
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
移
住
・
定
住
政
策
は
成
果

が
上
が
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し

た
移
住
・
定
住
政
策
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
愛
知
県
豊
田
市
に
お
け

る
事
例
を
通
じ
て
、「
人
」
が
移
住
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。　

豊
田
市
の
概
要　

豊
田
市
は
、
愛
知
県
の
西
三
河
地
域
に
位
置
す
る
中
核
市
で
あ

る
。
人
口
は
、
４
２
６
，０
０
６
人
（
２
０
１
７
年
11
月
１
日
現
在
）
で

あ
り
、
愛
知
県
下
で
は
名
古
屋
市
に
次
い
で
人
口
規
模
が
大
き

い
。
国
内
外
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
企
業
城
下
町
と
し
て
知
ら

れ
、
工
業
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
名
鉄
三
河
線
の
豊
田
市
駅

と
愛
知
環
状
鉄
道
の
新
豊
田
駅
が
あ
る
都
心
部
に
は
、「
豊
田
市
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「人」が移り住むということ　―愛知県豊田市を例に―57

的
な
生
活
様
式
が
広
が
っ
て
い
く
た
め
、
か
つ
て
の
よ
う
な
伝
統

的
な
山
村
の
生
業
の
み
で
は
、
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
困
難
で
あ

ろ
う （
＊
２
）。
だ
が
、
山
村
に
は
豊
富
な
資
源
が
あ
り
、
時
代
に
適

合
さ
せ
つ
つ
資
源
を
組
合
せ
て
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
「
生
業

の
創
出
」
は
、
山
里
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。　

「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」　

「
地
域
の
中
に
お
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
機
能
を
発
揮
で
き
る
自
立
し
た
中
間
支
援
機
能
」
を
有
す
る
拠

点
と
し
て
、
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
８
月
に
開
所
し
た
の
が
、

「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」で
あ
る
。
発
足
当
時
、
行
政

の
外
郭
団
体
で
あ
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）

２
月
に
一
般
社
団
法
人
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
期
待
さ
れ
る
役
割

は
益
々
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
く （
＊
３
）。
こ
う
し
て
現
在
は
、

行
政
か
ら
当
該
セ
ン
タ
ー
へ
運
営
業
務
が
委
託
さ
れ
る
形
で
、
活

動
団
体
や
市
民
、
ス
タ
ッ
フ
、
企
業
、
研
究
者
な
ど
が
つ
な
が
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
業
務
は
、
セ
ン
タ
ー
長
を

始
め
、
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
１
名
）
と
５
名
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
が
「
支

え
合
う
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
一
般
社
団
法
人
の
自
主
事
業

と
し
て
６
つ
の
専
門
部
会
を
運
営
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
地

（出典：豊田市資料）

図1：空き家にあかりを！プロジェクト
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窓
口
や
森
林
組
合
、
活
動
団
体
な
ど
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
円
滑
な

移
住
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
参
考
ま

で
に
定
住
促
進
に
関
す
る
主
な
取
組
を
下
記
の
表
１
に
示
し
て
お

く
。　次

に
、
重
点
取
組
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、「
都
市
と
山
村
の
人
・

も
の
・
経
済
が
循
環
す
る
観
光
・
交
流
の
促
進
」
で
あ
る
が
、
観

光
で
一
時
的
に
訪
れ
る
人
も
、
体
験
で
短
期
的
に
住
む
人
も
、
あ

る
い
は
移
住
を
し
て
長
期
に
暮
ら
す
人
も
、
時
の
流
れ
の
長
短
の

違
い
は
あ
る
が
、
特
定
の
場
に
興
味
と
関
心
を
抱
い
て
関
係
を
構

築
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
違
い
が
な
い
。
豊
田
市
の
山
村
地
域
に

は
、
元
々
、「
香
嵐
渓
（
足
助
）」
を
始
め
と
す
る
豊
富
な
観
光
資
源

が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
最
初
に
訪
れ
た
時

に
受
け
た
ま
ち
の
印
象
や
人
と
の
出
会
い
が
、
将
来
的
な
移
住
・

定
住
の
決
め
手
と
な
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、「
観
光
／
交
流
、
移
住
／
定
住
」
は
、
一
体
的
な
政
策
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
で
重
点

取
組
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
頷
け
る
。
さ
い
ご
に
、
三

つ
目
の
重
点
取
組
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
地
産
地
消
の
推
進

に
よ
る
生
業
創
出
」
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
中
山
間
地
域
で
の

生
業
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
。
と
り
わ
け
大
都
市
に

近
接
す
る
地
域
で
は
、
就
労
の
場
の
選
択
肢
が
多
様
化
し
、
都
市

表1：取組事業一覧

取組事業 取組期間 山村地域への移住・定住人数

農山村等定住奨励金交付事業 2008年～2012年 582人

農山村等住宅取得費補助事業 2013年～ 81人

住宅分譲（2戸2戸分譲含む） 2005年～ （47人） ＊定住奨励金と重複

空き家情報バンク事業 2010年～ 119人

スマイルしょうかい事業 2009年～ 123人

市営住宅 2005年～ 121人

農山村定住応援住宅整備 2013年～ 20人

合　計 1,046人

「山村地域の振興及び都市との共生に関する基本方針―おいでん・さんそんビジョン―」より筆者作成
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「人」が移り住むということ　―愛知県豊田市を例に―59

え
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
年
間
、
入
居
者

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
み
た
上
で
契
約
の
延
長
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
家
主
の
安
心
感
を
高
め
る
制
度
を
説
明
す
る
こ
と
で
、

空
き
物
件
を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
Ａ
氏
自
身
が
地
区
の
中
で
、
常
に
、
信
頼
さ
れ
る

存
在
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
５
年
間
で
80
人
と
い
う
数

字
は
、
ま
さ
に
「
つ
な
ぎ
手
」
と
し
て
の
Ａ
氏
の
信
頼
の
高
さ
を

示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　こ
こ
ろ
の
地
方
創
生　

今
後
、
地
方
圏
で
の
人
口
減
少
が
、
よ
り
深
刻
化
す
る
こ
と
は

疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
人
口
の
争

奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
政
策
が
発
動
さ
れ
て
い
く
。
最
近
で
は
、
そ
の
指
標
と
し

て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（Key Perform

ance Indicator;

重
要
業
績
評
価
指
標
）、
Ｋ

Ｇ
Ｉ
（Key Goal Indicator;

最
終
目
標
達
成
指
標
）
な
ど
の
数
値
目
標
が

求
め
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
そ
れ
ら
が
政
策
遂
行
の
前
提
と
な
る

こ
と
が
多
い
。
確
か
に
、
定
住
促
進
政
策
に
お
い
て
は
、
一
定
の

人
口
を
補
う
た
め
の
量
が
意
識
さ
れ
る
点
は
十
分
に
理
解
で
き
る

が
、
地
域
へ
の
波
及
効
果
を
考
え
る
際
に
は
、
量
的
な
指
標
で
は

測
れ
な
い
側
面
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
に
暮
ら
す
の
は「
人
」

表2：空き家情報バンクを利用した移住者数

旭 足助 稲武 小原 下山 猿投 合計

平成22年度
移 住 者 14 21（ 16） 3 6 1 0 45

移住世帯 7 8（  6） 2 2 1 0 20

平成23年度
移 住 者 9 24（ 24） 0 0 6 0 39

移住世帯 5 9（  9） 0 0 2 0 16

平成24年度
移 住 者 6 38（ 35） 0 6 0 2 52

移住世帯 2 13（ 11） 0 1 0 1 17

平成25年度
移 住 者 9 14（ 11） 4 8 0 0 35

移住世帯 4 7（  5） 2 3 0 0 16

平成26年度
移 住 者 20 21（ 16） 2 10 3 2 58

移住世帯 8 8（  6） 1 4 2 1 24

平成27年度
移 住 者 22 19（ 10） 3 0 5 0 49

移住世帯 8 5（  3） 2 0 3 0 18

合　計
移 住 者 80 137（112） 12 30 15 4 278

移住世帯 34 50（ 40） 7 10 8 2 111

（出典：「家主さんのための空き家活用ガイドブック」（豊田市）より） 
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域
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
（
移
住
者
を
中
心
と
し
た
若
者
に
よ
る
研
究

会
の
開
催
や
出
版
事
業
な
ど
）」、「
次
世
代
育
成
部
会
（
中
山
間
地
域
の
子
育
て

グ
ル
ー
プ
の
交
流
な
ど
）」、「
移
住
・
定
住
部
会
（「
移
住
者
受
け
入
れ
ス
タ
ー

ト
ガ
イ
ド
」
の
発
行
な
ど
）」、「
食
と
農
専
門
部
会
（
地
域
の
農
が
抱
え
る
課

題
や
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
検
討
）」、「
森
林
部
会
（
森
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域

貢
献
活
動
な
ど
）」、「
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
部
会
（
小
学
校
の
学
年
単
位
や

春
・
夏
休
み
の
フ
リ
ー
の
体
験
学
習
な
ど
）」
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
一

方
、
豊
田
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん

セ
ン
タ
ー
の
運
営
」
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
業
と
し
て
は
、
①

い
な
か
と
ま
ち
の
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
②
い
な
か
暮
ら
し
総

合
窓
口
、
③
集
落
活
動
応
援
隊
事
業
な
ど
で
あ
る
。
①
の
具
体
的

な
取
組
と
し
て
は
、
企
業
や
労
働
組
合
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
農
業
体
験
・

研
修
な
ど
（
44
事
業
）、
大
学
や
研
究
機
関
の
調
査
・
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
な
ど
（
18
事
業
）、
都
市
部
市
民
の
農
業
・
林
業
・
環
境
学
習

な
ど
（
44
事
業
）、
山
村
部
に
お
け
る
起
業
支
援
な
ど
（
19
事
業
）、
ま

つ
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
継
承
支
援
な
ど
（
14
事
業
）
の
合
計
１
３
９
事

業
（
２
０
１
７
年
３
月
現
在
）
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
②
の
具
体
的
な

取
組
と
し
て
は
、
空
き
家
を
内
覧
す
る
「
暮
ら
し
の
参
観
日
」・

「
住
み
開
き
ツ
ア
ー
」
開
催
、
田
舎
暮
ら
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
出

版
・
Ｈ
Ｐ
／
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
、「
い
な
か
と
ま
ち
の
文

化
祭
」・「
里
山
交
流
ま
つ
り
」
な
ど
の
開
催
支
援
、「
空
き
家
に
あ

か
り
を
！　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
図
１
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
な

ど
で
あ
る
。
さ
い
ご
に
③
の
取
組
と
し
て
は
、
共
同
作
業
の
実
施

が
困
難
な
高
齢
化
し
た
小
規
模
な
集
落
に
対
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
、
集
落
活
動
を
応
援
す
る
も
の
が
あ
り
、
環
境
美
化

活
動
や
お
祭
り
の
準
備
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
の
促
進

が
加
速
し
た
が
、「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
た
実
績
」
を

見
て
み
る
と
、
２
０
１
０
年
度
（
平
成
22
年
度
）
か
ら
２
０
１
５
年
度

（
平
成
27
年
度
）
の
５
年
間
の
実
績
で
は
、
２
７
８
人
の
移
住
者
（
１
１

１
世
帯
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
１
１
２
人
（
40
世
帯
）
は
、
足

助
地
区
に
あ
る
「
ス
マ
イ
ル
（
住
ま
い
る
）
し
ょ
う
か
い （
＊
４
）」
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
く
と
、
１
６
６
人
（
71
世
帯
）
と
な

る
。
地
区
別
に
み
る
と
、
そ
の
約
半
数
80
人
（
34
世
帯
）
を
旭
地
区

が
占
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
旭
地
区
で
多
数
の
空
き
家
交
渉

を
行
っ
て
い
る
世
話
人
の
存
在
が
大
き
い
。
元
行
政
職
員
で
も
あ

る
Ａ
氏
は
、
地
域
で
の
信
頼
も
厚
く
、
ま
た
、
行
政
の
手
続
き
に

も
明
る
い
。
そ
の
た
め
、家
主
の
抱
え
る
様
々
な
不
安
に
対
し
て
、

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
家
主
の
不
安
と
し

て
は
、
借
り
手
と
な
る
「
人
」
に
対
す
る
不
安
も
大
き
い
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
地
域
と
入
居
希
望
者
と
の

間
で
面
談
を
行
い
、
個
人
間
の
関
係
を
地
域
と
の
関
係
に
置
き
換
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「人」が移り住むということ　―愛知県豊田市を例に―61

程
に
お
い
て
、
我
々
は
「
遅
れ
た
農
村
部
」
か
ら
「
先
進
的
な
都

市
部
」
へ
の
流
入
を
必
然
的
な
流
れ
と
し
て
受
け
止
め
て
き
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
そ
れ
が
本
当
に
豊
か
さ
を
齎
も
た
ら
す
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
都
市
化
と
い
う
現
象
は
、
便
利
で
快
適
か
も

知
れ
な
い
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
人
々
の
心
を
十
分
に
満
た
さ
れ

た
も
の
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
代
社
会
に
お
い
て
投
げ
か
け
ら

れ
る
こ
う
し
た
様
々
な
疑
問
は
、
人
々
に
発
展
の
指
標
と
な
る

「
物
差
し
」
自
体
が
誤
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
「
気
づ

き
」
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
地
方
創
生
は
、
こ
う
し

た
「
気
づ
き
」
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
単
な
る
経
済

政
策
に
過
ぎ
な
い
。
故
郷
を
創
造
す
る
こ
と
は
、
経
済
の
問
題
よ

り
も
「
心
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
自
明
の
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。　

さ
い
ご
に　

筆
者
は
、
富
山
県
で
も
そ
の
好
例
を
知
っ
て
い
る
。
南
砺
市

の
「
五
箇
山
地
域
」
に
あ
る
篭
渡
集
落
で
あ
る
。
そ
こ
は
、
17
戸

ほ
ど
の
小
集
落
で
は
あ
る
が
、
何
と
も
美
し
い
「
普
通
の
農
村
景

観
」
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
篤
い
信
仰
（
浄
土
真
宗
）

に
支
え
ら
れ
た
美
し
い
暮
ら
し
の
佇
た
た
ず
ま
い
が
あ
る
が
、
驚
く
こ
と

に
、
農
村
集
落
で
は
あ
っ
て
も
、
寛
容
で
開
放
的
な
気
質
が
共
存

し
て
い
る
。
篭
渡
は
、
元
々
「
合
掌
集
落
」
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

30
年
代
頃
か
ら
合
掌
造
り
の
屋
根
を
降
ろ
し
た
た
め
、「
合
掌
集

落
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
菅
沼
や
相
倉
集
落
と
は
異

な
り
、
観
光
で
訪
れ
る
人
は
皆
無
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
集
落
に
、

移
住
し
て
き
た
「
人
」
に
話
を
伺
っ
た
と
き
に
気
づ
い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
敢
え
て
観
光
化
さ
れ
て
い
な
い「
普
通
の
農
村
」

の
暮
ら
し
こ
そ
、
移
住
者
が
求
め
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。　

観
光
は
、
農
村
地
域
に
と
っ
て
、
確
か
に
魅
力
的
な
経
済
政
策

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
反
面
、
地
域
資
源
を
消
費
財
と
し
て
短
期

的
な
商
品
化
の
枠
組
み
に
組
み
込
む
た
め
、「
普
通
」
の
農
村
に
あ

る
暮
ら
し
の
中
の
「
文
化
」
を
解
体
し
て
い
く
危
険
性
も
孕は
ら

む
。

五
箇
山
地
域
で
言
え
ば
、
篤
い
信
仰
か
ら
生
ま
れ
る
「
結ゆ
い

」
あ
る

い
は
「
合こ
う

力り
ゃ
く」
と
呼
ば
れ
る
支
え
合
う
精
神
風
土
の
消
失
が
懸
念

さ
れ
る
。
そ
の
点
、
移
住
・
定
住
は
、
自
ら
も
主
体
と
な
っ
て
地

域
に
深
く
関
わ
る
た
め
、
農
村
が
持
っ
て
い
た「
普
通
の
暮
ら
し
」

を
時
代
に
合
わ
せ
て
再
創
造
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。　

今
回
、
事
例
で
取
り
上
げ
た
大
都
市
圏
に
近
接
す
る
山
村
で

あ
っ
て
も
、
篭
渡
の
よ
う
な
山
間
の
山
村
で
あ
っ
て
も
、「
人
」
を

迎
え
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、
価
値
を
共
有
で
き
る
仲
間
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
共
通
す
る
の
は
、
そ
の
場
に
深
い

60

で
あ
る
か
ら
だ
。
筆
者
は
、「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
」

の
代
表
理
事
の
鈴
木
氏
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
移
住
の
受
入
れ
と
併
せ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
も
様
々
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
視
点
を
評
価
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
地
域
資
源
の
「
編
集

（
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
効
果
」
と
で
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
元
々
、
蓄
積
さ

れ
て
い
る
多
様
な
地
域
資
源
や
人
的
資
源
が
融
合
さ
れ
、
新
た
な

価
値
が
創
造
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
人
や
組
織
の
融

合
に
よ
る
地
域
へ
の
波
及
効
果
が
、
移
住
・
定
住
政
策
の
実
質
的

な
有
効
性
を
指
し
示
す
も
の
と
な
ろ
う
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
れ

ば
、「
ト
ヨ
タ
里
山
猪
肉
キ
ー
マ
カ
レ
ー
発
売
」
事
業
（
図
２
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
カ
レ
ー
店
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
す
る
企
業（
㈱

ワ
イ
ズ
）
と
地
元
の
足
助
高
校
、
㈱
山
恵
な
ど
が
協
働
で
開
発
し
た

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
で
あ
る
。
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、
地
域
の
資
源
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、

価
値
を
創
造
し
た
好
例
で
あ
ろ
う
。
人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源
は
、
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
そ
れ
ら
を
〝
編
集
〞
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
創
造
を

行
う
こ
と
が
、
山
村
地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
。

さ
て
、
都
市
と
農
村
の
関
係
を
概
し
て
言
え
ば
、
近
代
化
の
過

（写真提供：豊田市役所）

図2：トヨタ里山猪肉キーマカレープロジェクト

XMFRemote_(81018)211829_「都萬麻Ⅱ」vol.1 本文-pj342(83343) 

 

(X4_右見開き) 

 

31 

 

折 

 

2018/03/27 14:04:29

 

61 60



62

愛
着
を
も
っ
て
い
る
仲
間
と
し
て
、
互
い
に
信
頼
で
き
る
関
係
を

構
築
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
敷ふ

衍え
ん

し
て
言
え
ば
、
移

住
・
定
住
を
軸
と
し
た
地
方
創
生
と
は
本
来
、
損
得
勘
定
の
経
済

政
策
で
は
な
く
、
心
の
問
題
を
内
包
し
た
文
化
政
策
な
の
で
あ

る
。　

【
註
釈
】

＊
１ 

「
財
政
力
指
数
」と
は
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指
数
で
あ
り
、
普
通
交

付
税
の
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
で
あ
る
。

数
値
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
力
が
強
い
と
さ
れ
、
指
数
が
１
を
超
え
る
団
体
は
、

地
方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）
が
不
交
付
と
な
る
。

＊
２ 

足
助
町
時
代
に
は
、
行
政
が
主
導
し
て
、
山
村
の
伝
統
的
な
生
業
（
炭
焼
き
、

わ
ら
ぞ
う
り
、
機
織
り
、
傘
骨
作
り
な
ど
）
を
今
に
伝
え
る
動
態
展
示
を
行
う

「
三
州
足
助
屋
敷
（
１
９
８
０
年
開
館
）」
を
整
備
す
る
な
ど
、
独
自
の
観
光
施

策
を
行
っ
て
い
た
。

　
＊
３ 

２
０
１
７
年
２
月
に
「
一
般
社
団
法
人
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
」
の
設
立
登
記

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
賛
助
会
員
（
会
費 

１
口 

１
０
，０
０
０
円
／
年
・

パ
ー
ト
ナ
ー
会
員
志
金　

５
０
０
円
以
上
／
入
会
時
）
を
随
時
募
集
し
て
い

る
。
賛
助
会
員
に
対
し
て
は
、
年
１
回
以
上「
拡
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議
」

を
開
催
し
、
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。　

　
＊
４ 

山
里
足
助
の
暮
ら
し
に
誇
り
を
持
ち
、
共
に
暮
ら
し
た
い
と
い
う
仲
間
づ
く
り

を
目
的
に
、
空
き
家
を
紹
介
す
る
制
度
。
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
足
助
地
区
の

貸
家
限
定
で
あ
る
こ
と
、
市
（
足
助
支
所
）
が
借
り
手
・
貸
し
手
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
こ
と
な
ど
が
異
な
る
。

【
参
考
資
料
】

・ 「
あ
い
ち
の
山
里
で
暮
ら
そ
う　

移
住
＆
交
流
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
愛
知
県
交
流

居
住
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
５
年
３
月　

・「
お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん 

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
（
５
月
号
）」
２
０
１
７
年
５
月　

・ 「
里さ
と

Ｃこ
 Ｏ 

と
よ
た
で
見
つ
け
た 

ミ
ラ
イ
の
山
里
暮
ら
し
」
地
域
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会
、
２
０
１
５
年
７
月　

・ 「
都
市
と
山
村
が
支
え
合
う
「
暮
ら
し
満
足
都
市
」
豊
田
市
〜
中
間
支
援
組
織

お
い
で
ん
・
さ
ん
そ
ん
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
〜
」
２
０
１
７
年
７
月
28
日
（
現

地
調
査
資
料
）　

・ 「
山
村
地
域
の
振
興
及
び
都
市
と
の
共
生
に
関
す
る
基
本
方
針
―
お
い
で
ん
・

さ
ん
そ
ん
ビ
ジ
ョ
ン
―
」
豊
田
市
、
２
０
１
６
年
３
月　

・ 「
家
主
さ
ん
の
た
め
の
空
き
家
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
豊
田
市
、
２
０
１
６
年

11
月　

　

本
調
査
（
論
考
）
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
１
６
Ｋ
１
４
９
９
７
の
助
成
を
受

け
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
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まちづくりとコミュニケーション65

た
。
ま
ず
は
、「
ま
ち
な
か
に
住
ま
う
と
は
？
」「
高
岡
ら
し
い
住

ま
い
と
は
？
」
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
話
合
い
を
し
て
も
ら
う
。

く
ま
さ
ん
チ
ー
ム
と
う
さ
ぎ
さ
ん
チ
ー
ム
。
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム

か
ら
も
出
て
き
た
答
え
は
、「
で
き
れ
ば
ま
ち
な
か
に
暮
ら
し
た

い
。」「
学
校
が
ま
ち
な
か
に
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
。」「
高
岡

は
冬
に
な
っ
た
ら
雷
が
多
い
か
ら
、
皆
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
言
い
な

が
ら
住
ま
い
し
た
い
。」な
ど
、
私
た
ち
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
意

見
が
出
て
く
る
。「
高
岡
の
人
は
何
で
も
学
生
に
恵
ん
で
く
れ
て

や
さ
し
い
。」
と
か
・
・
・
。

第
２
回
目
は
２
０
１
２
年
12
月
12
日
に
実
際
の
空
き
家
を
見
て

現
状
を
知
っ
た
。「
こ
の
建
物
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
し
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
？
」
の
問
い
に
、「
い
い
と
思
う
。
楽
し
そ
う
。」
と
の
意

見
。第

３
回
目
は
２
０
１
２
年
12
月
19
日
に
「
理
想
の
高
岡
型
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
は
？
」と
い
う
お
題
で
話
し
合
っ
た
。
３
回
目
に
は
、

大
人
も
学
生
も
話
し
合
い
の
な
か
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成

立
し
、
お
互
い
に
多
く
の
意
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

１
月
に
は
２
チ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ
ン
発
表
会
を
開
催
し
た
。
２

チ
ー
ム
の
意
見
に
出
て
き
た
の
は
「
ア
ト
リ
エ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

欲
し
い
。」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ち
っ
こ
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

は
、
ア
ト
リ
エ
と
１
階
の
カ
フ
ェ
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
た
。

写真1：一番最初のワークショップ
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ま
ち
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

荒
井  

里
江

R
IE A

R
A

I 

■
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
２
年
８
月　

住
宅
ビ
ル
ダ
ー
、
漆
器
卸
業
者
、
銀
行
員
、

不
動
産
鑑
定
士
と
い
っ
た
本
業
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
「
空
き
家
を

使
っ
て
ま
ち
な
か
居
住
推
進
」
に
つ
い
て
考
え
る
会
と
し
て
高
岡

ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
立
ち
上
が
っ
た
。

な
ぜ
こ
の
会
が
で
き
た
か
？
と
い
う
と
、
日
本
中
ど
こ
の
地
方

都
市
も
が
抱
え
る
問
題
。「
少
子
高
齢
化
」
と
「
空
き
家
増
加
」。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

高
岡
の
少
子
高
齢
化
の
現
象
は
近
隣
の
市
と
は
違
う
も
の
で

あ
っ
た
。
18
歳
か
ら
22
歳
の
人
口
が
他
市
は
減
る
の
に
対
し
て
、

高
岡
市
は
減
っ
て
い
な
い
。
22
歳
以
降
に
人
口
が
減
っ
て
し
ま

う
。
18
歳
と
は
高
校
生
が
大
学
に
行
く
タ
イ
ミ
ン
グ
。
高
岡
市
に

は
２
つ
の
大
学
が
あ
る
た
め
減
っ
た
人
数
分
、
他
市
、
他
県
よ
り

人
口
が
流
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
22
歳
に
卒
業
す
る
と
き
に
高

岡
か
ら
出
て
い
く
こ
と
で
、
22
歳
以
降
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
、
22
歳
人
口
の
流
出
を
少
し
で
も
抑
え
ら
れ
た
ら
、
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
。
そ
の
他
に
、
空
き
家
の
数
も
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
高
岡
市
内
の
特
に
ま
ち
な
か
と
言
わ
れ
て
い
る

地
域
に
年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
こ
の
空
き
家
も
何
か
に
利
用
で

き
な
い
か
？
と
考
え
た
。

そ
こ
で
一
つ
の
案
が
生
ま
れ
た
。
空
き
家
を
使
っ
て
大
学
生
が

住
む
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
作
れ
ば
、
大
学
生
が
も
し

か
し
た
ら
高
岡
を
気
に
い
っ
て
残
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
？

と
仮
想
案
を
出
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
考
え
は
、
20
歳
以
上

離
れ
た
大
人
の
考
え
で
あ
る
。
学
生
た
ち
に
聞
い
て
み
な
い
と
わ

か
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
の
学
生

さ
ん
10
数
名
を
集
め
て
、
意
見
を
聞
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
始
め
た
。

■
学
生
の
意
見
を
聞
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
０
１
２
年
11
月
30
日
に
１
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
始
め
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まちづくりとコミュニケーション67

こ
と
に
決
ま
っ
て
か
ら
は
、間
取
り
、金
額
な
ど
を
話
し
合
い
、視

察
に
行
っ
て
開
業
ま
で
の
段
取
り
を
み
ん
な
で
考
え
行
動
し
た
。

■
小
杉
さ
ん
ち
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ち
っ
こ
の
話
題
は
新
幹
線
開
業
や
空
き
家
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
空
き
家
オ
ー
ナ
ー
さ
ま
か
ら

依
頼
が
来
る
。

「
自
分
の
持
っ
て
い
る
空
き
家
も
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。」
と

言
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
現
在
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
小
杉
さ

ん
。
そ
の
空
き
家
は
１
５
０
坪
と
い
う
大
き
な
空
き
家
で
部
屋
の

数
も
10
部
屋
以
上
で
蔵
も
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ま
ち
づ
く
り
や
空
き
家

活
用
に
有
効
的
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
自
治
会
の

方
や
行
政
の
方
、
多
く
の
空
き
家
に
関
心
の
あ
る
方
、
老
若
男
女

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

い
ろ
ん
な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。「
シ
ニ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」「
学
童
」「
塾
」「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」「
劇
場
」
な
ど
、

ど
の
意
見
も
明
日
の
行
動
に
移
せ
そ
う
な
意
見
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
家
に
住
ん
で
い
た
小
杉
さ
ん
の
お
姉
さ
ん
が
、

「
こ
の
家
を
何
か
に
使
う
の
な
ら
、
手
を
加
え
て
な
い
こ
の
状
態

写真2：小杉さんちワークショップ
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こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
す
と
き
に

は
、
自
分
た
ち
の
意
見
だ
け
で
動
く
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
の

意
見
を
聞
い
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
必
要
と
し
て

い
る
人
に
必
要
な
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
学
ん

だ
。

■
ま
ち
あ
る
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
新
た
に
ど
の
物
件

で
何
を
す
る
か
考
え
て
空
き
家
を
物
色
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
し

て
い
た
。
何
度
も
歩
い
た
り
見
た
り
し
た
こ
と
を
ネ
ッ
ト
上
に
上

げ
て
い
る
と
、
多
く
の
方
か
ら
自
分
た
ち
も
歩
き
た
い
と
声
が
聞

こ
え
て
く
る
。

そ
こ
で
、
５
月
25
日
に
空
き
家
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
を

す
る
こ
と
を
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で
イ
ベ
ン
ト
を
立
て
た
と
こ
ろ

40
人
く
ら
い
の
方
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
大
の
大
人
が
40
人
連

な
っ
て
高
岡
の
ま
ち
な
か
を
歩
い
た
。

ま
ち
あ
る
き
を
し
て
現
状
を
知
っ
た
後
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
し
た
。「
こ
ん
な
に
空
き
家
が
あ
る
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
。」

「
将
来
も
っ
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
ま
ち
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ

う
？
」「
自
分
の
ま
ち
に
は
小
学
生
が
２
人
し
か
い
な
い
。」「
一

方
通
行
が
こ
ん
な
に
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。」
い
ろ
ん
な

気
付
き
が
生
ま
れ
た
。

そ
こ
か
ら
新
た
な
動
き
も
で
て
き
た
。「
自
分
の
ま
ち
で
も
現

状
を
知
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
し
た
い
！
」「
道
が
狭
い
の
で
防

災
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
！
」「
自
分
が
も
っ
て
い
る
空
き
家

を
何
と
か
し
た
い
！
」

■
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

前
回
の
ま
ち
あ
る
き
の
結
果
、
次
の
空
き
家
物
件
が
選
ば
れ

た
。
ま
ち
な
か
の
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
で
、
奥
に
蔵
が
あ
る
高
岡
に
は

あ
り
が
ち
な
物
件
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
学
生
か
ら
の
案
で
お
掃
除

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
催
。
そ
こ
か
ら
、
ご
み
と
使
え
そ
う
な
も
の

を
分
別
。
使
え
そ
う
な
も
の
は
、
蚤
の
市
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

た
。
す
べ
て
完
売
し
た
。

そ
の
後
、「
こ
の
建
物
を
ど
ん
な
風
に
使
う
と
人
口
推
進
で
き

る
の
か
？
」
な
ど
意
見
交
換
し
な
が
ら
幾
度
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
た
。
そ
の
都
度
参
加
者
も
変
わ
り
、
か
な
り
多
く
の
意

見
が
飛
び
交
っ
た
。「
カ
フ
ェ
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
」

「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」「
移
住
の
人
の
た
め
の
住

宅
」「
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」「
ア
ト
リ
エ
」。

最
終
的
に
、
多
く
の
人
に
高
岡
の
家
を
体
験
し
て
も
ら
え
る
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
す
る
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まちづくりとコミュニケーション69

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
技
法
は
会
社
の
会
議
な
ど
で
も
有
効

な
の
を
知
っ
て
い
た
オ
ー
ナ
ー
は
、
自
分
の
会
社
の
社
員
の
教
育

も
兼
ね
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育
成
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
依

頼
を
さ
れ
る
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
は
な
に
か
？
集
団
活
動
に
参
加
せ
ず
、

あ
く
ま
で
も
中
立
的
な
立
場
か
ら
活
動
の
支
援
を
す
る
人
。
会
議

を
行
う
場
合
は
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
、
自
ら
の
意
思
決
定

を
す
る
こ
と
は
な
い
。
議
事
進
行
と
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
。
客

観
的
な
立
場
か
ら
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
集
団
の
メ
ン
バ
ー

に
主
体
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
の
だ
が
、
そ
の
都
度
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
教
育
を
す
る
。
最
初
の
１
回
目
、
塩
谷
本
社

に
て
社
員
や
銀
行
員
や
ま
ち
っ
こ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
１
グ
ル
ー
プ
４
か
ら
５
人
く
ら
い
で
話
し
合

い
を
す
る
。
ま
ず
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な
し
で
話
を
し
て
も

ら
う
。
次
に
、
一
人
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
あ
り
で
話
し
て
も
ら

う
。
全
員
に
ど
ち
ら
が
話
し
や
す
か
っ
た
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
い
た
ほ
う
が
話
し
や
す
い
と
全
員
一
致
し

た
。
そ
こ
で
、
重
要
性
が
わ
か
り
、
自
分
た
ち
が
本
番
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
終
わ
っ
て
、
発
表
会
も
開
催
。
参

写真3：発表会
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を
映
画
に
残
し
て
お
き
た
い
。」と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
自
主
制

作
の
映
画
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

監
督
を
探
す
も
、
な
か
な
か
見
積
金
額
が
折
り
合
わ
な
い
。
そ

こ
で
、
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
人
脈
か
ら
高
岡
で
映
画
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
る
上
野
さ
ん
に
予
算
を
言
っ
て
相
談
す

る
。
俳
優
を
素
人
で
す
る
な
ど
し
て
、
い
ろ
ん
な
削
減
案
を
も
ら

い
、
撮
影
す
る
こ
と
に
な
る
。

２
０
１
６
年
夏
に
撮
影
し
て
、
編
集
、
完
成
は
２
０
１
７
年
夏

に
な
っ
た
。
こ
の
映
画
は
、
お
姉
さ
ん
の
想
い
の
通
り
、
家
が
主

役
の
映
画
と
な
っ
た
。
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
た
そ
の
家
が
、
今

は
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
空
き
家
が
見
て
き
た
こ
と
を
語

る
・
・
・
。

Lost and found

■CO
M
M
A, CO

FFEE STAND　

オ
ー
プ
ン
前
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

山
町
筋
と
い
う
高
岡
に
は
歴
史
と
文
化
が
あ
る
街
並
み
が
あ

る
。
そ
の
一
角
に
パ
ン
屋
さ
ん
だ
っ
た
建
物
が
空
き
家
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
空
き
家
で
カ
フ
ェ
を
し
よ
う
と
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

で
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
大
菅
さ
ん
。
も
と
も
と
高
岡
出
身
で
あ
っ
た

大
菅
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
人
に
本
当
の
意
味
で
喜
ば
れ
る

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
か
っ
た
。

「
こ
こ
に
ど
ん
な
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た
ら
地
域
の
人
た
ち
に
喜
ば

れ
る
だ
ろ
う
？
」「
私
た
ち
考
え
て
い
る
カ
フ
ェ
は
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

そ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
町
内
の

方
を
メ
イ
ン
に
始
ま
っ
た
。

「
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
か
？
」「
ど
ん
な
お

店
だ
っ
た
ら
い
い
で
す
か
？
」

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
合
意
形
成
が
で
き
る
と
て
も
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
こ
こ
に
カ
フ
ェ
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

オ
ー
ナ
ー
側
。
町
の
人
は
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち

の
意
見
も
言
え
る
。
カ
フ
ェ
の
運
営
に
携
わ
っ
た
感
も
生
ま
れ

る
。

■
塩
谷
ビ
ル
の
使
い
方
を
考
え
よ
う

１
９
７
３
年
に
建
設
さ
れ
た
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
坂
下
町
に
あ

る
。
当
時
は
満
室
だ
っ
た
こ
の
ビ
ル
も
、
い
ま
で
は
空
室
が
目
立

つ
。
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
、
満
室
に
し
た
い
。
し
か
し
、
こ

ち
ら
か
ら
の
押
し
付
け
に
な
る
ビ
ル
に
は
し
た
く
な
い
。「
町
の

皆
が
喜
ぶ
よ
う
な
ビ
ル
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
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まちづくりとコミュニケーション71

テ
ィ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
８
つ
の
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
施

設
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
11
月
よ
り
改
修
工
事
に
入
る
の
だ
が
、

そ
の
前
に
元
々
地
元
の
人
た
ち
で
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た

場
所
で
あ
る
。
地
元
の
人
た
ち
を
無
視
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。
さ
あ
一
緒
に
使
い
ま
し
ょ
う
！
」

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
、
結
局
誰
も
使
わ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
山
町

の
人
達
と
町
衆
高
岡
の
役
員
、
さ
ら
に
は
新
し
い
所
有
者
と
一
緒

に
、「
ど
ん
な
場
所
に
な
っ
た
ら
い
い
か
？
」「
自
分
た
ち
が
こ

の
場
所
を
使
う
と
き
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
れ
ば
使
え
る
か
？
」、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
山
町
の
み
ん
な
が
こ

の
施
設
を
通
じ
て
商
売
を
し
た
り
、
山
町
の
歴
史
が
残
せ
た
り
、

山
町
全
体
で
盛
り
上
げ
れ
ば
い
い
と
う
意
見
に
な
っ
た
。

こ
の
意
見
を
も
と
に
山
町
ヴ
ァ
レ
ー
に
い
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
お
客
様
相
談
係
）
は
山
町
の
住
民
が
就
業
し
て
い
た
り
、
山
町
の
井

戸
端
会
議
と
い
う
こ
と
で
、
山
町
の
人
の
話
を
聞
き
な
が
ら
お
菓

子
を
い
た
だ
い
た
り
、
正
月
に
は
餅
つ
き
を
し
た
り
書
初
め
を
し

た
り
、
日
本
の
文
化
・
高
岡
の
文
化
を
楽
し
ん
だ
。

写真5：ほんまちの家
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加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
80
名
近
く
。
塩
谷
建
設
の
社
員
、
富
山

大
学
芸
術
文
化
学
部
の
学
生
、
高
岡
法
科
大
学
の
学
生
、
銀
行
員
、

行
政
、
個
人
経
営
者
、
主
婦
な
ど
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
の
意
見

を
活
発
に
交
換
で
き
て
一
枚
の
大
判
の
用
紙
に
ま
と
め
ら
れ
た
の

も
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
教
育
が
で
き
た
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い

る
。塩

谷
ビ
ル
は
、
２
０
１
６
年
に
レ
ス
ト
ラ
ン
と
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

■
子
供
の
未
来
応
援
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
０
１
６
年
２
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
み
さ
ん
か
ら
、
貧
困
家

庭
の
子
供
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
い
と
依
頼
が
あ
る
。「
貧
困
家

庭
と
は
？
」「
日
本
に
貧
困
っ
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
思

議
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

私
だ
け
が
感
じ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
ま
ず
は
日

本
の
ひ
い
て
は
高
岡
の
貧
困
家
庭
の
現
実
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
。
貧
困
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
い
ろ
ん
な
意
味
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
。
実
際
に
お
金
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
だ

け
で
は
な
く
、
親
が
子
供
を
放
置
し
て
働
い
て
い
た
り
、
遊
ん
で

い
た
り
。
学
校
の
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
勉
強
も
教
え
て
も

ら
っ
て
い
な
い
子
供
が
多
い
。

こ
の
現
状
を
知
っ
て
60
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
４
か
ら
５
人
の

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
す
る
。
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
子
供
の
未
来
応
援
の
た
め
に
誰
か
が
動
き
出
す
と

い
う
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
し
て
始
ま
っ
た
。
３
か
月
に
わ
た
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
た
。
お
金
や
物
を
与
え
る
た
め
だ
け
で
は
本
当

の
支
援
に
は
な
ら
な
い
。「
生
き
る
力
を
つ
け
る
こ
と
、
自
立
さ
せ

る
こ
と
が
本
当
の
支
援
に
な
る
の
で
は
？
」
と
い
う
１
つ
の
答
え

に
結
び
付
い
た
。
そ
こ
で
、
私
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ゴ
ー

ル
の
行
動
を
す
る
べ
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
吉
谷
奈
艶
子
と

一
緒
に
６
月
に
株
式
会
社
ル
・
ソ
レ
イ
ユ
と
い
う
子
供
の
未
来
応

援
の
た
め
の
会
社
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
子
供
だ
け
で
は

な
く
、
人
の
自
立
を
促
す
た
め
の
会
社
で
あ
る
。
最
初
に
決
め
た

ゴ
ー
ル
に
到
達
す
る
の
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

■
山
町
ヴ
ァ
レ
ー　

株
式
会
社
町
衆
高
岡

２
０
１
６
年
８
月
、
株
式
会
社
町
衆
高
岡
が
設
立
さ
れ
た
。
山

町
ヴ
ァ
レ
ー
の
運
営
会
社
と
し
て
、
７
名
の
取
締
役
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
。

山
町
ヴ
ァ
レ
ー
と
は
？
高
岡
商
人
の
ま
ち
山
町
で
、
文
具
商

を
営
ん
で
い
た
谷
道
家
を
改
修
し
て
新
た
な
高
岡
の
コ
ミ
ュ
ニ
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■
終
わ
り
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
手
法
だ
と
私
は
理

解
す
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
こ
そ
大
き
な

力
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
力
を
生
む
た
め
に
は
、
人
の
話
を
聞
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
人
は
、
相
手
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。
家
族
で
す
ら
、
わ
か
ら
な
い
。
少
し
聞
い
て
妄
想
し
て
勝

手
に
思
い
込
む
。
こ
れ
が
人
の
思
考
だ
。

し
か
し
、
深
く
ま
で
聴
く
と
妄
想
し
て
思
い
込
む
こ
と
は
な

い
。
相
手
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
聴
い
た
あ
と
、自
分
の

考
え
と
違
っ
て
い
た
ら
否
定
言
葉
を
言
っ
て
し
ま
う
こ
ろ
だ
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
絶
対
に
否
定
し
て
は
い
け
な
い
。
違
う
意

見
と
し
て
相
手
に
伝
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
気
持
ち
よ
く
自
分

の
意
見
が
言
え
、
そ
の
対
話
の
中
で
合
意
形
成
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
く
。
い
つ
の
間
に
か
地
域
の
課
題
が
解
決
し
て
、
皆
仲
良
く
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
場

で
い
ろ
ん
な
人
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
し

て
い
く
所
存
だ
。
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―75

し
、
結
局
は
「
旅
の
者
」
と
し
て
訪
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
幼
少
期
に

胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
て
い
た
暮
ら
し
を
体
験
で
き
ず
に
４
年
間
が

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

■
地
方
都
市
の
魅
力
に
出
会
う

こ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
感
覚
が
変
わ
っ
た
の
は
現
在
の
研
究

室 （
＊
１
）
に
所
属
し
た
２
０
１
２
年
の
時
。瀬
戸
内
海
に
面
す
る
斜

面
地
の
家
並
み
が
美
し
い
広
島
県
尾
道
市
で
空
き
家
再
生
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
車
が
入
り
込
め
な

い
ひ
っ
そ
り
と
し
た
路
地
裏
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
当
時
別
荘
と

し
て
建
て
ら
れ
た
歴
史
的
な
建
築
物
、
生
活
感
の
あ
る
植
栽
や
洗

濯
物
の
溢
れ
出
し
な
ど
、
戦
災
や
自
然
災
害
に
遭
わ
ず
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
市
街
地
の
持
つ
魅
力
に
ハ
マ
っ
て
い
っ

た
【
写
真
１
／
２
】。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
価
値
感
覚
を
持
っ
た
地
元

住
民
や
移
住
者
た
ち
が
ゆ
る
く
つ
な
が
り
を
持
ち
、
空
き
家
を

改
修
し
て
住
ま
い
や
居
場
所
を
つ
く
っ
て
い
く
現
象
が
次
々
と
起

き
て
い
た
【
写
真
３
／
４
】。
こ
う
し
て
ま
ち
が
住
み
継
が
れ
て
い
く

様
子
を
体
感
で
き
た
こ
と
が
自
分
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
あ
り
、
と

て
も
心
地
よ
い
ま
ち
と
し
て
映
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
空
き
家
活
用

に
よ
っ
て
人
や
建
物
が
循
環
し
て
い
く
地
方
都
市
の
様
子
を
色
々

な
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
研
究
と
し
て
論
文
を
書

写真1：路地裏界隈の様子／商店街から一歩踏み込むと日常の暮らしが感じられる
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ま
ち
な
か
を
継
ぐ

加
納 

亮
介

―
高
岡
へ
の
移
住
と
そ
の
後
の
日
々
―

RYO
H

SU
KE KA

N
O

H

冬
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
今
年
は
近
所
の
ご
夫
婦
か
ら
教
わ

り
初
め
て
の
か
ぶ
ら
寿
し
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
た
。
高
岡
産
の

大
き
な
か
ぶ
ら
を
塩
漬
け
し
、
酢
締
め
し
た
鯖
や
人
参
を
一
つ
一

つ
挟
み
込
ん
で
い
く
。
今
な
お
続
く
老
舗
麹
屋
「
ク
グ
エ
麹
店
」

の
お
母
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
白
米
と
混
ぜ
た
麹
で

か
ぶ
ら
を
じ
っ
く
り
と
漬
け
る
。
ま
ち
な
か
で
今
な
お
つ
く
り
続

け
て
い
る
か
ぶ
ら
寿
し
屋
の
味
に
は
到
底
及
ば
な
い
も
の
の
、
ク

リ
ー
ミ
ー
な
甘
み
と
か
ぶ
ら
の
食
感
は
北
陸
の
絶
品
で
あ
る
。

季
節
ご
と
に
多
彩
な
食
文
化
や
地
域
行
事
な
ど
を
楽
し
め
る
高

岡
で
の
暮
ら
し
も
４
年
目
を
迎
え
る
。
東
京
で
暮
ら
し
て
い
た
頃

に
は
経
験
で
き
な
か
っ
た
日
々
の
暮
ら
し
が
毎
年
新
鮮
で
あ
り
、

こ
れ
が
新
た
な
挑
戦
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
根
源
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
高
岡
へ
の
移
住
経
緯

と
こ
れ
ま
で
の
挑
戦
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

１
．
な
ぜ
地
方
都
市
だ
っ
た
の
か

■
田
舎
暮
ら
し
へ
の
憧
れ

私
は
東
京
の
大
都
会
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
は
実
家
の
あ
る
千
葉

県
千
葉
市
で
育
っ
た
。
大
都
市
圏
の
住
宅
市
街
地
で
は
ご
近
所
付

き
合
い
が
少
な
く
、
学
校
に
も
バ
ス
で
通
学
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
幼
い
頃
か
ら
田
舎
暮
ら
し
が
憧
れ
だ
っ
た
。
当
時
の
テ
レ
ビ
番

組
は
、
地
方
の
風
情
あ
る
ま
ち
な
み
を
散
策
す
る
旅
行
企
画
や
第

二
の
人
生
と
し
て
里
山
で
の
農
業
暮
ら
し
を
提
案
す
る
企
画
な
ど

が
少
し
ず
つ
注
目
を
浴
び
て
い
た
。
春
の
田
植
え
作
業
や
採
れ
た

て
の
夏
野
菜
を
使
っ
た
郷
土
料
理
づ
く
り
、
近
所
の
名
物
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
の
お
茶
会
な
ど
、
画
面
の
向
こ
う
に
映
る
田
舎
で
の
暮

ら
し
ぶ
り
が
心
の
ど
こ
か
で
羨
ま
し
く
感
じ
た
。
大
学
に
進
学
し

て
も
そ
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、「
テ
レ
ビ
に
映
っ
て
い
た
あ
の
姿

を
体
感
し
た
い
」
と
い
う
想
い
で
全
国
各
地
へ
ひ
と
り
旅
に
飛
び

出
し
た
。
地
方
都
市
の
田
舎
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
た
し
か
に
畑

作
業
の
風
景
や
井
戸
端
会
議
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
た
。
し
か

XMFRemote_(81018)211829_「都萬麻Ⅱ」vol.1 本文-pj342(83343) 

 

(X4_右見開き) 

 

38 

 

折 

 

2018/03/27 14:04:30

 

75 74



まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―77

写真4：ゲストハウス「あなごのねどこ」／空き家を活用して新しい空間が次々と生まれている

写真6：100畳の大広間／老舗の旅館や商店が数多く
残っている

写真 5：緑青が鮮やかな銅板葺きの町家建／鋳物の
まちであることがまちを歩くと感じられる

76

写真 3：ある日のアキチ公園／子育て世代の移住者
による井戸端会議が自然と開かれる

写真 2：尾道水道から眺める斜面市街地／様々な要
因が重なり空き家が増加している

き
た
い
と
考
え
は
じ
め
た
。
そ
ん
な
中
、
研
究
室
の
指
導
教
員
か

ら
紹
介
を
受
け
て
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
富
山
県
高
岡
市
で

あ
っ
た
。

２
．
高
岡
へ
の
移
住
を
決
意

■
は
じ
め
て
の
高
岡
へ

は
じ
め
て
高
岡
を
訪
れ
た
の
は
２
０
１
３
年
５
月
。
Ｊ
Ｒ
高
岡

駅 （
＊
２
）
北
口
広
場
の
工
事
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
レ
ト
ロ
な
駅

前
ビ
ル
が
営
業
を
続
け
新
旧
の
混
在
し
て
い
る
雰
囲
気
が
ど
こ

か
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
日
は
高
岡
ま

ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト （
＊
３
）
主
催
の
ま
ち
あ
る
き
イ
ベ
ン
ト「
た

か
お
か
ま
ち
な
か
あ
る
き
〜
と
き
ど
き
空
き
家
〜
」
に
参
加
す
る

こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
雪
国
特
有
の
内
蔵
付
き
の
空
き
家
に
驚
き

つ
つ
、
黒
瓦
の
町
家
が
建
ち
並
ぶ
中
を
路
面
電
車
が
走
る
風
景
を

楽
し
み
な
が
ら
総
勢
30
人
以
上
の
参
加
者
と
と
も
に
ま
ち
な
か
を

歩
い
て
回
っ
た
【
写
真
５
／
６
】。
ひ
と
り
旅
の
時
と
は
異
な
り
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ
た
人
た
ち
は
次
の
出
会
い
が
広
が
る
き
っ

か
け
と
な
る
と
と
も
に
、
現
在
で
も
一
緒
に
活
動
す
る
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
【
写
真
７
／
８
】。
今
思
い
返
す
と
高
岡
へ
の
移
住
を
決
意

す
る
上
で
大
切
な
場
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―79

写真 9：ほんまちの家でのDIY ワークショップの様
子／柿渋塗りと漆喰塗りの作業を子供たちと一緒に
楽しんだ

■
移
住
の
決
め
手
は

こ
の
ま
ち
あ
る
き
の
時
に
み
つ
け
た
築
80
年
の
空
き
町
家
を
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
（
現
・
町
家
体
験
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス　

ほ
ん
ま
ち
の
家
）
に
活
用
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
２
０
１
３
年
の
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
完

成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
多
く
の
人
た
ち
と
共
有
し
た
い
、
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
想
い （
＊
４
）
に
興
味
深
く
感
じ
、
大
掃
除
会
・

蚤
の
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
開
業
に
向
け
た
検
討
会
議
の
運

営
な
ど
の
た
め
に
東
京
か
ら
通
う
こ
と
に
し
た
【
写
真
９
】。

そ
の
後
、
高
岡
へ
の
移
住
を
決
意
し
た
の
は
同
年
10
月
の
こ

と
。
就
職
か
進
学
か
、
大
都
市
か
地
方
か
、
高
岡
か
他
の
ま
ち
か
。

色
々
と
悩
ん
だ
結
果
、
こ
れ
か
ら
の
高
岡
の
ま
ち
（
特
に
歴
史
的
な
基

盤
や
資
源
が
色
濃
く
残
る
ま
ち
な
か
）
で
な
に
か
面
白
い
こ
と
が
起
こ
り

そ
う
な
予
感
が
し
た
こ
と
が
一
番
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

に
思
っ
た
背
景
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
ま
ち
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ

る
よ
う
に
思
う
。

特
徴
①
： 

明
治
33
年
の
大
火
以
降
、
各
時
代
の
建
物
が
生
活
様

式
や
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
増
改
築
を
繰
り
返
さ
れ

て
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
こ
と
（
そ
の
た
め
、
山
町
筋

や
金
屋
町
の
よ
う
な
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
以
外
の
場
所
に
歴

史
あ
る
町
家
や
土
蔵
造
り
が
残
っ
て
い
る
）【
写
真
10
】

写真 10：昭和初期に移築された町家／茶室や内蔵
のある魅力的な町家を現在は富山大学生がシェアし
て活用している

78

写真7：まちあるき後の交流会／大学生や職人、経営者など様々な職能を持つ人が参加した

写真8：まちあるき後の意見交換会／司会進行をしながら空き家の活用方法やまちの将来像などを語った
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―81

考
え
て
い
る
。
昔
は
ミ
セ
の
間
で
商
売
を
し
て
奥
の
間
に
は
家
族

の
空
間
が
広
が
る
関
係
、
ま
た
は
歩
い
て
商
店
に
通
え
る
場
所
に

住
ま
い
を
構
え
る
関
係
が
大
半
で
あ
っ
た
。
２
世
代
な
い
し
３
世

代
が
一
つ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
、
親
か
ら
子
へ
職
が
受
け
継
が
れ

る
こ
と
で
建
物
も
次
の
世
代
へ
住
み
継
が
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、
業
務
の
拡
大
や
効

率
化
を
目
指
し
た
産
業
の
郊
外
集
約 （
＊
５
）
を
契
機
に
職
と
住
は

分
離
し
、
住
ま
い
の
場
所
の
選
択
に
自
由
さ
が
生
ま
れ
た
。
そ
の

結
果
、
核
家
族
を
好
み
、
郊
外
住
宅
地
や
大
都
市
圏
に
新
し
い
住

ま
い
を
つ
く
る
こ
と
が
現
在
の
主
流
と
な
り
、
ま
ち
な
か
に
暮
ら

す
親
世
代
が
亡
く
な
っ
た
後
の
建
物
は
誰
に
も
住
み
継
が
れ
る
こ

と
な
く
空
き
家
化
、
空
き
地
化
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
（
図
１
参
照
）。
こ
う
し
た
現
象
は
、
高
岡
の
よ
う
な
歴
史
的

な
基
盤
と
資
源
が
多
く
残
る
全
国
各
地
の
市
街
地 （
※
６
）
で
も
起

き
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２
参
照
）。

果
た
し
て
住
み
継
ぎ
の
循
環
が
停
滞
し
て
い
る
ま
ち
な
か
を
今

後
ど
う
や
っ
て
次
の
世
代
へ
継
承
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
私

が
高
岡
へ
移
住
し
て
感
じ
た
こ
の
大
き
な
課
題
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
試
行
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

■
取
り
組
み
①
：
暮
ら
し
の
魅
力
を
継
ぐ
窓
口
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

―
町
家
体
験
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ほ
ん
ま
ち
の
家

ほ
ん
ま
ち
の
家
は
築
80
年
の
町
家
を
改
修
し
、
２
０
１
４
年
５

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
町
家
体
験
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
る
【
写
真
13
】。

近
年
全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」
は
、
一
般
的

な
ホ
テ
ル
と
は
少
し
異
な
っ
た
空
間
や
交
流
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
宿
泊
施
設
で
あ
る
。
宿
泊
者
や
地
元
住
民
が
リ
ビ
ン
グ
に

集
ま
り
、
ま
ち
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
り
旅
の
情
報

交
換
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
「
暮
ら
す
よ
う
な
時
間
」
を
過
ご
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
特
に
、高
岡
町
家
ら
し
さ（
外
観
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
立
派
な
内
蔵
、
光
沢
の
あ
る
漆
塗
り
の
柱
、
繊
細
な
造
り
が
美
し
い
さ
ま
の
こ
な

ど
）
を
残
し
た
ほ
ん
ま
ち
の
家
で
の
滞
在
を
通
じ
て
「
い
つ
か
は
ま

ち
な
か
に
暮
ら
し
た
い
！
」「
古
民
家
を
活
用
し
て
お
店
を
開
き

た
い
！
」
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
一
人
で
も
増
え
て
い
っ
て
欲
し

い
、
と
い
う
こ
と
を
願
っ
て
日
々
管
理
人
と
し
て
運
営
を
行
っ
て

い
る
。
夏
は
蝉
の
声
を
聞
き
な
が
ら
通
り
抜
け
る
涼
し
い
風
を
感

じ
、
冬
は
湯
た
ん
ぽ
を
抱
え
な
が
ら
寒
さ
を
楽
し
む
。
お
隣
さ
ん

か
ら
暮
ら
し
の
音
が
漏
れ
て
く
る
安
心
感
や
ご
近
所
さ
ん
と
の
何

気
な
い
日
々
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
暮
ら
し
の
距
離
感
や
習
慣
、
四

季
に
よ
っ
て
変
わ
る
環
境
を
カ
ラ
ダ
で
感
じ
て
も
ら
い
た
い
【
写

真
14
／
15
】。
ま
た
、
町
家
で
の
時
間
だ
け
に
完
結
さ
せ
ず
、
ま
ち
に

80

写真11：喫茶店HERAの外観／朝は出勤前のお父さ
ん達がカウンターに集まり会話を楽しんでいる

特
徴
②
： 

銭
湯
や
八
百
屋
、
魚
屋
、
喫
茶
店
、
麹
屋
な
ど
、
日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
商
店
が
今
な
お
多
く
営
ん
で
い

る
こ
と
【
写
真
11
】

特
徴
③
： 

高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、
建
築
家

や
不
動
産
業
者
、
伝
統
工
芸
士
、
料
理
人
、
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
な
ど
、
様
々
な
職
能
を
も
つ
20
〜
40
代
の
Ｕ

タ
ー
ン
者
や
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
が
ま
ち
な
か
で
生
業
を

つ
く
っ
た
り
、新
し
い
取
り
組
み
を
は
じ
め
た
り
し
て

い
る
こ
と
（
比
較
的
最
近
５
年
で
の
出
来
事
）【
写
真
12
】

３
．
こ
れ
ま
で
な
に
を
取
り
組
ん
で
き
た
の
か

■
高
岡
の
ま
ち
な
か
の
現
状

城
下
町
を
起
源
と
す
る
高
岡
の
ま
ち
な
か
は
、
一
国
一
城
令
に

よ
る
廃
城
後
、
商
人
や
職
人
を
中
心
と
し
た
商
工
都
市
と
し
て
栄

え
た
。
人
の
往
来
や
物
流
の
結
節
点
と
し
て
北
陸
の
発
展
を
牽
引

し
て
き
た
近
代
以
降
は
、
人
口
増
加
と
と
も
に
市
街
地
も
拡
大
し

て
き
た
。
し
か
し
、
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
た
近
年
で
も
新
高

岡
駅
を
中
心
と
す
る
郊
外
開
発
が
続
き
、
ま
ち
な
か
で
は
世
帯
数

の
減
少
や
居
住
者
の
高
齢
化
が
、
空
き
家
問
題
や
自
治
会
の
継
承

問
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
の
背
景
に
は

職
と
住
の
関
係
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は

写真 12：comma, coffee stand の外観／空き家を活
用してカフェやパン屋などをはじめる動きが少しず
つ増えている
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―83

写真13：ほんまちの家の外観／ロゴやのれんは富山大学芸術文化学部生（以下、芸文生）がデ
ザインした

写真 14：町家縦断流しそうめんの様子／宿泊者もご近所さんも一緒に楽しめるように季節ご
とのイベントを企画している

82

図2：住み継ぎの循環が停滞する状況

図 1：まちなかの現状／高岡の市街地は明治後期から高度経済成長
期までの間に4.8倍、さらに現在までの約100年間で15.8倍に拡大
していることがわかる。そのため、市街地の中でもまちなかには特
に歴史的な建築物や文化が色濃く残っていると言える。最近 20年
間に着目をすると、市全域の世帯数は増加している一方、まちなか
（＝歴史的市街地）の世帯数は減少へ転じており、今後も空き家等が
増加することが予想される。また、年齢別人口をみると各年代がこ
の20年間で減少していることがわかる。特に当時20代、40代だっ
た年齢層の減少数が大きく、郊外や県外への住み替えが起きている
と考えられる。
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―85

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、「
幅
広
い
世
代
の

人
た
ち
が
も
っ
と
気
軽
に
顔
を
合
わ
せ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
か
ら

は
じ
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う
住
民
の
声
が
挙
が
っ
て
き
た
。
そ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
着
目
し
た
の
が
大
正
時
代
に
建
て
ら

れ
た
旧
文
房
具
屋
の
空
き
家
で
あ
っ
た
【
写
真
16
】。
か
つ
て
の
街

道
沿
い
に
建
つ
こ
の
町
家
は
、
学
校
帰
り
に
こ
こ
で
ノ
ー
ト
を
買

い
に
寄
っ
た
り
、
お
菓
子
を
買
い
に
行
っ
た
り
し
て
子
ど
も
た
ち

の
た
ま
り
場
的
存
在
だ
っ
た
そ
う
だ
。
最
近
で
は
、
５
月
１
日
の

御
車
山
祭
の
時
に
母
衣
の
展
示
場
所
兼
休
憩
所
と
し
て
毎
年
利
用

し
て
お
り
、
住
民
に
と
っ
て
も
思
い
入
れ
の
あ
る
場
所
で
も
あ
っ

た
。
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
の
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
と
異
な

り
、
こ
の
場
所
づ
く
り
を
通
じ
て
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
こ
と
、
ま
た
自
治
会
の
主
役
と
な
る
若
者

世
代
へ
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
、
そ
し
て
城
下
町
時
代
か
ら
続
く
町

の
歴
史 （
＊
７
）
を
伝
え
継
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

検
討
段
階
の
時
点
か
ら
利
用
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
企
画
を
試

験
的
に
挑
戦
し
て
き
た
。
こ
の
町
家
か
ら
の
掘
り
出
し
品
に
よ
る

蚤
の
市
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ま
ち
か
ど
映
画
館
、
小

学
生
対
象
に
夏
休
み
の
自
由
研
究
勉
強
会
、
芸
文
生
の
有
志
に
よ

る
ま
ち
な
か
展
示
会
な
ど
、
完
成
し
た
ら
足
を
運
ん
で
み
た
く
な

る
、
自
分
で
も
使
っ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
力

写真16：まちかどサロンの外観／かつては文房具屋として賑わっていた

84

写真 15：ごはん交流会ほんまちのヨル／参加者同士が仲良くなり翌日一緒に遊びに行くこと
もよくある

生
活
す
る
人
た
ち
の
様
子
や
暮
ら
し
方
が
伝
わ
る
よ
う
に
ま
ち
な

か
を
案
内
す
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
る
。
近
所
の
銭
湯
や
魚
屋
、

地
元
密
着
の
ス
ー
パ
ー
や
赤
提
灯
の
居
酒
屋
な
ど
、
日
常
の
風
景

が
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
お
す
す
め
し
て
い
る
。
お
店
の
大
将
や
番

台
さ
ん
と
仲
良
く
な
っ
て
「
ま
た
み
な
さ
ん
に
会
い
た
い
の
で
遊

び
に
行
き
ま
す
ね
！
」
と
宿
泊
者
が
残
し
て
い
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

こ
の
場
所
を
続
け
る
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
移
住
や

定
住
を
し
て
く
れ
る
人
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
な
か
を
魅

力
的
に
感
じ
《
第
二
の
故
郷
》
の
よ
う
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
人

が
増
え
て
い
く
こ
と
も
、
ま
ち
を
住
み
継
ぐ
一
つ
の
形
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

■
取
り
組
み
②
： 

多
世
代
が
支
え
合
い
自
治
会
を
次
の
世
代
へ
継

ぐ
場
所
づ
く
り　

―
博
労
町
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン

「
み
ん
な
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う

声
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
づ
く
り
が
い
よ
い
よ
完
成

間
近
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
か
ら
博
労
小
学
校
周
辺
の
住
民
の
み
な
さ
ん
と
ま

ち
づ
く
り
の
話
し
合
い
を
進
め
て
き
た
。
木
造
住
宅
が
密
集
し
て

い
る
こ
と
を
背
景
と
し
た
防
災
対
策
が
ス
タ
ー
ト
の
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
が
、
議
論
を
進
め
て
い
く
と
防
災
だ
け
が
論
点
で
は
な
い
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―87

写真 18：エコバックづくり／幅広い年代が気軽に
集まれる雰囲気をつくるために全 5回イベントを企
画した

時
の
生
業
や
暮
ら
し
の
様
子
を
よ
り
鮮
明
な
も
の
に
す
る
た
め
、

一
人
一
人
が
覚
え
て
い
る
思
い
出
話
や
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
の
収

集
作
業
を
こ
の
１
年
間
地
道
に
続
け
て
き
た
【
写
真
20
／
21
】。「
か

つ
て
は
野
菜
や
魚
を
大
量
に
積
ん
だ
荷
車
が
町
中
を
行
き
交
っ
て

い
た
」「
暑
い
夏
は
千
保
川
で
泳
い
で
遊
び
、
冬
は
川
原
の
斜
面

で
ス
キ
ー
を
し
て
楽
し
ん
だ
」「
戦
後
間
も
な
く
、
住
民
の
協
力

に
よ
り
夜
の
山
町
筋
に
は
ネ
オ
ン
が
灯
っ
て
い
た
」
な
ど
、
職
業

や
住
ん
で
い
た
町
に
よ
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
風
景
が
異
な
る
こ
と

が
興
味
深
く
、
更
な
る
探
究
心
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
う
し
た
貴
重

な
生
の
記
憶
を
可
視
化
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
、
時
代
に
よ
っ
て

変
化
し
な
が
ら
も
高
岡
の
ま
ち
な
か
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る【
写
真
22
】。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
な
か

を
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
く
か
を
考
え
る
は
じ
ま
り
で
も
あ

る
。

４
．
最
後
に

前
述
の
取
り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
取
り
組
み
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
継
ぐ
」
と

い
う
こ
と
が
意
識
の
根
底
に
は
あ
る
。
町
が
も
つ
個
性
を
白
紙
に

し
て
つ
く
り
直
す
の
で
は
な
く
、
時
間
の
経
過
や
世
代
の
継
承
と

写真 19：芸文生による展示会の様子／作品を通じ
て地元住民と会話をするきっかけとなった

86

を
い
れ
た
【
写
真
17
／
18
／
19
】。

２
０
１
７
年
10
月
か
ら
工
事
が
は
じ
ま
り
２
０
１
８
年
３
月
に

は
完
成
予
定
。
こ
ど
も
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
つ
の
輪
に

な
っ
て
楽
し
げ
な
会
話
を
交
わ
す
空
間
は
、
次
の
新
し
い
若
者
た

ち
が
定
住
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
や
自
宅
の
町
家
改
修
を
考
え
る

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
、
様
々
な
切
り
口
か
ら
こ
の
地
域
の
持
続
性

を
支
え
る
場
所
に
な
れ
る
よ
う
に
運
営
の
段
階
へ
と
向
か
う
。

■
取
り
組
み
③
： 

か
つ
て
の
記
憶
を
継
ぐ
仕
掛
け
づ
く
り　

 

―
思

い
出
地
図
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
７
年
度
は
、
土
蔵
造
り
の
ま
ち
な
み
が
残
る
山
町
界
隈

に
お
け
る
１
９
６
０
年
代
頃
の
記
憶
や
思
い
出
を
集
め
て
地
図
に

表
現
す
る
「
思
い
出
地
図
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
芸
文
生
や

東
京
工
業
大
学
の
学
生
を
中
心
に
は
じ
ま
っ
た （
＊
８
）。
今
で
は

「
ま
ち
な
か
」と
い
う
言
葉
で
括く
く

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
か
つ
て

は
繊
維
問
屋
業
や
金
融
業
が
集
積
し
て
い
た
山
町
を
は
じ
め
、
海

産
加
工
業
が
盛
ん
だ
っ
た
中
川
原
町
、
大
衆
娯
楽
で
賑
わ
っ
て
い

た
下
川
原
町
、
青
果
物
流
の
拠
点
だ
っ
た
二
番
町
な
ど
、
町
ご
と

に
異
な
る
職
能
を
も
っ
た
商
人
や
職
人
が
集
ま
っ
て
働
き
暮
ら
し

て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
が
互
い
の
暮
ら
し
を
支
え
合
う
こ
と
で

高
岡
と
い
う
大
き
な
ま
ち
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当

写真17：建物の大掃除会／住民が一丸となって中の家財や生活用品を片付けるところからス
タートした
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まちなかを継ぐ　―高岡への移住とその後の日々―89

と
も
に
つ
く
り
足
し
て
い
く
こ
と
で
こ
そ
、
ま
ち
な
か
は
豊
か
な

暮
ら
し
を
送
れ
る
場
所
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

ん
な
想
い
が
日
々
の
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
奮
い
た
た
せ
て
く
れ
て

い
る
。

【
註
釈
】

＊
１ 

当
時
は
東
京
工
業
大
学
社
会
理
工
学
研
究
科
社
会
工
学
専
攻
真
野
研
究
室

＊
２ 

現
在
は
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
高
岡
駅

＊
３ 

若
者
世
代
の
ま
ち
な
か
居
住
促
進
を
目
指
し
て
活
動
す
る
市
民
組
織
。
建
築
業

や
伝
統
産
業
、
金
融
業
な
ど
職
業
は
異
な
る
も
の
の
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
を
経
て
ま

ち
な
か
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
想
い
や
問
題
意
識
を
持
つ
４
人
を
中
心
に
富

山
大
学
生
や
移
住
者
、
ま
ち
な
か
の
住
民
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①
空
き
家
を
活
用
に
よ
る
新
し
い
場
所
づ
く
り
や
②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

に
よ
る
移
住
希
望
者
や
開
業
希
望
者
の
応
援
、
③
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
ま
ち

な
か
へ
訪
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

＊
４ 

詳
し
く
は
「
都
萬
麻
03
」
の
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
節
に
記
載

＊
５ 

高
岡
問
屋
セ
ン
タ
ー
は
１
９
６
８
年
、
高
岡
市
地
方
卸
売
市
場
は
１
９
６
５

年
、
高
岡
銅
器
団
地
は
１
９
７
７
年
に
そ
れ
ぞ
れ
開
業

＊
６ 

高
岡
市
の
よ
う
な
歴
史
的
な
基
盤
や
資
源
が
残
っ
て
い
る
都
市
は
全
国
で
約

３
３
５
都
市
存
在
す
る
（
１
８
８
８
年
の
市
制
・
町
村
制
制
定
時
に
市
ま
た
は

町
と
し
て
成
立
し
、
こ
れ
ま
で
戦
災
や
大
規
模
災
害
に
遭
っ
て
い
な
い
都
市
）

※
７ 

町
の
中
心
に
建
つ
極
楽
寺
は
、
５
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
「
御
車
山
祭
」
で
の

巡
路
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
は
、
自
治
会
が
所
有
す
る
母
衣
の
展

示
空
間
で
あ
る
と
と
も
に
山
町
の
休
憩
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

＊
８ 

２
０
１
７
年
４
月
、
山
町
筋
の
小
馬
出
町
に
複
合
施
設
「
山
町
ヴ
ァ
レ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
施
設
運
営
の
中
で
町
衆
文
化
情
報
発
信
事
業
の
一
つ
と

し
て
思
い
出
地
図
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ
れ
た
。

88

写真 22：川原町にある若井家住宅／思い出をたどるまちあるきイベントには多くの地元住民
が参加した

写真21：インタビューの様子／地域の住民ひとりひ
とりから丁寧に思い出を伺った

写真20：思い出の集まった地図／収集した思い出は
旗に記して山町ヴァレーにて展示している
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【コラム】高岡HUB計画91

を
痛
感
す
る
地
域
連
携
授
業
と
な
っ
た
。

そ
の
悔
し
さ
か
ら
活
性
化
と
は
何
か
を
問
い
直
し
た
結
果
、
学
生
た
ち
が
大
学
の
外
で
社

会
の
入
り
口
と
な
る
遊
び
場
（
実
験
場
）
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
膨
ら
む
こ
と
と
な

る
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
新
生
高
岡
ク
ル
ン
駅
舎
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
よ
り
駅
前
の
状

況
は
一
変
、
ク
ル
ン
駅
地
下
テ
ナ
ン
ト
運
営
の
中
心
人
物
と
の
偶
然
の
出
会
い
か
ら
、
駅
の

活
性
化
計
画
へ
意
気
投
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
ク
ル
ン
駅
地
下
に
学
生
た
ち
の
活
動
場
所
を

無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
話
と
な
っ
た
。

ま
さ
に
世
は
捨
て
る
神
あ
れ
ば
拾
う
神
あ
り
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
…
、
こ
れ
に
よ
り
現
在

の
高
岡
Ｈ
Ｕ
Ｂ
計
画
が
２
０
１
３
年
か
ら
正
式
ス
タ
ー
ト
し
た
。

■
Ｈ
Ｕ
Ｂ
の
活
動

Ｈ
Ｕ
Ｂ
の
構
成
学
生
は
コ
ー
ス
別
に
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
人
数
が
多
い
も
の
の
、
建
築
、

デ
ザ
イ
ン
、
芸
術
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
の
学
生
達
か
ら
な
る
、
県
内
よ
り
む
し
ろ
県
外
か

ら
の
娘
が
多
い
の
も
特
徴
で
、「
地
域
を
変
え
て
い
く
の
は
よ
そ
者
、
若
者
、
馬
鹿
者
」
と
よ

く
言
わ
れ
る
が
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

Ｈ
Ｕ
Ｂ
娘
た
ち
の
ク
ル
ン
駅
地
下
活
動
を
見
て
い
る
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
本
業
の
自
分
か
ら
見

て
も
論
理
や
セ
オ
リ
ー
と
い
っ
た
概
念
か
ら
逸
脱
し
て
い
て
、
本
当
に
こ
れ
で
大
丈
夫
な
の

か
？
と
心
配
す
る
こ
と
が
多
い
。
今
で
は
む
し
ろ
世
間
一
般
の
セ
オ
リ
ー
か
ら
離
れ
、
興
味

と
や
り
た
い
こ
と
に
真
剣
に
悩
み
知
恵
を
絞
っ
て
行
動
す
る
彼
女
た
ち
の
姿
こ
そ
が
、
町
の

人
た
ち
か
ら
共
感
さ
れ
た
り
、
支
持
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
今
を
生

き
て
い
る
彼
女
た
ち
の
リ
ア
ル
な
ワ
ク
・
ド
キ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
こ
そ
、
駅
を
中
心
に
一
体

90

毎
週
月
曜
夕
方
頃
に
高
岡
駅
地
下
ク
ル
ン
Ｂ
１
ス
テ
ー
ジ
上
で
次
々
と
若
い
学
生
た
ち
が

集
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
井
戸
端
会
議
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ク
ル
ン
駅
地
下
街
、
通
り
す
が
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
近
く
の
学
生
、
Ｏ
Ｌ
、
子
供
連
れ

の
夫
婦
の
人
た
ち
の
中
に
は
彼
女
た
ち
の
行
動
が
気
に
な
る
ら
し
く
、
時
折
立
ち
止
ま
り
会

議
内
容
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
く
る
人
や
、
ス
テ
ー
ジ
横
の
椅
子
に
腰
掛
け
て
は
提
案
内

容
に
コ
メ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
人
た
ち
も
い
る
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
で
も
イ
ベ
ン
ト
で
も
た
だ
の
女
子
会
で
も
な
い
そ
の
不
思
議
な
毎
週
の
会

議
風
景
は
、
地
元
の
人
た
ち
に
「
ハ
ブ
ち
ゃ
ん
」、「
Ｈ
Ｕ
Ｂ
娘
（
こ
）」
な
ど
親
し
み
を
持
っ
て

呼
ば
れ
、
高
岡
駅
を
も
っ
と
楽
し
く
笑
顔
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
芸
術
文
化
学
部
学
生
サ
ー

ク
ル
「
高
岡
Ｈ
Ｕ
Ｂ
（
ハ
ブ
）
計
画
」
の
集
ま
り
で
あ
る
。

■
Ｈ
Ｕ
Ｂ
の
始
ま
り

今
か
ら
５
年
前
、
私
が
初
め
て
高
岡
駅
（
旧
）
に
降
り
立
っ
た
と
き
、「
こ
れ
が
駅
な
の
か

…
!?
」
を
き
っ
か
け
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
協
力
の
も
と
産
学
協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
授
業
（
製

品
評
価
法
「
駅
作
り
」）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２
年
間
の
駅
作
り
は
一
応
の
成
果
を
見
た
も
の
の
、

駅
の
活
性
化
と
い
う
視
点
で
は
全
く
不
十
分
で
地
方
都
市
に
お
け
る
賑
わ
い
作
り
の
難
し
さ

高
岡
H
U
B
計
画

内
田 

和
美

【
コ
ラ
ム
】

KA
Z

U
M

I U
C

H
ID

A
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【コラム】高岡HUB計画93

他
に
も
、
日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
フ
ト
イ
ベ
ン
ト
の
高
岡
ク
ラ
フ
ト
市
場
街
に
お
い
て
、

好
評
な
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
の
「
ま
ち
な
か
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
２
０
１
５
〜
）」
は
Ｈ
Ｕ

Ｂ
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
現
在
で
は
芸
文
の
魅
力
あ
る
地
域
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
授
業
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。

Ｈ
Ｕ
Ｂ
娘
た
ち
の
力
強
い
原
動
力
は
ど
こ
か
ら
？
と
よ
く
尋
ね
ら
れ
る
が
、
私
が
近
く
で

見
て
感
じ
る
こ
と
は
大
学
の
授
業
と
は
違
い
単
位
や
履
修
な
ど
関
係
な
く
、
彼
女
た
ち
の
当

た
り
前
、
好
き
だ
か
ら
、
楽
し
い
か
ら
、
一
緒
に
笑
顔
を
共
有
し
た
い
か
ら
、
と
い
う
わ
か
り

や
す
い
原
理
が
そ
の
行
動
力
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
理
屈
よ
り
心
や
体
に
届
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
求
め
て
、
五
感
を
フ
ル
に
使
い
行
動
力
し
よ
う
と
す
る
パ
ワ
ー
が
地
域
の
元
気
や

笑
顔
作
り
に
つ
な
が
る
（
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ら
し
さ
）
原
動
力
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

５
年
目
の
今
、
伝
統
と
文
化
が
似
合
う
高
岡
駅
周
辺
で
、
地
域
の
ア
イ
ド
ル
Ｈ
Ｕ
Ｂ
娘
の

姿
も
こ
の
街
に
似
合
う
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

92

型
の
ラ
イ
ブ
感
が
生
ま
れ
、
従
来
の
枠
か
ら
は
み
出
た
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ら
し
さ
を
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
口
は
出
さ
ず
に
背
後
か
ら
支
援
す
る
ア
イ
ド
ル
応
援
隊
の
よ
う
な

気
分
だ
が
今
で
は
そ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
。

そ
ん
な
創
造
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
世
界
を
楽
し
む
Ｈ
Ｕ
Ｂ
カ
テ
ゴ
リ
ー
は　

１
：
イ
ベ

ン
ト　

２
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

３
：
公
開
プ
レ
ゼ
ン　

４
：
演
奏
会
（
ラ
イ
ブ
）　

５
：
地

域
活
性
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
制
作
（
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
・
冊
子
な
ど
）
な
ど
主
に
活
動
を
行
な
っ
て

き
た
。
代
表
例
と
し
て
と
「
高
岡
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２
０
１
４
）」
や
「
北
陸
新

幹
線
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ネ
ル
（
２
０
１
５
）」
な
ど
が
あ
る
が
、
高
岡
市
長
の
出
演
な
ど
の
Ｈ

Ｕ
Ｂ
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
地
高
岡
で
Ｈ
Ｕ
Ｂ
の
活
動
を
知
る
人
た

ち
が
一
気
に
増
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た （
＊
１
）。

＊
1 

新
幹
線
Ｔ
Ｖ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
動
画
参
照

 
https://www.facebook.com

/takaokahub/

videos/339902522845503/
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キュレーションのつくるまちの魅力　―北アルプス国際芸術祭 2017 を事例に―95

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
満
足
度
を
優
先
し
作
品
の
芸
術
的
価
値
に
つ
い

て
の
議
論
が
で
き
な
い
芸
術
祭
と
な
っ
て
し
ま
う
」
こ
と
へ
の
危

惧
か
ら
、「
芸
術
祭
に
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
展
覧
会
の
要
素

が
た
と
え
一
部
で
あ
っ
て
も
存
在
す
る
こ
と
、
地
域
の
美
術
機
関

や
国
外
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
連
携
の
重
要
性
を
殊
更
強
調

し
た
い
」
と
語
る （
＊
５
）。
ま
た
、
黒
瀬
は
、「
現
在
の
乱
立
す
る

芸
術
祭
で
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
す
ら
不
在
（
あ
る
い

は
著
し
く
低
レ
ベ
ル
）
で
あ
る
こ
と
が
多
い
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
芸

術
祭
は
展
覧
会
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠

で
あ
る
」と
強
調
す
る （
＊
６
）。
芸
術
祭
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
、
作
品
の
芸
術
的
価
値
に
つ
い
て
の
議
論
が
抜
け
落
ち

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
危
惧
は
、
地
域
名
を
冠
し
た
美
術
の

イ
ベ
ン
ト
を
「
地
域
ア
ー
ト
」
と
名
付
け
る
文
芸
批
評
家
の
藤
田

直
哉
の
著
書
『
地
域
ア
ー
ト　

美
学
／
制
度
／
日
本
』
に
詳
述
さ

れ
て
い
る （
＊
７
）。
藤
田
は
、
地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、
芸
術
の

中
身
や
「
美
」
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、

地
域
活
性
化
や
経
済
効
果
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
ア
ー
ト
が
活

用
さ
れ
る
現
状
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
危
惧
を
述
べ
る
。

質
の
評
価
が
困
難
で
あ
る
か
、
基
準
が
存
在
し
な
い
状
態

で
、
な
し
崩
し
的
に
、
地
域
ア
ー
ト
の
中
に
現
代
ア
ー
ト
が

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
状
態
が
あ
る
。「
芸
術
性
」
を
判
断
す

る
の
は
、
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ま
ま
で
は
「
地
域
を
活

性
化
す
る
も
の
」
こ
そ
が
「
現
代
ア
ー
ト
」
で
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
、
定
義
の
方
が
変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

か （
＊
８
）。

　
こ
の
よ
う
な
危
機
感
は
お
そ
ら
く
藤
田
一
人
の
も
の
で
は
な
い

こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
指
摘
さ

れ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
芸
術
祭
へ

の
様
々
な
批
評
的
考
察
が
な
さ
れ
る
と
同
時
に
、
実
際
に
芸
術
祭

の
あ
り
方
自
体
も
変
化
を
見
せ
始
め
て
い
る （
＊
９
）。
そ
れ
で
は
、

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
今
な
お
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
、
地
域

で
の
芸
術
祭
に
は
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
本
稿
で
は
、
昨
年
初
め
て
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

を
集
め
た
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
を
事
例
に
、
作
品
の
芸
術
的

価
値
と
は
何
か
、
そ
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
地
域
の
魅
力

を
引
き
出
す
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
に

つ
い
て
、
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
、
地
域
で
芸
術
祭
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
を
導
き
出
し
た
い
と
考
え
る
。

94

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
く
る
ま
ち
の
魅
力

松
田 

愛

―
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
2
0
1
7
を
事
例
に
―

A
I M

A
T

SU
D

A

■
地
域
活
性
化
と
芸
術
祭

芸
術
祭
に
お
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
と
は
何
か
。
２

０
０
０
年
よ
り
3
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
「
大
地
の
芸
術

祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
を
は
じ
め
、
い
ま
や

全
国
各
地
の
自
治
体
で
、
芸
術
祭
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
数

多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
第
6
回
目
を
迎
え
た
越

後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、
ア
ー
ト
を
媒
介
に
、
過
疎

高
齢
化
の
進
む
豪
雪
の
中
山
間
地
を
、
人
が
自
然
と
関
わ
り
な
が

ら
長
い
時
間
を
経
て
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
「
里
山
」
の
風
景
と
し

て
、
そ
の
価
値
を
再
発
見
さ
せ
る
こ
と
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
含
め

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
芸
術
祭
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る （
＊
１
）。
芸
術
祭
を
契
機
と
す
る
地
域
再
生
へ
の
期
待
は
、瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
へ
の
注
目
や
、
２
０
１
７
年
に
始
ま
っ
た
北
ア

ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
、
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
な
ど
新
た
な
芸
術
祭

の
動
き
か
ら
も
み
て
と
れ
る
。

他
方
で
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
芸
術
祭
の
内
容
の
画
一
化

や
マ
ン
ネ
リ
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
経
済
効
果
へ
の
注
目
の
み
な

ら
ず
、
作
品
の
維
持
管
理
の
問
題
、
事
業
の
評
価
方
法
、
芸
術
と

し
て
の
質
の
担
保
や
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
な
ど
、
様
々
な

観
点
か
ら
芸
術
祭
と
地
域
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
考
察
が
進
め
ら

れ
て
い
る （
＊
２
）。芸
術
祭
を
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
か
と
い
う

難
し
さ
は
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
６
の
芸
術
監
督
を

務
め
た
港
千
尋
の
言
葉
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。「
国
内
外
で
こ
れ

だ
け
多
様
な
芸
術
祭
が
開
か
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
評
価
軸
そ
の

も
の
も
多
様
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、

『
軸
』
は
自
明
の
も
の
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
が
軸
を
つ
く
り
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
港
は
語

る （
＊
３
）。

ま
た
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
３
や
札
幌
国
際
芸
術

祭
２
０
１
４
な
ど
に
共
同
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加
し
た
飯
田
志

保
子
や
、
美
術
家
・
美
術
批
評
家
の
黒
瀬
陽
平
は
、
芸
術
祭
に
お

け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
強
調
す
る （
＊
４
）。
飯
田
は
、
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写真2：原倫太郎と原游《はじまりの庭（インフォメーションセンター）》2017年、市街
地エリア［インフォメーションセンター］（北アルプス国際芸術祭2017）筆者撮影

成
会
議
が
発
表
し
た
消
滅
可
能
性
都
市
に
上
が
る
ほ
ど
、
過
疎
高

齢
化
も
深
刻
化
し
て
」
い
る
現
実
が
、
芸
術
祭
開
催
の
背
景
に
あ

る （
＊
12
）。
芸
術
祭
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
水
、
木
、
土
、
空
。」

で
あ
り
、
北
川
は
テ
ー
マ
に
込
め
た
思
い
を
、「
そ
し
て
信
濃
の

人
が
一
生
仰
ぎ
み
る
、
高
い
、
青
い
空
。
私
は
そ
れ
を
水
・
木
・

土
・
空
の
世
界
と
言
っ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
透
明

さ
と
、
重
さ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
風
土
、
時
間
の
積
層
を
見
て
い

た
だ
き
た
い （
＊
13
）」
と
語
る
。

実
際
、
本
芸
術
祭
で
は
、
水
や
土
な
ど
大
町
の
自
然
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
水
と
も
関
わ
る
地
域
の

民
話
「
龍
の
子
太
郎
伝
説
」
に
取
材
し
た
作
品
も
複
数
見
ら
れ

た
。
源
流
エ
リ
ア
、
仁
科
三
湖
エ
リ
ア
、
市
街
地
エ
リ
ア
、
東
山

エ
リ
ア
、
ダ
ム
エ
リ
ア
の
5
つ
の
地
域
に
36
組
の
作
家
に
よ
る
作

品
が
散
り
ば
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
特
性
を
生
か
し
た
、

ま
さ
に
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き

た （
＊
14
）。
実
際
、
森
林
の
中
や
湖
の
周
辺
、
街
を
見
下
ろ
す
鷹
狩

山
の
山
頂
（
写
真
1
）
な
ど
自
然
の
中
や
、
駅
前
（
写
真
2
）
か
ら
出

発
し
て
名
店
街
へ
と
続
く
市
街
地
の
空
き
店
舗
や
空
き
家
を
活
用

し
、
作
品
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
市
街
地
で
は
、
塩
の
道
「
千
国

街
道
」
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
美
し
い
街
並
を
散
策
す
る
と
、

街
中
を
流
れ
る
用
水
な
ど
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
水
の
流
れ
る
気
配

96

■
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
2
0
1
7

長
野
県
の
信
濃
大
町
で
は
、
木
崎
湖
畔
を
舞
台
に
、
地
元
の
作

家
た
ち
が
中
心
と
な
り
、「
原
始
感
覚
美
術
祭
」
を
数
年
に
渡
っ

て
開
催
し
て
き
て
い
る （
＊
10
）。２
０
１
４
年
に
は
大
町
市
全
域
を

会
場
に
、「
信
濃
大
町 

食
と
ア
ー
ト
の
廻
廊
」
が
北
川
フ
ラ
ム
を

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
迎
え
、
開
催
さ
れ
た
。
北
川
は
、「
大
地
の
芸
術

祭　

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術

祭
」
の
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
各
地
で
ア
ー
ト
に
よ
る

地
域
づ
く
り
の
実
践
に
携
わ
っ
て
き
た
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

あ
る
。
２
０
１
４
年
の
イ
ベ
ン
ト
の
発
展
型
と
も
い
え
る
国
際
展

「
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
〜
信
濃
大
町 

食
と
ア
ー
ト

の
廻
廊
〜
」
は
、
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
北
川
を
迎
え
、「
土
地

固
有
の
生
活
文
化
を
表
現
す
る
『
食
』
と
、
地
域
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
『
ア
ー
ト
』
の
力
に
よ
っ
て
、
大
町
市
に
内
在
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
地
域
資
源
を

世
界
に
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
再
生
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
」
開
催
さ
れ
た （
＊
11
）。
人
口
約
２
８
，０
０
０
人
の
大

町
市
は
、「
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
映
す
仁
科
三
湖
や
、
豊
富
な

温
泉
な
ど
自
然
に
も
恵
ま
れ
」、「
北
ア
ル
プ
ス
登
山
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
長
野
県
側
の
玄
関
口
と

し
て
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
」
い
る
。
一
方
、「
日
本
創

写真1：鷹狩山山頂から眺めた信濃大町の風景、東山エリア（北アルプス国際芸術祭2017）筆者撮影
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る
。
舞
台
の
壁
に
は
水
槽
が
埋
め
込
ま
れ
、
舞
台
上
に
は
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
上
に
は
水
の
入
っ
た
鉢
が
置
か
れ

て
い
た
。
壁
か
ら
噴
出
す
る
水
、
天
井
か
ら
滴
り
落
ち
る
水
な
ど

が
、
た
ら
い
や
バ
ケ
ツ
に
流
れ
落
ち
、
水
音
を
響
か
せ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
所
々
に
あ
ら
ゆ
る
形
で
水
の
気
配
が
感
じ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
中
央
に
設
え
ら
れ
た
譜
面
台
の
前
に
立

つ
と
、
霧
が
発
生
す
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
た
（
写
真
5
）。
譜
面

台
に
は
譜
面
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
音
符
の
代
わ
り
に
複
数
の
蝶

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
音
符
と
し
て
の
蝶
は
、
ス
テ
ー
ジ
と

観
客
席
を
空
間
的
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る （
＊
15
）。

「
信
濃
大
町
の
鍵
だ
と
感
じ
た
の
は
、
水
の
存
在
で
し
た
。

下
見
で
町
を
訪
れ
る
た
び
に
、
雪
解
け
水
が
豊
富
に
流
れ

て
い
る
様
を
目
に
し
、
活
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
感
じ
た

の
で
す
。
そ
の
力
は
人
々
に
影
響
し
、
環
境
を
一
変
さ
せ

も
す
る
。
私
に
と
っ
て
水
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
に
絶
え

ず
変
化
す
る
、
人
生
の
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の
で
す （
＊
16
）」。

「
今
回
の
作
品
の
テ
ー
マ
で
あ
る
水
は
、
詩
的
で
情
緒
的

で
も
あ
り
ま
す
が
、
人
類
に
と
っ
て
脅
威
を
与
え
る
危
険

な
存
在
に
も
な
り
得
る
も
の
で
す
。
今
回
の
作
品
で
は
そ

う
し
た
こ
と
を
同
時
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す （
＊
17
）」。
本
作
を
体
験
し
た
際
に
は
、
実
際
、
森
林
劇

場
と
い
う
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
詩
的
な
作
品
の
雰
囲
気
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。「
ス
テ
ー
ジ
の
上
か
ら
大
事
な
も
の
を
見
て
ほ
し

い
。
魔
法
の
よ
う
な
森
で
す
」と
作
家
が
語
る
よ
う
に （
＊
18
）、
舞

台
中
央
か
ら
客
席
を
眺
め
る
と
、
森
林
の
緑
に
包
ま
れ
た
劇
場
全

体
を
、
自
身
の
身
体
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
は
、
雨
音
や
、
噴
出
す
る
水
の
流
れ
、
た
ら
い
を
打

ち
付
け
る
水
音
な
ど
の
物
理
的
な
音
に
加
え
、
ピ
ア
ノ
や
蝶
が
奏

で
る
想
像
上
の
音
楽
、
水
槽
を
泳
ぐ
魚
の
気
配
、
木
々
の
呼
吸
な

ど
、
様
々
な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真 5：マーリア・ヴィルッカラ《ACT》ステージ中央、
筆者撮影

98

を
感
じ
た
。
源
流
エ
リ
ア
へ
向
か
う
途
上
で
も
、
川
や
田
畑
の
用

水
路
を
勢
い
よ
く
流
れ
る
水
音
が
常
に
心
地
よ
く
響
い
て
い
た
。

地
域
で
開
催
さ
れ
る
芸
術
祭
の
醍
醐
味
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ア
ー

ト
や
文
化
を
「
き
っ
か
け
」
と
し
て
、
そ
の
地
域
独
自
の
魅
力
に

触
れ
る
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
魅
力
は
、
地
域
の
風
土
を
つ

く
っ
て
い
る
自
然
の
豊
か
さ
や
、
伝
統
文
化
や
地
域
文
化
と
と
も

に
長
年
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
街
の
雰
囲
気
、
語
り
継
が
れ
て
き

た
民
話
や
伝
承
、
そ
し
て
何
よ
り
そ
の
地
の
住
人
の
人
柄
や
暖
か

さ
に
触
れ
た
際
に
、
実
感
と
し
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
ア
ー
ト
は
単
な
る
「
き
っ
か
け
」
に

過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
ア
ー
ト
は
、
何
か
の
き
っ
か
け
や
媒
介

と
な
る
以
前
に
、
そ
れ
自
体
で
固
有
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
、
本
芸
術
祭
の
中
で
も
特

に
印
象
に
残
っ
た
マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
の
《
Ａ
Ｃ
Ｔ
》
を

取
り
上
げ
た
い
。

■
人
生
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
水

 

―
マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
《
Ａ
Ｃ
Ｔ
》

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
の
作
家
マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
の

《
Ａ
Ｃ
Ｔ
》（
写
真
3
・
4
）
は
、「
源
流
エ
リ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
た

大
町
温
泉
郷
の
森
林
劇
場
の
舞
台
そ
の
も
の
が
作
品
に
な
っ
て
い

写真 3・4：マーリア・ヴィルッカラ
《ACT》2017 年、源流エリア［大町
温泉郷、森林劇場］（北アルプス国際
芸術祭2017）© 2017 Japan Alps Art 
Festival Executive Committee, Photo 
by Tsuyoshi Hongo.
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写真6：ニキータ・アレクセーエフ《ちかく・とおく・ちかく》2017年、市街地エリア［商店街の空き店
舗と各所］（北アルプス国際芸術祭2017）筆者撮影

写真7：平田五郎《水面の風景―水の中の光～山間のモノリス》2014－2017年、源流エ
リア［大出ホタルの里］（北アルプス国際芸術祭2017）筆者撮影

100

水
底
の
船
の
よ
う
に
、
美
し
く
詩
的
で
幻
想
的
な
森
の
舞
台

に
、
夢
と
現
実
の
あ
わ
い
に
漂
う
自
身
の
姿
を
見
出
す
こ
と
も
で

き
れ
ば
、
生
と
死
の
は
ざ
ま
と
し
て
の
、「
人
生
の
舞
台
」
を
そ

こ
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。「
し
か
し
、
あ
な

た
が
本
当
に
そ
の
場
に
立
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
行
動
を
す
る
だ
ろ

う
？
」 （
＊
19
）
と
の
作
家
か
ら
の
問
い
か
け
が
、
心
に
響
い
て
く

る
。本

作
品
は
、
舞
台
に
立
つ
と
い
う
鑑
賞
者
の
行
為
を
含
め
、

様
々
な
要
素
で
構
成
さ
れ
る
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
で
あ
る （
＊
20
）。大
町
の
豊
か
さ
の
象
徴
で

あ
り
、
時
に
は
脅
威
と
も
な
り
得
る
水
の
存
在
、
そ
し
て
大
町
温

泉
郷
の
美
し
い
森
林
と
い
う
資
源
の
価
値
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る

作
品
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
作
品
そ
の
も
の
が
、
一
度
き

り
の
私
た
ち
の
人
生
そ
の
も
の
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
立
ち
現
れ

る
よ
う
な
、
特
異
な
体
験
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
森
林
劇
場
と
い
う
特
定
の
時
間
・
場
所
を
超
え
て
、
私
た
ち

の
生
と
死
と
い
う
普
遍
的
な
時
空
間
へ
と
導
く
も
の
で
あ
っ
た
。

■
芸
術
祭
に
お
け
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
の
《
Ａ
Ｃ
Ｔ
》
で
感
じ
た
よ
う
な
芸
術
体
験
の

素
晴
ら
し
さ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
他
の
多
く
の
作
品
か
ら
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
信
州
の
伝
承「
帚
木
」に
着
想
を
得
た
作
品
と
し

て
、
商
店
街
の
各
地
に
自
身
の
絵
を
貼
り
出
し
た
ニ
キ
ー
タ
・
ア

レ
ク
セ
ー
エ
フ
の
《
ち
か
く
・
と
お
く
・
ち
か
く
》（
写
真
６
）。
大

出
ホ
タ
ル
の
里
に
設
置
さ
れ
た
、
平
田
五
郎
の
《
水
面
の
風
景
―

水
の
中
の
光
〜
山
間
の
モ
ノ
リ
ス
》（
写
真
７
）。
龍
の
子
太
郎
の
民

話
に
着
想
を
得
て
、
市
街
地
の
蔵
に
鮮
や
か
な
色
彩
で
龍
や
水
の

流
れ
を
思
わ
せ
る
形
象
を
描
い
た
、
湊
茉
莉
の
《
み
す
ず
か
る
し

な
の
》（
写
真
８
）。
空
き
家
か
ら
収
集
さ
れ
た
日
用
品
や
樹
木
な
ど

を
集
積
さ
せ
て
構
成
さ
れ
た
、
カ
ラ
フ
ル
な
ボ
ー
ト
を
木
崎
湖
に

浮
か
べ
た
ア
ル
フ
レ
ド
＆
イ
ザ
ベ
ル
・
ア
キ
リ
ザ
ン
の
《
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
（
存
在
と
不
在
）》（
写
真
９
）
は
、
ビ
ー
ル
瓶
の
ケ
ー

ス
や
雪
か
き
用
の
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
、
ス
キ
ー
客
向
け
の
民
宿
の
多

い
こ
の
地
域
の
特
性
を
映
し
出
し
て
い
た （
＊
21
）。そ
の
木
崎
湖
付

近
の
空
き
家
を
白
く
透
き
通
る
、
や
わ
ら
か
い
布
で
包
ん
だ
ケ
イ

ト
リ
ン
・
Ｒ
Ｃ
・
ブ
ラ
ウ
ン
＆
ウ
ェ
イ
ン
・
ギ
ャ
レ
ッ
ト
の
作
品

《
ベ
ー
ル
の
向
こ
う
に
》（
写
真
10
）
は
、
人
口
減
少
と
い
う
現
代
日

本
の
社
会
課
題
に
目
を
向
け
さ
せ
つ
つ
、
軽
や
か
で
美
し
い
風
景

を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、
全
て
を
こ
こ
に
列
挙

す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
。
し
か
し
、
地
域
で
芸
術
祭
を
開
催
す

る
こ
と
の
意
義
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
芸
術
祭
が
、

ま
ず
は
ア
ー
ト
と
人
々
と
の
出
会
い
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
芸
術
祭
に
求
め
ら
れ
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
第
一
に
、
作
品
と
人
々
と
の
出
会
い
の
機
会
を
創
出
す

る
と
い
う
基
本
的
な
、
し
か
し
最
も
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
い
え

る
。こ

こ
で
、
今
一
度
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
意
味
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
言
葉
自
体
は
、
現
在
、
多
様
な
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
元
々
は
博
物
館
・
美
術
館
な
ど
の
学
芸
員

と
同
義
で
使
わ
れ
る
「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
に
由
来
す
る
。
国
際
的

に
活
躍
す
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
長
谷
川
祐
子
は
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
仕
事
を
、「
展
覧
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
の
実
現
を
通
し
て
、

鑑
賞
者
と
作
品
を
媒
介
す
る
。
作
品
と
人
と
を
出
会
わ
せ
、
作
品

に
つ
い
て
の
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
を
、
主
た
る
仕
事
と
し
て
い

る
」
と
説
明
す
る （
＊
22
）。

し
か
し
、
近
年
、
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
の
機
会
が
、
美
術
館
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
、
芸
術
祭
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
多

様
な
場
へ
と
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

定
義
も
ま
た
、
拡
張
を
見
せ
て
い
る
。
成
相
肇
は
、「
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
は
、
人
が
作
り
だ
し
た
も
の
に
織
り
込
ま
れ
た
無
数
の

情
報
を
読
み
取
り
、
そ
の
価
値
を
分
か
ち
合
お
う
と
す
る
こ
と
。

あ
る
い
は
も
っ
と
端
的
に
、
文
化
を
介
し
て
公
共
性
を
考
え
る
術

で
あ
る
」
と
す
る （
＊
23
）。
ま
た
、「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
社
会
に
対

写真 10：ケイトリン・RC・ブラウン＆ウェイン・ギャレット《ベールの向こうに》2017 年、仁科三湖エ
リア［木崎湖畔の空き家］（北アルプス国際芸術祭2017）筆者撮影
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写真8：湊茉莉《みすずかるしなの》2017年、市街地
エリア［商店街の蔵］（北アルプス国際芸術祭2017）
© 2017 Japan Alps Art Festival Executive 
Committee, Photo by Tsuyoshi Hongo.

写真 9：アルフレド＆イザベル・アキリザン《ウォーターフィールド（存在と不在）》2017 年、
仁科三湖エリア［木崎湖畔］（北アルプス国際芸術祭2017）筆者撮影
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す
る
こ
と
、
多
様
な
価
値
観
、
多
様
な
生
き
方
の
可
能
性
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
、
豊
か
な
地
域
社
会
を
育
て
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。
市
民
や
来
訪
者
が
、あ
る
時
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

あ
る
時
に
は
鑑
賞
者
や
批
評
家
と
し
て
、
ま
た
あ
る
時
に
は
職
員

や
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
芸
術
祭

に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
も
大
き
い （
＊
26
）。
そ
の
よ
う
な
複
数
の

視
点
、
複
数
の
立
場
か
ら
、
芸
術
祭
の
意
義
や
ア
ー
ト
の
可
能
性

に
つ
い
て
問
い
か
け
、
自
ら
積
極
的
に
評
価
を
行
っ
て
い
く
こ
と

で
、
芸
術
祭
は
自
主
的
な
学
び
の
場
と
な
り
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
竹
久
の
語
る
よ
う
に
、「
複
数
の
視
点
の
交
錯
す
る
場
・

あ
る
思
考
を
吟
味
で
き
る
場
」
と
し
て （
＊
27
）。

芸
術
祭
以
前
か
ら
、
自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
続
け
ら
れ
る

原
始
感
覚
美
術
祭
や
、
大
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
博
物
館
、
塩
の
道
博
物

館
な
ど
特
色
あ
る
博
物
館
の
存
在
、
ま
た
、
街
中
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
活
動
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
従
来
か
ら
の
多
様
な

活
動
と
芸
術
祭
が
、
芸
術
文
化
へ
の
複
数
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て

継
続
さ
れ
、
時
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
自
然
と

ア
ー
ト
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
、
地
域
独
自
の
魅
力
を
育
ん
で
い
く

こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う （
＊
28
）。

謝
辞　

本
研
究
は
、
平
成
28
年

－

29
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
挑
戦
的
萌
芽
研
究

「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
に
よ
る
農
山
村
の
自
然
・
文
化
資
源
享
受
能
力
の
再

生
」（JP16K14997

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

本
論
文
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
急
な
依
頼
に
も
関
わ
ら
ず
、
作
品
写
真
の
提

供
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
町
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
国
際
芸

術
祭
推
進
ご
担
当
の
西
條
哲
也
氏
、
マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
氏
の
作
品
に
関

す
る
質
問
に
、
迅
速
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
に
関
す
る
新
聞
記
事
及
び
雑
誌
記

事
等
貴
重
な
資
料
の
収
集
に
協
力
し
て
く
れ
た
学
生
に
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

【
註
釈
】

＊
１ 

『
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

芸
術
と
共
創
す
る
社
会
』
に
よ
れ
ば
、「
大
地
の
芸

術
祭
」
が
そ
れ
以
前
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
大
き
く
異
な
る
点
と
し
て
、

「
地
方
自
治
体
が
主
催
し
て
い
る
こ
と
」が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
本

芸
術
祭
は
、「
作
品
を
２
０
０
の
集
落
に
点
在
さ
せ
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
の
回

遊
性
を
高
め
る
と
同
時
に
、
越
後
妻
有
地
域
の
価
値
を
『
日
本
の
原
風
景
』
と

し
て
再
発
見
さ
せ
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
都
会
の
若
者
や
地
域
住

民
が
『
こ
へ
び
隊
』
と
称
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
作
品
の
制
作
補
佐
や

監
視
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
ア
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
古
民
家
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
地
元
の
女
性
た
ち
の
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
活
用
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
新
し
い
地
域
づ

く
り
の
あ
り
方
と
し
て
の
評
価
を
確
立
し
た
」
と
さ
れ
る
。「
０ 

ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
概
説 Lecture1 

歴
史
的
位
置
付
け
と
そ
の
変
遷
―
空
間
か
ら
場
、

104

し
、
芸
術
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
と
普
遍
性
を
説
明
す
る
と

同
時
に
証
明
し
て
い
く
責
務
を
負
っ
て
い
る
」
と
考
え
る
窪
田
研

二
は
、「
社
会
を
大
胆
に
横
断
し
、
文
化
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
実
践
こ
そ
が
新
た
な

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
像
と
し
て
期
待
さ
れ
る
」
と
し
、「
そ
れ
は
同
時

に
大
衆
化
さ
れ
た
芸
術
と
い
う
領
域
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

芸
術
の
持
つ
批
評
性
や
先
見
性
、
想
像
力
を
伝
え
て
い
く
と
い
う

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
不
可
欠
な
行
為
で
も
」
あ
る
と
述
べ

る （
＊
24
）。
さ
ら
に
、竹
久
侑
は
、「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
の
か
な

め
は
『
考
え
る
場
』
を
開
く
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
何
か
を

主
張
す
る
展
覧
会
で
あ
れ
、
娯
楽
性
の
強
い
も
の
で
あ
れ
、
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
切
な
の
は
、
複
数
の
視
点
の
交
錯
す
る
場
・
あ

る
思
考
を
吟
味
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
の
ひ
と
り

ひ
と
り
が
自
ら
の
視
座
や
考
え
を
い
ま
い
ち
ど
省
察
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
展
覧

会
を
始
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
社
会
に
送
り

出
す
価
値
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
提
言
す
る （
＊
25
）。

こ
の
よ
う
に
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
試
み
は
、
作
品
と

人
々
の
出
会
い
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る

こ
と
を
原
義
と
し
て
内
包
し
な
が
ら
、
人
々
に
と
っ
て
、
開
か
れ

た
思
考
や
対
話
の
場
を
つ
く
る
こ
と
へ
と
そ
の
意
味
を
大
き
く
拡

張
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
地
域
再
生
を
目
標
と
す
る
芸
術

祭
の
中
で
、
上
記
の
よ
う
な
新
た
な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み

は
、
い
か
な
る
可
能
性
を
持
ち
え
る
の
か
。

■
芸
術
祭
が
地
域
に
も
た
ら
す
も
の

芸
術
祭
で
は
、
友
人
や
家
族
に
誘
わ
れ
て
作
品
を
見
に
行
っ
て

み
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
ア
ー
ト
に
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
人
々
に

も
、
ア
ー
ト
と
出
会
う
貴
重
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ー
ト
と
人
々
の
一
期

一
会
の
出
会
い
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
出
会
い
を

通
じ
て
、来
訪
者
は
地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
。
他
方
で
住
民
は
、

外
か
ら
や
っ
て
く
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
来
訪
者
と
い
う
、
他
者
の

視
点
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
街
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
と

な
る
。
あ
る
い
は
友
人
や
家
族
、
同
じ
地
域
の
住
人
な
ど
大
切
な

人
々
と
時
間
や
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

住
民
と
来
訪
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
出
会
い
や
発
見
の
次
の
段
階
と
し
て
大
切
に
な
っ
て
く
る
の

は
、「
育
て
る
」
と
い
う
意
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
芸
術
や
地
域
文

化
へ
の
理
解
を
育
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
ア
ー
ト
と
の
出
会
い

を
通
し
て
、
創
造
性
や
想
像
力
、
そ
し
て
豊
か
な
感
受
性
を
育
む

と
と
も
に
、
他
者
や
未
知
な
る
も
の
へ
の
関
心
、
寛
容
性
を
涵
養
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プ
ト
文
か
ら
の
引
用
。
前
掲
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
＊
13
）、
76
頁
。

＊
20　
「
ス
テ
ー
ジ
と
観
客
の
間
の
見
え
な
い
境
界
を
扱
っ
て
い
る
」
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
さ
れ
る
本
作
品
は
、「
ピ
ア
ノ
、
６
つ
の
水
槽
、
55
ℓ
の
水
の
入
っ
た

ガ
ラ
ス
ボ
ウ
ル
、
蝶
の
本
、
霧
と
雨
、
古
い
木
の
ベ
ン
チ
（
う
ち
７
つ
は
金
色

に
塗
装
さ
れ
た
も
の
）、壁
や
天
井
か
ら
た
ら
い
や
バ
ケ
ツ
に
飛
び
散
る
、あ
る

い
は
滴
り
落
ち
る
水
と
、
ピ
ア
ノ
か
ら
奏
で
ら
れ
る
音
楽
が
作
り
出
す
音
」
と

い
っ
た
様
々
な
素
材
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「M

AARIA W
IRKKALA

」
公

式
Ｈ
Ｐ
よ
り
、http://w

w
w
.m
aariaw

irkkala.com
/w
orks/act/

（
２
０
１

７
年
12
月
29
日
閲
覧
）。

＊
21 

こ
の
貴
重
な
指
摘
に
つ
い
て
は
、
地
元
で
民
宿
を
営
む
方
か
ら
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。

＊
22 

長
谷
川
祐
子
『
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン　

知
と
感
性
を
揺
さ
ぶ
る
力
』
集
英
社
、
２

０
１
３
年
、
12
頁
。

＊
23 

成
相
肇
「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
散
し
て
い
る
」（Basic W

ork1 

変
わ
る
言

葉
、
変
わ
る
時
代
）フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
編『
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
在　

ア
ー

ト
が
「
世
界
」
を
問
い
直
す
』
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
２
０
１
５
年
、
49
頁
。

＊
24 

窪
田
研
二
「
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
を
拡
張
す
る
」（Basic W

ork1 

変
わ

る
言
葉
、
変
わ
る
時
代
）
前
掲
書
、
66

－

67
頁
。

＊
25 

竹
久
侑
「
主
張
・
コ
ン
セ
プ
ト
を
訴
え
る
」（Basic W

ork2 

ど
ん
な
価
値
を

生
み
出
す
の
か
）
前
掲
書
、
77
頁
。

＊
26 

芸
術
祭
の
評
価
に
つ
い
て
、
藤
田
直
哉
は
、
芸
術
祭
が
は
ら
む
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
投
企
）
の
側
面
」
に
着
目
し
、「『
投
企
』
と
は
、
新
し
い
自
己
の
在
り
方

を
生
み
出
す
た
め
に
未
知
な
る
領
域
に
踏
み
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
」
と

し
、
そ
の
評
価
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
上
で
、「
鑑
賞
者
や
運
営
者
や
住
人
、

作
家
な
ど
が
、
こ
の
行
為
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
意
見
を
発
信
す
る
こ
と
が
、
必
要

か
つ
有
効
な
評
価
の
方
法
で
は
な
い
か
？　

芸
術
祭
が
特
権
的
な
『
作
家
』
で

は
な
く
集
合
的
な
創
造
性
に
力
点
を
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
、
批
評

も
集
団
的
な
方
法
論
を
用
い
る
と
い
う
意
味
で
も
」
と
提
案
す
る
。
藤
田
直
哉

「
芸
術
祭
を
、
意
義
の
あ
る
も
の
に
す
る
か
、
し
な
い
か
」
前
掲
書
（
＊
２
）、

88
頁
。
こ
の
こ
と
は
、
芸
術
祭
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
個
人
の
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
や
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
超
え
た
「
集
合
的
な
創
造
性
」
の
場
と
し
て
読

み
解
く
上
で
も
、
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

＊
27 

竹
久
、
前
掲
書
（
＊
25
）、
77
頁
。

＊
28 

芸
術
祭
と
地
域
の
関
わ
り
を
考
え
る
上
で
、
名
古
屋
の
港
町
を
拠
点
に
活
動
す

る
「M

inatom
achi Art Table, N

agoya [M
AT, N

agoya]

」
の
活
動
は
興

味
深
い
。
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
や
展
覧
会
な
ど
を
企
画
す
る
他
に
、
地
域
と
ア
ー

ト
の
関
わ
り
を
考
え
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
６
や
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ナ

ゴ
ヤ
２
０
１
６
、
２
０
１
７
の
共
同
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
服
部
浩
之
は
、
Ｍ
Ａ
Ｔ
， 

Ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｙ
ａ
に
つ
い

て
、「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
関
わ
っ
た
人
が
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
芸
術
祭
と
は
異
な
る
現
場
を

立
ち
上
げ
て
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
成
果
は
着
実
に
実
を
結
び
始
め
て
い
る
。

一
過
性
と
思
わ
れ
が
ち
な
芸
術
祭
だ
が
、
じ
つ
は
人
材
育
成
や
文
化
の
醸
成
の

場
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
次
の
祭
ま
で
の
あ
い
だ
の
時
間
の
設
計
が
、
足
元
を
固

め
る
た
め
に
は
と
て
も
重
要
な
の
だ
」
と
指
摘
す
る
。
服
部
浩
之
「
一
過
性
を

超
え
、
拠
点
と
な
り
う
る
か
」
前
掲
書
（
＊
２
）、
86

－

87
頁
。

106

そ
し
て
シ
ス
テ
ム
」
熊
倉
純
子
監
修
、
菊
地
拓
児
＋
長
津
結
一
郎
編
『
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

芸
術
と
共
創
す
る
社
会
』
水
曜
社
、
２
０
１
４
年
、
20
頁
。

＊
２ 
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ど
う
評
価
す
る
？ 

―
日
本
の
芸
術
祭
の
課
題
と

未
来
」『
美
術
手
帖
』
２
０
１
７
年
７
月
号
（vol.69 N

O
.1055

）
74

－

89
頁
。

＊
３ 

港
千
尋
「
芸
術
祭
の
批
評
軸
と
は
何
か
」
前
掲
書
、
84
頁
。

＊
４ 

飯
田
志
保
子
「
芸
術
祭
に
求
め
る
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
前
掲
書
、
85
頁
／
黒
瀬

陽
平
「『
芸
術
祭
の
時
代
』
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
」
前
掲
書
、
89
頁
。

＊
５ 

飯
田
、
前
掲
書
、
85
頁
。

＊
６ 

黒
瀬
、
前
掲
書
、
89
頁
。

＊
７ 

藤
田
直
哉
「
前
衛
の
ゾ
ン
ビ
た
ち
―
地
域
ア
ー
ト
の
諸
問
題
」
藤
田
直
哉
編

『
地
域
ア
ー
ト　

美
学
／
制
度
／
日
本
』
堀
之
内
出
版
、
２
０
１
６
年
、
11

－

43
頁
。

＊
８ 

前
掲
書
、
23
頁
。

＊
９ 

新
た
な
動
き
と
し
て
、
大
分
県
別
府
市
の
「in BEPPU
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で
行
わ
れ
た
別
府
現
代

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
混
浴
温
泉
世
界
」
の
後
継
企
画
と
し
て
、
２
０
１
６

年
よ
り
始
動
し
た
。「
別
府
市
を
舞
台
に
開
催
す
る
個
展
形
式
の
芸
術
祭
」で
あ

り
、「
国
際
的
に
活
躍
す
る
１
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、
地
域
性
を
活
か
し

た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
毎
年
秋
に
実
現
」し
て
い
る
。BEPPU

 PRO
JECT

公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
、http://w

w
w
.beppuproject.com

/w
ork/1738

（
２
０
１

７
年
12
月
29
日
閲
覧
）。

＊
10 

「
信
濃
の
国 

原
始
感
覚
美
術
祭
２
０
１
７
」
は
、
２
０
１
０
年
に
「
原
始
感
覚

美
術
展
」
と
し
て
始
ま
り
、
２
０
１
７
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
。

＊
11 

「
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０
１
７
」
公
式
Ｈ
Ｐ
「
概
要
」
よ
り
、http://

shinano-om
achi.jp/about-jp/

（
２
０
１
７
年
12
月
29
日
閲
覧
）。

＊
12 

前
掲
。

＊
13 

北
川
フ
ラ
ム
「
水
・
木
・
土
・
空
の
大
町
」『
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０

１
７
』
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
現
代
企
画
室
、
２
０
１
７
年
、
10

－

11
頁
。

＊
14 

特
定
の
「
場
所
に
帰
属
す
る
作
品
や
置
か
れ
る
場
所
の
特
性
を
活
か
し
た
作

品
、
あ
る
い
は
そ
の
性
質
や
方
法
を
指
す
」。
そ
の
よ
う
な
「『
場
所
の
特
性
』

に
は
そ
の
土
地
の
環
境
や
生
活
空
間
、
歴
史
的
、
政
治
的
、
文
化
的
な
場
の

成
り
立
ち
ま
で
含
ま
れ
、
作
家
は
そ
れ
ら
の
諸
条
件
に
注
目
し
、
作
品
に
組
み

込
む
」。
中
山
亜
美
「
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」「
現
代
美
術
用
語
辞
典

ver.2.0 ‒ Artscape

」http://artscape.jp/artw
ord/index.php/

サ
イ
ト
・

ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
（
２
０
１
７
年
１
月
８
日
閲
覧
）。

＊
15 

本
作
品
に
託
さ
れ
た
蝶
の
モ
チ
ー
フ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
蝶
は
彼
女
の
作
品
に
度
々
登
場
す
る

重
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
と
の
こ
と
。（
２
０
１
８
年
１
月
５
日
、
筆
者
に
よ

る
メ
ー
ル
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

＊
16 

「
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
」
前
掲
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
（
＊
13
）、
27
頁
。

＊
17　

前
掲
書
、
28
頁
。

＊
18　
「
水
の
ア
ー
ト
が
気
持
ち
い
い
！
『
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
』
ス
タ
ー
ト

で
す
。」（June 20, 2017 | Art | casabrutus.com

 | text_N
aoko Aono, 

editor_Keiko Kusano

）https://casabrutus.com
/art/48997/3

（
２
０

１
７
年
12
月
29
日
閲
覧
）。

＊
19　

マ
ー
リ
ア
・
ヴ
ィ
ル
ッ
カ
ラ
の
作
品
紹
介
に
掲
載
さ
れ
た
、
作
家
の
コ
ン
セ
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編者・著者紹介109

松
浦 

義
昭

金
沢
大
学
国
際
基
幹
教
育
院
講
師

大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
経

済
学
博
士
）。
２
０
１
６
年
よ
り
現
職
。
専
門
分
野
は
、

経
済
学
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
よ
り
「
内
閣
府
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ
専
門
委
員
会
」
に
所
属
し
、「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
活
用

し
た
地
域
振
興
」
に
つ
い
て
全
国
で
講
演
。
ま
た
、
政

府
機
関
、
自
治
体
、
教
育
機
関
、
研
修
機
関
に
お
い
て

も
地
域
情
報
分
析
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
地
域
分
析
の
研
修

を
担
当
す
る
な
ど
、
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
活
用
を
研
究
す
る

第
一
人
者
で
あ
る
。

ま
つ
う
ら　

よ
し
あ
き

安
嶋 

是
晴

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
講
師

１
９
６
９
年
生
ま
れ
。
１
９
９
２
年
富
山
大
学
経
済
学

部
卒
業
。
８
年
間
の
民
間
企
業
勤
務
を
経
て
、
ふ
く
い

県
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
現
ふ
く
い
県
民
活
動
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
相
談
員
、
輪
島
商
工
会
議
所
商
店

街
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
金
沢
大
学
経
済
学
類
助
教
、
金
沢

大
学
国
際
基
幹
教
育
院
助
教
と
し
て
勤
務
。

在
職
の
傍
ら
１
９
９
９
年
に
福
井
県
立
大
学
大
学
院
へ

進
学
、
２
０
０
７
年
に
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
修

了
。
２
０
１
６
年
９
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
文
化
政
策

論
、
伝
統
産
業
論
、
地
域
経
営
論
。

や
す
じ
ま　

ゆ
き
は
る

富
山
県 

舟
橋
村 

生
活
環
境
課

舟
橋
村
は
、
人
口
が
急
増
し
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
日

本
一
小
さ
い
村
で
あ
る
が
、
人
口
減
少
へ
の
懸
念
が
生

じ
、
そ
の
克
服
に
向
け
、
平
成
20
年
か
ら
富
山
大
学
と

と
も
に
共
同
研
究
と
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
県
内
外
か
ら
視
察
受
入
れ
を
は
じ
め
、
地
方
自
治

法
施
行
70
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
等
、

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
は
じ
め
て
い
る

自
治
体
で
あ
る
。

と
や
ま
け
ん　

ふ
な
は
し
む
ら　

せ
い
か

つ
か
ん
き
ょ
う
か

松
田 

愛

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
講
師
。

１
９
７
８
年
三
重
県
生
ま
れ
。
２
０
０
２
年
慶
應
義
塾

大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
後
、
２
０
０
９
年
名
古
屋
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
美
学
美
術
史
学
）
博
士
課
程

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
大
垣
女
子
短
期
大

学
、
中
部
大
学
等
の
非
常
勤
講
師
を
経
て
、
２
０
１
３

年
９
月
よ
り
現
職
。
２
０
１
６
年
に
国
際
芸
術
交
流

展
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ー
ト
は
ま
ち
を
す
く
わ
な

い
？
」（
重
要
文
化
財
武
田
家
住
宅
）を
共
同
企
画
。
専

門
は
、
近
現
代
美
術
史
、
ア
ー
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

ま
つ
だ　

あ
い

島
添 

貴
美
子

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
准
教
授

１
９
６
９
年
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
音

楽
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士
（
音
楽

学
）。
２
０
０
６
年
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
講
師
。

２
０
１
１
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
民
族
音
楽
学
、
伝
統

文
化
論
。
特
に
日
本
の
民
謡
・
民
俗
芸
能
を
研
究
対
象

と
す
る
。
著
書
は
『
民
謡
か
ら
み
た
世
界
音
楽
』（
共

著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
２
年
）、『
富
山
の
祭

り
』（
共
著
、桂
書
房
、２
０
１
８
年
）ほ
か
。２
０
１
５

年
よ
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
で
放
送
の
「
音
で
訪
ね
る

ニ
ッ
ポ
ン
時
空
旅
」
の
解
説
役
と
し
て
出
演
中
。

し
ま
ぞ
え　

き
み
こ

108

編
者
・
著
者
紹
介

荒
井 

里
江

株
式
会
社
穂
明
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
。

２
０
０
０
年
、（
有
）フ
ジ
創
入
社
、娘
出
産
。２
０
０
３

年
、
息
子
出
産
。
２
０
０
５
年
、（
有
）
フ
ジ
創
専
務

取
締
役
就
任
。
２
０
１
０
年
、
ド
イ
ツ
に
て
環
境
住
宅

を
学
ぶ
。
２
０
１
１
年
、
東
日
本
大
震
災
、
荒
井
邸
完

成
（
日
本
初
の
低
燃
費
住
宅
）、（
株
）
フ
ジ
創
ホ
ー
ム

設
立
代
表
取
締
役
就
任
。
２
０
１
２
年
、
再
び
社
員
と

と
も
に
ド
イ
ツ
へ
。
２
０
１
３
年
、
高
岡
ま
ち
っ
こ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
。
２
０
１
４
年
、
メ
リ
ー
ス
マ
イ
ル

カ
フ
ェ
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
オ
ー
プ
ン
。
２
０
１
８
年
、

（
株
）
フ
ジ
創
ホ
ー
ム
社
名
変
更
（
株
）
穂
明
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
へ
、
地
域
創
生
事
業
部
を
設
立
。

あ
ら
い

　
り
え

内
田 

和
美

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
教
授

多
摩
美
術
大
学
立
体
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ト
科
卒
業

後
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
Ａ
Ｇ（
独
）、
ポ
ル
シ
ェ

Ａ
Ｇ（
独
）、
㈲M

IE D
esign 

代
表
取
締
役
を
経
て
、

２
０
１
３
年
よ
り
現
職
。

学
術
賞
等

「Porsche Cayenne　

グ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
」

 

（
２
０
０
３
年
）

「Linde H
-150　

レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
ア
ワ
ー
ド
受
賞
」

 

（
２
０
０
６
年
）

「EPSO
N
 D
ream

io M
G-850H

D
 VGP　

金
賞
・
銀

賞
受
賞
」 

（
２
０
１
２
年
）

う
ち
だ
　
か
ず
み

古
池 

嘉
和

名
古
屋
学
院
大
学
大
学
院
経
済
経
営
研
究
科
教
授

１
９
５
９
年
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
、
金
城

学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。
元
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部

教
授
。
福
井
県
立
大
学
経
済
・
経
営
学
研
究
科
経
済
研

究
専
攻
単
位
修
得
満
期
退
学
。
博
士（
経
済
学
）。
専
門

は
文
化
政
策
。
主
著
に
『
地
域
の
自
律
的
蘇
生
と
文
化

政
策
の
役
割
』（
共
著
）学
文
社
、
２
０
１
１
年
。『
入
門　

文
化
政
策
』（
共
著
）ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
０
８
年

な
ど
多
数
。
２
０
１
８
年
２
月
現
在
、
経
済
産
業
省
産

業
構
造
審
議
会
専
門
委
員
、
豊
田
市
観
光
実
践
計
画
策

定
委
員
会
委
員
な
ど
を
務
め
る
。

こ
い
け
　
よ
し
か
ず

富
山
大
学 

地
域
連
携
推
進

機
構

地
域
課
題
解
決
へ
の
先
導
的
な
役
割
等
を
果
た
す
、
地

域
連
携
のThink &

 D
o Tank

と
し
て
、
自
治
体
や
企

業
と
協
働
し
た
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
こ

と
で
地
方
創
生
に
直
接
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
取
り
組
み
を
活
か
し
、
知
（
地
）
の
拠
点
事
業
を
展

開
し
、
学
生
の
地
域
定
着
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
す
る
組
織
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
の
中
核
拠

点
と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

と
や
ま
だ
い
が
く
　
ち
い
き
れ
ん
け
い
す
い
し

ん
き
こ
う

加
納 

亮
介

町
家
体
験
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
ほ
ん
ま
ち
の
家
」
管
理
人

千
葉
県
千
葉
市
出
身
。
東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
工

学
専
攻
博
士
課
程
に
在
籍
中
。
２
０
１
４
年
に
高
岡
へ

移
住
し
て
「
ほ
ん
ま
ち
の
家
」
の
管
理
人
と
し
て
活
動

中
。

か
の
う
　
り
ょ
う
す
け
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